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学 会

第45 回北陸医学会総会

日 時 こ平成 3 年 9 月 1 日 く削 9 時30 分

場 所 二金 沢 大 学 医 学 部 ほ か

シ ンポジ ウム r 特定疾患くい わ ゆ る難病I の 実態と
．

そ

の 診断 ． 治 療の 進歩J

司会 藤 田士 郎 く石川県医師会ナ

竹 田 亮祐 く金沢大学医学部第 2 内科1

1 ． 北陸に お け る実態

伊川 あ けみ く石 川県厚生部ナ

2 ． 全身性 エ リ テ マ ト ー デ ス

高田 実く金沢大学医学部皮膚科I

紺井 一 郎 く金沢大学医学部第 2 内科ン

3 ． 悪 性間接リ ウ マ チ

加藤弘己 く富山医科薬科大学第 1 内科さ

4 ． 特発性血小板減少性紫斑病

大竹 茂樹 く金沢大学医学部第 3 内科ユ

5 ． サル コ イ ド
ー

シ ス

石 崎武志 く福井医科大学第 3 内科1

6 ．
パ ー

キ ン ソ ン 病

吉岡 亮 く金沢医科大学神経内科ナ

7 ． 後縦靭帯骨化症

川原範夫 く金沢大学医学部整形外科ン

第1 会場

第3 会場
内 科 分 科 会

第1 49 回 日本 内科学会北陸地 方会

A 会場

座長 藤村政樹 く金沢大学第 3 内科1

1 ． 胸部X 線陰影に
一

致 し
，

67
G a の 集積 を認 め た肺胞

蛋白症の 1 例

0 品 川俊治
， 畠 山収

一

， 宮内 勉

岡本理 花 ， 宮川松 剛
，
伊藤利之

北野 博嗣， 泊 康男 く北陸中央病院内科さ

安井正 英， 新谷博 元 ， 藤村政樹

く金大第 3 内科1

2 ． ブ ロ ン コ レ ア を伴 っ た気管支喘息の 1 例

0 斉藤元 泰 ， 居軒 功 ， 森下大樹

中村勇 一

， 村田 義治
， 藤岡正 彦

村 本信吾 く公 立能登 総合病院内科I

安井正 英 ，

．
新谷博元

． 藤村政樹

く金大第 3 内科1

3 ． マ イ コ プ ラ ズ マ 肺炎治療 中に 発症 した M in o c y cli －

n e に よ る薬物性肺臓炎の 1 例

0 太田 黒 満美子 ， 山形寿生
，
定梶裕司

石 田 哲也 ， 南 真司 併 波厚生病院内科j

4 ． 診 断困難 で あ っ た肺癌の 1 剖検例

0 森 保 人
， 明 茂治． 熊定

一

郎

武田 康 ， 荒木
一

郎 ，
上 野敏男

立村森男
， 森 永健市 く浅 ノ川総合病院内科I

北川正 信 く宮山医薬大第 1 病理I

5 ． C O P D 患者 の運動負荷試験 に お ける 最大酸素摂取

量 と乳酸億 に つ い て

0 島田 政則 ， 三 沢利博 ， 高島 学

伊藤清吾， 黒 田 ひと み ． 鈴木仁弥

く福井総合病院内科I

座長 一

二 三 宣秀 く金沢循環器病 院内科1

6 ． 孤立性三 尖 弁閉鎖不全症 を合併 した 甲状腺心 の 1

例

0 森 清男
，

中条達也
，
原城達夫

中構智子 ， 高木義則 ， 高桑 健

桝 田 昌之 助 く芳珠記念病院内科I

7 ． 画像診 断も 有用 で あ っ た 急性心 外膜炎の 1 例

0 渋谷敏幸 ， 柴 田 修，
尾 高和亮

松本三 千夫
，
英 尚艮，

金 山隆 一

く済生会富山病院内科I

8 ． 繰 り返 す シ ョ ッ ク状態よ り救命 し得た 冠動脈 攣縮

の 1 症例

0 竹 田伸也 ， 堀 田祐紀 ， 蘇馬隆 一 郎

佐藤幸浩， 中野
一

郎 ， 河 合 盛光

蜂谷春雄，
西 野 逸男， 中村保雄

く氷見 市民 病院内科1

古本尚文 く同 放射線科I

9 ． 心室性頻拍 を呈 した 川崎病と 思われ る 1 例

0 下野 真由美， 藤木 明， 谷 昌尚

麻野井英次，
三 羽 邦久， 藤 田 正俊

篠 山重威 く富山医薬大第 2 内科う

1 0 ． 当院に お け る 急性心 筋梗塞治療 の 動向

0 広野 正 明 ，
久保 田幸次

， 古沢明彦

中源雅俊，
辻 川弘子

， 宇野 博治

北村憲治 く公 立 松任石 川 中央病院 内科j

ll ． 循環器 領域 に お ける 超高速 C T くlm a t r o n
茸ンの 有用

性

0 梶波康 二
， 増山和彦 ， 安達昌宏

真 田宏人 ， 岡本 秀樹 ， 関 宏恭

坂本 滋 ， 伊藤 順 ，

一

二 三 宣秀
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竹越 裏 く金沢 循環器 病院1

座長 内田健三 く金沢医科大学内分泌内科j

1 2 ． 感染性腎の う胞 を併発 し た糖尿病の 1 例

0 西 村奉行 ，
山岸昌

一

， 高校正 芳

河合博志
，

小 松義和 ， 岩 田 章

長田 清明 く金沢赤十字病 院内科1

中嶋和書 く金沢市立 病院泌尿器科1

13 ． 拳腫瘍 を伴 っ た 高齢発症糖 尿病 の 1 例

0 金子 美保子 ， 内田健 三
． 中野 茂

宮内英 二
，

小 豆 沢定秀， 木 越俊和

森本真平 く金医大内分泌内科ナ

秋山高儀 ，
小島靖彦 く同 消化器外科1

1 4 ． 卵巣癌 の治療 中
，

亜 急性 甲状腺炎様所見 を呈す る

甲状腺癌を合併 した 1 例

0 渡辺 弘之 ， 河村宇津彦 ， 山 口 泰志

安川善博 ， 佐野 正 登 ， 竹村 修

前田 敏男 く映寿会病 院内科1

滝 川稔邦 ， 林 久男

く北陸大学薬学部創薬研1

岡井 高 ， 澤武紀雄 く金大が ん研内科1

15 ． 心不全お よ び出血傾 向を伴 っ た 甲状 腺機 能低 下症

の 1 例

0 若杉隆伸 ， 青山隆彦 ， 平井淳 一

嵯峨 孝 ， 高瀬恵 一 郎 ， 羽 場利博

明石 宣博 く福 井県立病 院内科う

16 ． 悪性眼 球突出症 を伴 っ た 原発性甲状腺機能低下の

1 例

0 塩崎晃平
，
平 井雅晴

，
大屋栄 一

岸 田 繁
，

中井継彦 ， 宮保 進

く福井医大第 3 内科1

座 長 松原四郎 く金沢 大学 神経 内科1

17 ． 気管支喘息重積発作後 に 生 じ た L a n c e
－ A d a m s 症

候群が 疑わ れ る 1 症例

0 辻滞寧枝子 ， 小滞 眞ニ
， 中崎繁明

溢谷浩司
，

望月康弘
，
瀬野晶子

濱田 明
，
北尾 武 く国立療養所北潟病院内科1

18 ． 1 2 年の 経過 をお い て再発 した ギ ラ ン ． バ レ ー 症候

群の 1 例

0 佐藤伸彦 ， 関矢僑康 ， 喜多敏明

島田 多任意
， 嶋田 豊

， 櫓山草孝

寺沢捷 年 く富山医薬大和漢診療部1

19 ． 急激な 呼吸 筋麻痔 を呈 し ス テ ロ イ ド投与が 有効で

あ っ た 高齢者ギラ ン ． バ レ ー 症候群の 1 例

0 奥村 栄二 郎 ． 金 秀樹 ， 木村和宏

吉村輝夫 ， 黒 田 高雄 く公 立小浜病院内科I

入 江幸 二 く同 整形外科1

会

広瀬敏 士 洞 脳神経外科

笠 松 誠 く社保勝山病院内和

上 田 孝典
，
中村 徹 く福井医大第1 内科

2 0 ■ 筋萎縮 に 左 右差 を認 め た 筋緊張性 ジス ト ロ フ ィ症

の 1 例

0 平山幹生 ， 武藤 多津郎 ， 阿久 根敦子

熊野 貴規， 字安 秀行， 富岡秀夫

小野 博美
， 郡 大裕 ， 藤木典生

く福井 医大第2 内科

中崎繁明 く国立療 養所 鈴鹿病阻

21 ． ポ リ オ後遅発性筋萎縮症 の 1 例

0 浜 田敏夫 ， 高守正 治 ， 井手芳彦

く金大神経内剛

坂 下泰雄 く市立砺 波総合病院神経内科

22 ． 突発 性難 聴 を伴 っ た脳 幹梗塞 の 1 例

0 林 茂
，
伊藤 高明

， 高松秀行

中村道寛 ， 土 谷 武嗣 ， 西田幸治

真智俊彦 ， 宮森弘年， 斉藤靖人

北 川駿介 く恵 寿病院内柳

谷内借辛 く同 耳鼻咽 喉科

鈴木正 行 く金大放射線科

B 会 場

座長 岡井 高 く金沢大学が ん研究所内科

1 ． 急性肝 炎重症型お よ び 小児例 を含 む A 型肝炎が同

時多発 した 1 家系

0 元 雄良治， 山口 泰志
，

毛利郁朗

山川 治 ， 河上 浩康，
渡辺弘之

里 村吉成
，
太田 英樹 ， 岡井 高

澤武紀雄 く金大 がん研内科

2 ． 超高齢者 く102 歳1 に お け る閉塞性黄痘の治療経験

0 折原正 周 ，

村上 純 ，

安藤隆夫 ，

元 尾南洋
，

南部修 二
，

若林泰文
，

岡田和彦 ， 西森 弘

中山義秀 ，
日置 将

寺崎禎
一

，
杉山和子

清水裕秀 ， 清水幸裕

山崎国男． 宮林千春

村 嶋 誠 ， 樋口清博

努藤清 二
，

田 中三 千雄 ， 渡辺明治

く富 山医薬大第3 内相

3 ． 血梁交換 と ど リ ル ビン 吸着 に よ り救命し得た術後

肝不全 の 1 症例

0 河合盛光
，
竹 田伸也 ， 佐藤幸浩

中野
一 郎 ， 蘇馬隆 一 臥 堀田柘紀

蜂谷春男 ， 西野 逸男 ，
中村保雄

く氷見市民病院内矧

古本尚文 く同 放射線抑



1 0 1 9

牛島 聡 く同 外科1

松井
一

裕 く富山医薬大第 1 病理J

4 ． 十二 指腸炎 に よ り 著明 な十 二 指腸狭窄 を来 した と

思わ れ る 1 症例

0 佐藤宰浩 ． 西 野 逸男 ， 中野
一 郎

竹 田伸也
， 蘇馬隆

一

郎 ， 堀 田 祐紀

河合盛光 ， 蜂谷春男
， 中村保雄

く氷見市民病院 内科1

古本 尚文 く同 放射線科I

松井 一

裕 く富 山医薬大第 1 病理I

5 ． 血管塞栓術に よ り止 血 し得た 出血 性直腸 潰瘍 の 2

例

0 津川善意
，
水嘗

一

秋， 佐藤 陸

島崎英樹， 大家他事雄 く石 川 県中内科I

清水博志 く同 放射線科I

6 ． 摘便時の組織 片が 診断の 契機と な っ た マ ク ロ ア ミ

ラセ ミ ア合併大腸癌 の 例

0 東 徹
，

大西定司
， 斉藤八 千代

貴志洋 一

， 藤 原隆 一

，
山本 誠

く福井厚生病院内科ン

白石泰三
， 中久木和也 儒 井医大 第 2 病 理j

座長 紺井 一

郎 く金沢大学第 2 内科1

7 ．
マ ム シ 唆瘍後 に 急性腎不 全を併発 し た 1 例

0 三 沢克夫
，
川野充 弘， 伊藤正 典

紺井 一 郎
，
小泉順 二

， 竹 田亮拓

く金 大 第2 内科1

相滞芳樹 く同 集中治療部さ

8 一 ル ー プ利尿薬 に よ る と 思 わ れ る低 カ リ ウ ム 血性筋

症お よ び 腎症 を認め た 1 例

0 杉森成実
，
斉藤弥章 ，

吉 村光弘

森本日 出雄 ， 木田 寛 ， 杉岡五 郎

く国立 金沢病 院内科1

渡辺 棋七 郎 く同 病理ラ

9 ． 腎不 全症 例 に 合併 し た結核症

0 安倍俊男
，
加藤充朗 ， 北野 善郎

笠原 寿郎
， 永井幸広

， 織田裕 之

杉山 有 ， 米島 学
， 杉本尚樹

沢田 大成 く金沢 市立 病院内科j

軋 ネ ヒ ロ
ー

ゼ症候群発症後 ，
1 ケ月 で 腎不 全と な り

死亡 し た f c xI al gl o m e ru l o s cl e r o sis の 1 剖検 例

0 塩 谷昌彦
， 木－F 勝 ，

大 川義弘

谷 口 透 ， 佐藤 清 く城北病院内科ナ

11 ． 水中毒の 2 例

0 黒 田 ひ と み ， 鈴 木仁 弥
，

三沢利博

伊藤清吾 ， 高島 学 ， 島田正 則

く福井総合病院内科1

松本完治く福井病院精神科ナ

岸田 繁， 宮保 進 く福井医大第3 内科J

12 一 維持透析 患者 に お ける 甲状腺 の 形態学的変化

0 松田暫 久
，
畠山収 －

， 野村英樹

宇賀治陽 一

， 宮崎良 一

， 藤田 幸雄

く藤 田記念病 院内科ナ

吉田 隆治 ， 淡路三 男く同 超音 波検査室1

座長 羽 場利博く福井県立病院内科J

13 ． 特 異な病理 像 を呈 し自然寛解 した 高齢 ネ フ ロ ー ゼ

症候群 の 1 例

0 和 田隆志 ． 滝谷裕緒
，

山異 勉

柴田和彦 ， 山川 治
，

宮本 市郎

西 田哲也 ， 竹森康弘 ， 野 田 八嗣

く富山労災病院内科I

太田 五 六 く同 病埋1

1 4 ． 尿細 管性 ア シ ド ー シ ス
， 骨 軟化 症 を 合併 し た

シ ェ
ー

グ レ ン 症候群 の 1 例

0 羽 場利博 ， 高瀬恵 一 郎 ， 木藤知任意

明石 宣博 ， 山崎義亀与 く福井県立 病院内科さ

15 ． 両側突発性難聴 を合併 し た ベ ー チ ェ ッ ト病の 1 例

0 宮森弘年， 林 茂
， 真智俊彦

斉藤婦人 ， 北川駿介 く恵寿総合病院内科ラ

谷 内信幸く同 耳鼻咽 喉科1

鈴木信孝く同 産婦 人 科ラ

川 島篤弘く金大第 1 病理I

16 ． 多発 性肺梗塞お よ び 心筋障害を 伴 っ た Ch u r g
－S t r

．

a u s s 症候 群の 1 例

0 竹田 慎 鵬

， 鷹田 悟志 ． 森岡 健

辻 博， 山内博正
． 牧野 博

高桜英輔 く黒部市民病院 内科ナ

新井裕 一

く同 神経 内科1

1 7 ． 炎症 所見が 先行 し た側頭 動脈炎 の 1 例

0 浅地孝能 ， 村上 瑛 二
， 竹越 嚢

松井 忍
， 津川博一一

， 的場宗敏

福 岡卓実 く金医大循環 器 内科う

座長 吉 田 喬 く金沢 大 学第3 内科ナ

1 8 ． 特異 な 血 液 像 を 呈 し た H 如 e r e o s in o p h ili c s 叩 d r
．

O n l e の 1 例

C 佐々 木茂樹 ， 又 野 禎也 ． 塩原信太郎

中横泰人
， 藤村政樹 ， 中尾 真二

小 林和 美 ，
大 竹茂樹 ． 吉 田 喬

中村 忍 ， 松田 保 く金大第3 内科1

杉原範彦 ， 清川裕明 く有松中央病院1

1 9 ． 視床出血 を合併し た Zie v e 症候群の 1 例

0 山下 朗 ， 彼谷裕康 ． 前野 孝治

佐藤重彦 ， 福岡賢 一

， 間藤和博
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登谷 大修 ， 田中延善， 中屋 昭二 郎

柳 碩也 儒 井済 生会病院内 糾

20 ． 真性多血症 に ネ フ ロ
ー ゼ症候群 を合併 した 1 例

0 武島 稔 ，
魚谷知佳 ， 神野正敏

くN T T 金沢病 院内科I

中村 忍 ， く金大第 3 内科1

此下忠志 く同 第 2 内科I

21 ． 急 性硬膜 下血腫 を起 こ し た 血 液 凝 固第 用 因子

in h ib it o r を有す る 1 例

0 高桑 浩 ， 石 田 陽 一

，
黒 崎正 夫

石田 礼二 く富山市 民痛院内科1

宮森正 郎 ， 山野 清俊 く同 脳神経 内科一

大竹茂樹 ， 山崎雅英
，
松田 保

く金大第3 内科1

22 ． 肺塞栓 をき た した 本態性 血 小板増加症 の 1 例

0 上 田 幸生 ， 真野鋭志 ， 稲津明 広

鈴木文子 ， 藤田
－

．
北村 勝

平 田 昌義 ，
亀田 正 二

， 能登 捻

くり1 松 市民病院内科1

岩 田 卓造 く岩田 内科 医院1

座長 中村 忍 く金沢大学第 3 内 科

23 ． 自 己免疫性溶血 性貧血 に 合 併 し急激 に 進行 し た多

発性 ア ス ペ ル ギル ス症

0 定 清直， 佐藤あか ね ， 神谷健 一

清水寛正 ， 綿谷須賀子 ， 田 中経雄

浦崎芳正 ， 通山 薫 ，
和野雅治

津谷 寛 ， 李 鐘大
，

上 田 孝典

内田三千彦 ． 中村 徹 く福井 医大第 1 内科1

佐々 木文彦 く同 第3 内科1

24 ． 多血症 を契機 に 見い 出さ れ た 腎癌 の 1 例

0 楠 憲夫
，

岩井中陽 一

，
田 口 富雄

水橋啓 一

， 山 口和 由，
三宅 靖

新 田 裕 ， 松原隆夫
，

宮際 幹

水野清雄 ，
平岩善雄 ， 稲土修嗣

品川俊男 く富山赤十字病院内科1

萩中隆博 ， 酒井 晃 く同 泌尿器科1

25 ． 甲状腺機能 元進症の 治療経過 中に 発症 し た再生不

良性貧血 の 1 剖検例

0 池本雅仁 ，
菓子 井良郎 ， 吉川 俊史

加藤 弘巳
，

く富山医薬大第1 内科1

石 澤 伸 く同 第 2 病理1

26 ． 大腸癌 に 伴 っ た播種性骨髄癌腫症 の 1 例

0 薪也寸志
，
白崎良明 ， く健生病院内科1

古田 和雄 く城北病院内科1

27 ． 脾過誤腫 の 1 例

0 河 合博 志 ， 長 田清明 ， 西 村奉行

小松義和 ， 岩田 牽 く金沢赤十字病院内科

大 戸 軋 浅 野 健
， 佐々木戦

く同 外科

小 田 忠夫 く金大 第1 病勒

第 2 会場 神経科精神科分 科会

第120 回 北陸精神神経学会

1 ．
M u リ ズ ム の 変化

0 村田
一 郎 く加賀神経 サ ナ トリウムI

越 野好 文， 村田 哲人 ， 大森晶夫

西 尾昌志 ， 坪川 み ゆ き
， 伊崎公徳

く福井医大神経精神

堀江 端 く福井県立精神病院1

浜 田敏彦 ，
久保 克美

， 宮越 基

く福井 医大中央検査酌

2 ． 全盲者の超 短期睡眠 ． 覚醒 ス ケ ジ ュ
ー ル と生体リ

ズム

0 中川博幾 く福井医大神経精椰

R o b e rt L ． S a c k A lf r e d J ． L e w y

くO r e g o n H e alth S cie n c e U n iv e r sity ， U S AJ

3 ． 頻繁 な睡眠 時無呼吸 を認め た 末端 肥大症の 2 例

0 荒井秀樹 ，
上 野 勝彦，

古田寿
一

前田 義樹 ， 山森正 二
， 中川啓子

ノJ l 坂
一 畳 ， 山口 成 長 く金 沢大 医神経精神

石 黒 信治 く城南病院I

佐野 誘 く国立金沢病院神掛

竹 内喜洋 ， 井城
一

弘． 藤井寿美枝

中林 肇 く金沢大医2 内J

4 ． B r o ti z ol am 投与後出現 した健忘 を 主症 状と する異

常行動 の 2 症 例

0 森川恵
一

， 貴志英生 く福井松原病掛

村田 哲人
，
松原六郎 く福 井医大神経精神

5 ． 抗精神病 薬離脱 に 伴 い
． 多彩 な神経症 状を呈した

精神分裂病の 1 例

0 鈴木道 臥 倉知正 使 く富山医薬大精神神経1

武 内 徹 く高岡市民 病院精神神掛

柴 田 樹く柴田病掛

6 ． 精神分裂病患者の 局所脳血 流所見に つ い て

0 浦田 克己 ， 川 崎康弘 ， 前田義樹

山口 成 良く金 沢大医神経精柵

鈴木道雄 く富 山医薬大 精神押掛

松 田博史 ，
久田 欣 一 く金沢大医核医劉

7 ． 精神分裂病患 者の M Rl 所見 に つ い て

－側頭葉形態異常の 検討－

0 川 崎康 弘 前田 掛凱 浦田克己

山口成良 く金沢 大医神経橋脚
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鈴木道雄 く富山医薬大精神神経J

鈴木正 行 ． 高島 力 く金沢 大 医放射 紛

8 ． 精神分裂病患者の 視 覚弁別課題時 に お け る P30 0

に つ い て

一 波形分類 と病塾 ． 症状評価 ス コ ア と の 関係

お よ び経過 に 伴う 変動 －

0 岩崎真三
， 中川東夫 ， 有原 徹

藤木 暁， 太 田則武 ， 鳥居方策

く金沢 医大神経精神I

鋤柄増根 く名古屋 市立保育短大心卿

9 ． 精神分裂病圏患者の 開瞼時限 球運動

一B e n t o n 視覚記銘と W A IS 絵画

完成 図版と の 比較－

0 松井三 枝， 倉知正使 く富 山医薬大精神神掛

角田 雅彦 く田宮病院I

lO ． 精神分裂病者 に よ っ て語ら れ た幻聴 消失過程

0 本 田 徹 く富山市民病院精手刷

11 ． C r e u t zf eld t －J al t o b 病初期の S P E C T 所見
一 周期性同期性放電の 発 生 機序 と の 関連 －

0 谷井靖之 ， 金 英道
， 倉知正偉

く富山医薬大 精神神経さ

JI一口 誠 く同 第 2 病理I

12 ． 家族性発症の 若年型 AI zh ei m e r 病 3 例

0 松原 六 郎 ， 猪原久 貴， 佐 々 木 一 夫

谷
一

彦 ， 中川博 乳 越野 好文

林 卓也
， 伊崎公徳く福井医大神経精手刷

向井雅美 く武生神経病 院1

13 ． 週1 回 外来 O T の 試み

一

時に
， 遠距離通院患者 へ の ア プ ロ ー チー

0 関 京子
， 武山雅志 ， 山川 孝子

上野優子 ， 柳下 道子
， 松原六郎

く松原病院I

14 ． 精神科入 院患者の 家族の 態度
一 福井医大病院 の 場合 －

0 越野 好文
，
松 原六郎 ， 林 卓也

間所重 樹
，

三崎 究 ， 村 田哲人

伊崎公 徳 く福井医大 神経 精子削

15 ． 集団内観療法 に つ い て

0 草野 亮 ， 武藤 寛 く福井 県立 精神病院j

中島勝子 く福井県精神 保健 セ ン タ
ー

1

16 ． 精神遅滞者の 種々 の 常 同行動に 対す る 薬物療法

0 三 辺 義雄 ， 江 守賢次
， 倉知正 使

く富山医薬大 精神神経ラ

17 ． 強迫性障害に 対 す る ク ロ ミ プラ ミ ン療法

0 坂 本 宏
， 木戸 日 出害， 住吉太 幹

浦崎晃 司 ， 山口 成良 く金沢 大医神踵 精 柵

1 8 ． 二 次性 う つ 病 を呈 した脳腫瘍 の 1 例

0 坂 本隆行 ， 田 口真源
， 川村聡子

沖野 栄書 ， 板谷 春樹
，
近択 一

夫

小林憲夫 ， 榎戸秀昭， 鳥居 方策

く金沢医大神経精神J

19 ■ 難治性て ん か ん の 外科的治療

0 大西寛明 く浅 ノ 川総合病院脳神経 外 剛

T o h r u Y am ad a M e r k R o s s

げ イ オ ワ 大神経 内科1

山下純宏 く金沢大医脳神経 外科

特別講演

1 ． 抗精神病薬 の 薬理作 用

一 電気生理 学で わ か っ た基本的事実 一

三 辺義雄 く富山医薬大精神神経1

2 ． 睡 眠 とて ん か ん

－

U C L A に お け る基 礎的研究 一

和 田有司 く金沢大医神経精神ナ

第4 会場 眼 科分 科会

1 ． 水晶体 内鉄 片異物に よ る s u p e m o r m al E R G

O 浅井宏 息 浅野 直子 周 辺 譲 二

河崎 一 夫く金沢大 眼 科1

2 ． 特異 な u v e al eff u si o n の 2 症例

0 大 田妙子 ，
田辺譲二

， 河崎 一 夫

く金沢大 眼 科プ

川 口 博治 く金 沢市I

升田義次く富山市J

3 ■ F ri ed r ei c h
，

s a t a xi a に 伴 っ た b u lls
，

s e y e 黄斑 症 の

網膜機能所 見

0 内山佳代 ． 常藤友護 ， 浅井宏志

若林謙二
，

河崎－1
一

夫 し金沢 大 眼 糾

4 ． 後房 レ ン ズ移植術 を行 っ た家族性無虹 彩症 の 2 例

C 升田義次 く宮山 市1

5 ． 無縫合白内障手術

J 小沢 正康 ， 小沢 玲子 く高岡 制

6 ． 国立金沢病 院に お け る超音波 水晶体乳化吸 引衛の

成績

こ 山下 陽子 ， 柳 田 隆． 土 屋 美 津 保

高比 良雅之
． 片 口 尚意 ， 和田 雅 子

瀬川 要司 く国立 金沢病院眼 糾

7 ． 前房蓄膿 を伴 っ た H L A ． B 2 7 陽性急性前部ぶ どう

膜炎の 1 例

C 望月 雄二
． 山村敏明 く金沢 医大眼 科

8 ． 抗菌剤の 涙液移行の 検討

十 涙液採取法に つ い て －
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0 冨井隆夫
，
福田 正道 ，

村野 秀 和

く金沢医大眼科1

9 ． 成人 に発 症 し た樹氷状血 管 炎の 1 例

0 立浪和也 ， 片山寿夫 ， 窪田靖夫

く富山医薬大眼科1

浅香猶子 く社会保険高岡病 院眼 科

10 ． 糖尿病性単純硝 子体出血 に 対す る硝子 体手術の 予

後

0 小林達治 ， 高柳克典 ， 米脇克哉

池間 毅 ， 石 黒裕之
，
小嶋 一 晃

く福井医大眼 科1

1 1 ， 角膜上 皮接着障害の 9 例

0 花崎秀敏 く福井県済生 会病 院眼 科

12 ， 難治性網膜剥離 を合併 した ア ト ピ ー 性皮膚 炎の 1

例

0 柳 田 隆
，

土 屋 美津保 ，
山下陽子

高比 良雅之
， 片 口 尚志

，
和田 雅子

瀬川 要司 く国立金沢病院眼 科

第5 会場
外 科 分 科 会

第8 会場

第220 回 北 陸 外 科 学 会

A 会場

座長 唐木芳昭 借 山医科薬科大学第 2 外 科

1 ． 乳癌 の 予 後因子 と して の 胸 骨傍リ ン パ 節転移 の 評

価

0 太 田長義 ， 野 口 昌邦 ，
江嵐 充治

北川裕久 ， 宮崎逸夫 く金大 2 外1

水上 勇治 く同 病理 部1

2 ． 乳房温存療法施行症例の 検 討

0 江嵐充治 ， 野 口 昌邦 ， 北川 裕久

太田長義 ， 宮崎逸夫 し金大 2 鮒

斉藤泰雄 く同 放射線科1

3 ． 若年 者特殊型乳癌の 1 例

0 長田 拓哉 ，
唐 木芳日召， 斉藤素子

日野 浩司
，
南村曹司 ， 増子 洋

島多勝夫 ， 田 内克典 ，
川西 孝和

佐伯俊雄 ． 坂本 隆，
藤巻雅夫

く富 山医薬大 2 外1

4 ． 乳癌術 前診断に お け る穿刺 吸引細胞診の 意義

0 谷屋 隆雄
，
斉 藤文良 ， 佐原博之

福島 恒， 角谷直孝 ． 薮下和久

黒 田吉隆 ， 小 西孝司 ，
辻 政彦

く富山県中外科j

福村 健 ，
三 輪淳夫 く同 病埋1

5 ． 自律性機能性腺歴 と e u th y r oid G r a v e s 病の 合併 し

た小児 の 1 例

0 坂 本浩也 ， 村井 仁
， 堀地 肇

岩佐隆明 く国立 山中病院外和

一 前東亜 子 く同 小児科

道岸隆敏 く金大核医学糾

玉 岡康志 く金医大病勢

座長 荻野 知 巳 く金沢大学が ん研 究所 外科

6 ． 集学 的治療 が幸助 し た食道小 細胞癌の 1 例

0 野 本
一

博 ，
山下 巌 ， 竹森 繁

斉藤智裕 ， 清水哲朗 ， 山田 明

榊原年宏， 黒 木義人 ， 坂本 隆

唐木芳昭 ， 田 沢賢次 ， 藤巻雅夫

く富 山医薬大2 州

7 ． 食道癌 に 対す る術前 照射 の 意義

0 月 岡雄 治，
八 木雅夫 ， 加治正英

伊 井 徹 ， 桝谷 博孝 ， 岩佐和典

伊与部尊和 ， 清水康
一

， 泉 良平

三 輪晃 一

， 宮崎逸夫 く金大2 州

8 ． 早期食道癌 の 検討

0 佐 原博之
， 福島 恒

，
斉藤文展

角谷直 孝，
谷屋 隆雄 ， 薮下和久

黒田 吉隆， 小西孝司 ， 辻 政彦

く富山県中外糾

三 輪淳夫 く同 病矧

9 ． 重症破傷風 の 1 例

0 加藤明 之
，
向 永光 く向病院外糾

花岡順 一

く同 内剛

根上 利宏 く金医大神経内剛

．

1 0 ． P r e DI C お よ び DI C を伴 っ た症 例の 手術前後の

管理

0 大竹 由美子 ．
川涌幸光 ， 道伝研司

浅井 徹 く済生 会石川総合病院外糾

座 長 湯浅幸吉 く金沢 医科大学胸部心 臓血管外剛

1 1 ． 当科 に お ける き 胸部外傷症例 の 検 討

0 山村浩 軋 黒 田 譲， 小泉博志

石 田 誠 ，
笠 原善郎． 金 定基

三 井 毅 ， 浅田 康行 ， 飯田善郎

三 浦将司 ， 藤沢正 清 偏 井県済生会病院外糾

1 2 ． 自然気胸 に て 発見さ れ た肺癌 の 1 例

0 木元 春生， 永井 晃， 渾 重泣

く富 山赤十字病院心 臓血 管呼吸器外剛

斉藤直敏， 北川正 信 膚 山医薬大第1 病矧

1 3 ． 肺 原発 h e m a n gi o p e ri c yt o m a の 1 切除例

0 石川 昇 ，
清水淳 三 小田 誠

家接健 一

， 関戸伸 軋 大沢 武

渡辺 洋宇 く金大1 州
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水上 勇治 ， 野 々 村昭 孝 く同 病理1

1 4 ． 気管内良性腫瘍の 経験

0 木村輝明
，

豊 田恒良
，
湯浅幸吉

清水 健 く金医大胸部 心臓血 管外科ン

座長山中 昇く福井赤十字病 院呼吸 器 科ン

15 ． 乳房下水平皮膚切 臥 胸骨正 中切 開 に よ る 縦隔腫

瘍の 2 手術例

0 磯 野理 貴 ，
大竹洋介 ， 山中 晃

く福井赤十字病院呼吸 器科I

16 ． 左迷走神経幹，
左 上腕神経草の 多発神経斡腫の 1

例

0 宮本直樹 ，
杉山茂樹

．
原 祐郁

北 沢慎次 ， 中島邦書 ， 笠 島 宇

山本恵
一

く富 山医薬大 1 外I

若木邦彦 く同 病理I

17 ． 右側肺癌 に お ける リ ン パ 節転移形式 に 関す る 検討

0 打 田俊司 ， 能登 啓文
．
戸島雅宏

秋本 剛秀 ， 長嶋光樹 ， 野 尻 義文

顔
西谷 軋 藤村光夫 ， 前田 昭治

く富山県中胸 部循環器外科1

18 ． 胸腺痛の 1 例

0 二 上 文夫， 草島義徳

く宮山市民 病 院呼 吸器外科さ

広野禎介 く同 外科1

中村裕行 く同 内科1

川森康博 ， 杉原政美 く同 放射線科1

高柳芦 立 く同 中央研究検査部病理1

座長 大橋博和 く福井循環器病 院外科1

19 ． 最近経験 した 薬物抵抗性 正 に 対 す る M V R の 2

治検例

0 大竹裕志 ， 松永康 弘， 松本 勲

三 崎拓郎 ， 渡辺 洋宇 く金大 1 外1

20 ． 三尖弁に 駿頓 した右室粘液腫の 1 手術例

0 藤 井 奨 ，
大中正 光 ，

大橋博和

境 泰史 ， 村上 晃
，

田 中 孝

く福井循環器 病院外科1

2 1 一

一 弁の み の 変化が あ っ た A S R の 1 例

0 打 田俊司 ， 藤村光夫， 西 谷 泰

秋本 剛秀 ． 長嶋光樹， 戸島雅宏

野 尻 義文 ， 能登 啓文． 前田 昭治

く富山県中胸部循環 器 外科1

22 ． 下垂 体機能低下症 の C A B G

O 安 田 保 ， 川 筋道 雄 ， 榊原直樹

高橋政夫 ， 大竹祐志
，

渡辺 洋宇

く金大 1 外1

村田 義治 く公立能登 総合病院 内科I

座長 千葉幸夫 く福井医科大学第2 外科j

23 ． 大 腿 動脈 に 発 生 し た感染性動脈癌の 二 期手術 に よ

る 1 治験例

C 松山寛彦 ．
天 谷博

一

， 津田 武嗣

松 村光曹司
，
上 坂孝彦

，
佐々 木正 人

森岡浩 一

， 井草彰夫 ， 千葉 幸夫

村 岡隆介 く福井医大 2 外1

24 ． 下 行胸部か ら上 郡腹部大動脈 に 至 る 巨大な胸腹部

大動脈癌 の 1 手術治験例

0 坪 田 誠
，

閑 雅博 ，
遠藤将光

宇野 雄祐
，

小林 弘明
，
佐 藤日 出夫

木谷 正樹 く石 川県中心 臓血管外科I

25 ． 右肺内破裂 に よ る喀血 を来し た弓部大動脈癌 の 1

救命例

0 澤 重治， 永井 晃， 木元 春生

僧 山赤十字病 院心臓血 管呼吸 器外科1

三 宅 靖 く同 内科1

26 ， 当科に お ける非解剖学的 バ イ パ ス 例の検 討

0 遠藤将光 ， 閑 雅博 ， 佐 藤日 出夫

小 林弘明， 坪 田 誠， 宇野雄祐

く石川 県中胸部心臓血 管外科1

27 ． 梅毒性腹 部大動脈癌 と動脈硬 化性腹部大動脈癌 を

合併 した 1 例

0 中島邦書
，

阿部吉伸
，

高野 徹

木元 文彦， 横川雅康
，

山本恵 叫

く富山医薬大 1 外1

座 長 松原純 一 く金沢医科大学胸部心臓血 管外科j

28 ． 下大静脈療 を呈 し た仮性腸骨 動脈癌

－Y グ ラ フ ト置換術16 年後 に 発症 した 1 例－

0 野 尻 義文
， 戸 島雅宏

，
西谷 泰

打 田俊司
，
能登 啓文， 藤村光夫

く富山 県中胸部循環器 外科1

29 ． 上 腸間膜 動脈 お よ び両下肢動 脈塞栓症の 1 治験例

0 常塚 宣男 ， 浦山 博 ， 片田正
一

渡辺洋 宇く金 大 1 外ン

金井正信 く市立 砺 波総合病院 内科I

向 歩 ，
洒徳光明

， 荒川 龍夫

く同 胃腸科ナ

伴登宏行 ， 清原 薫， 小 杉光世

小 林 長く同 外科1

30 ． 下肢静脈癌 に 対 する 硬化療法

0 明元 克司
， 竹村博文

，
上 山武史

く国立金沢病院心臓血 管外科1

31 ． 骨破壊 を伴 っ た大腿部外傷性血 腫 の 1 例

0 矢崎 潮
，
斉藤 裕

，
小林孝

一

郎

村上 望
，

花立史香
，
平野 誠
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桶川弘勝，
龍沢俊彦 く厚生連高岡病 院外科I

増 田信 二 く同 病理1

浦山 博 く金大 1 外1

32 ． 吻合部動脈癌の経験

0 加藤全功 ， 長末正 己
，

松原純 一

清水 健 く金医大胸部心臓血管外科I

座長 三輪晃 一

く金沢大学第 2 外科1

33 ． D o u bl e P カO m S を形成 し た高齢者胃潰瘍の 1 手術

例

0 繁藤素子 ， 島多勝夫
，
坂本 隆

黒木嘉人
，
榊 原年宏

，
山田 明

唐木芳昭 ，
田 沢賢次

，
藤 巻雅夫

く宮 山医薬大 2 外1

34 ． 胃小網胸痛の 1 例

0 石黒 栄紀 ， 中坪直樹， 辻本 優

高橋英雄 ， 牛島 聡 ， 若狭林
一

郎

村 田修 一

， 清崎克巳 く氷見 市民病 院外科1

松井 一 裕 ， 北川正 信 く富山医薬大第 1 病 理1

35 ． 術前早期癌の 形態 を呈 し た 胃噴門部粘液癌 の 1 例

0 渡辺 美智夫
，
源 利成 ， 荻野知 己

黄 承東 ， 野村英 弘， 藤岡 央

表 和彦 ， 浅井 透 ，
太田 孝仁

高橋 豊 ， 磨伊正 義 く金大 が ん研外科ン

36 ． 腫瘍径 か らみ た早期胃癌の 検討

0 木村寛伸 ， 高村博之
，
前 田基 一

魚岸 誠 ， 素谷 宏 ， 神野正
一

く恵寿総合病院胃腸科1

川島篤弘 く金大第 1 病理1

37 ． 当院 にお け る胃癌症例の検 討

0 向 歩 ， 洒徳光明， 荒川竜夫

く市 立砺 波総合病 院胃腸科1

中島久幸 ， 清原 薫 ，
山下良平

伴登宏行 ， 森 田克哉
，
原 田 猛

小杉光世
，
小林 長 く同 外科1

座長 桶川弘勝 く高生連高 岡病 院外科1

38 ． 残胃癌の 検討

0 小坂健夫 ， 竹川 茂 ，
加藤真司

萩原広彰 ， 冨田 富士 夫 ，
小 島靖彦

高島茂樹 ， 木南義男 く金医大 一 般 消化器外科1

39 ． 幽門側進行胃痛 に対 す る胃全摘術兼膵亜 全摘術

一

特 に 膵尾部上腹 壁有 茎移植 に つ い て －

0 村上 望 ， 橋 川弘勝 ， 平野 誠

斉藤 裕 ， 花立史香 了
小林孝

一 郎

矢崎 潮， 龍 沢俊彦 く厚 生連高岡病院外科1

40 ． 空勝 間置術 に よ る胃亜 全摘後再建法の検 討

0 中野泰治
，
北林 一 男

，
澤 敏治

，
吉光外宏

く国立 療養所敦賀病院外科

41 ■ 持続温熱腹膜濯流施 行例 に お け る 胃痛 簗膜浸潤肉

眼分類 と その 予後 に つ い て

0 仲井培雄 ， 米村 豊， 加治正英

村 岡恵
一

， 津川浩
一

郎 ， 松本 尚

瀬Jl ほ 孝
， 高野 靖 ， 伏田幸夫

三 輪晃 一

，
宮崎逸夫く金大2 舛

42 ． C H P P に よ る癌腹膜播種性転移 の治療

0 出口正 秋 ， 片山寛次 ， 飯田 敦

古村能 筆， 竹 内 一 雄 ， 野手雅章

広瀬和郎 ， 関 弘明， 磯部芳彰

嶋田 紘， 中川 原儀三 く福井医大1 州

B 会場

座長 三浦将司 く福井県済生会病院外科1

4 3 ． 肝切 除症例 の検 討

0 磯部次正
， 佐 久間寛 ， 中 文彦

上 田 博 ， 倉知 固 く辰 口 芳珠記念病院外糾

44 ． 肝細胞癌 に お ける 予 後因子 と し て の a r g y r o ph nic

n u cl e ol ar O r g an i g e r r e si o n くA g N O Rl の 有用性の検

討

0 岩佐和典 ， 伊井 徹 ， 伊与部尊和

桝谷博孝 ， 橋本哲夫 ， 桐山正人

清水康
一

，
八 木雅夫 ， 泉 良平

宮崎逸夫く金大2 州

45 ． 肝転移 ， 再発肝癌 に 対す る治療

0 道伝研 司
，
jけ浦幸光 ， 大竹由美子

浅井 徹 く済生会石川総合病院外科

46 ． 肝 の う 胞が 成因 と考 え られ た 良性肝内肝管狭窄の

1 例

0 高村博之
，
前 田基 －

， 木村寛伸

魚岸 誠
，
素谷 宏 ， 神野正

一

く恵寿総合病院胃腸柳

川 島篤弘 く金大第 1 病矧

47 ． 当科 に お け る肝内結石症 治療例 の 検 討

0 石田 誠，
三 井 毅

，
三浦将司

小 泉博志 ， 山村浩然，
笠原善郎

金 定基
，
浅 田康行 ，

飯田善郎

黒 田 譲
，
藤沢正 清 く福 井済生会病院外糾

座長 秋本龍 一 く浅 ノ 川総合病院外糾

48 ． 胆嚢結石の 成分分析

0 高田道明 ， 秋本龍 一

， 谷 卓

菅 敏彦 磯 ノ 川総合病院外釧

49 ． 胆嚢捻転症の 1 例

0 八 木真情 ，
鈴木 衛 ，

佐々 木正寿

魚津幸蔵
，
長谷川洋，

関川 博
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く富山赤十字病 院外科1

弧 腹腔鏡下胆摘循の 経験

0 滝田佳夫 ， 高松 備 ， 津田 宏信

浅井伴衛 ， 道場昭太郎 ， 木下睡 之

菅原昇次郎 く国立 金沢病 院外科1

若林 時夫 ，
森本 日出雄 ．

山崎雅和

く同 内科1

51 ． 急性気脛性胆嚢炎の 1 例

0 上 田順彦 ， 高橋信樹 ． 山崎英雄

平 野
一

別 く公 立加 賀中央病 院外科1

上 田和彦 洞 放射線科1

吉 田 茂 ， 谷野 幹雄 く金 医大第 1 病理1

蒲田敏 文 く金大放射線科1

52 ． 術後急性胆嚢炎症例 の 検討

0 原 和人 ， 横山 隆 ， 古田 和雄

く城北病院外科1

座長 小西孝司く富山 県立 中央病 院外科ン

53 ． 放射線療法 を加え た胆道癌治療症例 の 検討

0 村 井ア トム
， 嶋田 紘 ， 藤田 陸

士 山智邦
．
泉 俊昌

， 片山寛次

野手 雅章 ， 関 弘明
，
磯部芳彰

中川原儀 三 く福井 医大 1 外う

中津川重 一 く同 放射線科1

54 ． 当院に お ける 胆嚢癌手術症例の 検討

0 広瀬宏 一

， 北川 晋
， 渡辺 俊

一

龍沢 春彦 ． 林 裕之
，
古川幸夫

石 田
一 樹 ， 森 善裕 ， 山田 哲司

中川 正 昭 く石 川 県中 一 般 消化器外科1

55 ． 膵管胆道合流異常 に み ら れ た早期月旦嚢癌の 1 例

0 田 中文恵
， 青竹利治 ，

田 中 尚

山本広幸
，
広瀬由紀 ． 松下利雄

松崎彦 一 郎 ． 田 中猛 夫 く福井赤十字病院外科1

56 ． 外傷性膵管閉塞の 1 手術例

0 松村光誉司 ， 松山克彦 ， 津田 武嗣

天 谷 博一， 木村成里 ． 堀内哲也

高橋康嗣 ， 下松谷匠 ， 増田 靖彦

谷 川 允彦 ， 村岡隆介 く福井 医大 2 外1

57 ． 診断に 苦慮 した膵 の う胞腺癌の 1 例

0 長森正 則
，
富田 寛 ，

大堀 功

松木伸夫 ， 島 弘三 く富 山労災病院外科1

広瀬仁 一 郎 く同 放射線科1

太 田五 大 く同 病理 部1

座長 中川正 昭 く石 川県立 中央病 院外 糾

58 ． 空腸粘膜膵管吻合 に よ る膵頭十二 指腸切 除例 の検

討

一

膵管チ ュ ー ブ非使用 法 －

0 渾 敏治
，
北林 一 夫

，
中野 春治

吉光外宏 く国立療養所敦賀病 院外 科1

59 ． 膵癌肉腫 の 1 例

0 竹山 茂， 広野 靖夫 ， 洲崎雄計 ， 高嶋 達

西田良夫 く黒 部市民病院外科1

湊 宏 ， 中沼安 二 く金大第 2 病理1

60 ． 慢性膵 炎の 経過観察 中に 発見さ れ た膵癌の 1 例

0 中村寿彦 ， 吉田政之 ， 羽柴 厚

山崎 四郎 ． 高橋 一 郎 ， 瀬川安雄

くJ l 松市民病院外科1

鈴木文子 ， 亀 田正 二 く同 内科1

天野 雅子 ， 勝 山富明 く同 放射線科1

勝 田省吾 く金大第 1 病理I

61 ． 膵癌に 対す る血 管合併切 除及 び化学療法の検 討

0 北林 一 男 ， 中野 泰治， 澤 敏 治

吉光外安 く国立 療養所敦 賀病院外科1

62 ． 粘液産 生膵 腫瘍 の 1 手術例

0 堀地 肇 ． 村井 仁 ， 坂本 浩也

岩佐隆明 く国立山中病院外科I

水野 恭嗣 ， 松下蛮人 く同 内科I

松能久雄 ．
玉 岡康志 く金医大病理う

座長 田 中猛 犬 く福井赤十字病院外科1

63 ． 粘液産 生膵 腫瘍 く膵管内乳頭腺腫1 の 1 例

0 秋山高儀， 斉藤人 志， 喜多
一

郎

小 島靖彦 ， 高島茂樹， 木南義 男

く金医大 一 般消化器外科ン

金子 美保子
，

内田健三 く同 内分泌内科1

小西 二 三 男く同 病理1

64 ． 当科に お け る粘 液塵 生性膵腫瘍 の 臨床病理 学 的検

討

角谷 直孝 ， 福 島 恒 ， 佐原博 之

斉藤文良， 谷屋 隆雄 了 薮下和 久

黒 田吉隆，
小西 孝司

， 辻 政彦

く富山県中外科う

三 輪淳夫 く同 病理う

65 ． 結腸 間膜原発 の L ei o m y ob l a st o m a の 1 例

0 荒能義彦， 藤岡重w 一

， 横 井克己

く公 立 穴水総合病院外科1

66 ． 残存直腸再切除 が有効 で あ っ た慢性大腸偽性腸閉

塞症 の 1 例

0 宮永大門
，

大村健 二
，

石 田 文生

呉 哲彦， 田 中松平 ， 川上 和之

橋本拓生 ， 渡辺 洋宇く金大 1 外1

座長 小島靖彦 く金沢医科大学 一 般消化器外科1

67 ． 大腸低 分化腺病症例 の検討

0 福島 恒 ， 佐原博之
， 斉藤文良
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角谷 直孝 ， 谷屋隆雄 ， 薮下和 久

広沢久文
，

黒 田吉隆 ，
小西 孝司

辻 政彦 く富山県中外科う

三 輪淳夫 く同 病理う

68 ． 大腸癌再発 に 対 して骨盤 内蔵全摘術 お よ び肺切除

術 を行 っ た慢性腎不 全患者 の 1 例

0 西村元
一

，
二 宮 致 ， 橋本 之万

く社保鳴和総合病院外科う

津川 浩
一

郎 ，
八 木雅夫， 山口 明夫

く金大 2 外1

野 々村昭孝 く金大病理1

69 ． 骨盤内蔵 全摘術 と 化 学療 法 くC D D P
， 5 r F u M M c

L e u c o v o ri n
，
G － C S Fl に て 著効 を み た 進行 直腸癌

の 1 例

0 金子 芳夫
， 岩上 栄 ， 家接健 一

吉 田千尋 く有松 中央病院外科1

前川正 知
，

清川裕明 く同 内科1

70 ． 直腸平滑筋肉腫 の 1 例

0 深原
一 晃 ， 津 田基晴 ，

． 杉木 実

辻本 優 ， 笠 島 学 ． 山本恵 一

く富山医薬大 1 外1

斉藤 直敏 ， 北川正信 く同 病理1

石坂伸太郎 く石坂 病院1

7 1 ． 5 年生存 を得た大腸癌 の卵巣転 移
一

期的切除 の 1

例

0 中野
一 郎 ， 船木芳則 ． 生垣 茂

く和島病院外科1

村上 真也 く能登 総合病院外科1

河原 栄 く金大第 1 病理I

座長 川浦幸光 く済生会石川総合病院外科ン

72 ． 大量下血 に よ り発見さ れ た 小腸 粘膜下脂肪腰 の 1

例

0 長谷 部健 ， 神野正 博 ， 月 岡雄治

松本 尚 ， 黒 坂慶 事， 山口 明夫

三 輪晃
一

， 宮崎逸夫 く金大 2 外1

増永高晴 ， 竹 田康 男 く同 第 2 内科1

73 ． 回腸末端 Y e r s in i a 腸炎の 1 例

0 佐久間寛 ，
磯部次正

， 中 文彦

上 田 博 ， 倉知 固 く辰 口 芳珠記念病院外科1

市原 強 く同 小児科1

今堀恵美子 ． 井田 正博 く同 放射線科ナ

松 原藤継 く同 病埋1

74 ． 腸童積 を伴 っ た 回腸痛 の 1 例

0 斉藤文良
，
黒 田苦隆 ， 佐原博之

福 島 恒 ， 角谷直孝
，
谷屋隆雄

薮下和久 ， 小 西孝司 ， 辻 政彦

会

膚 山県中外椰

三 輪淳男 憫 病勒

寺田 光宏， 中川彦 人 ， 広瀬昭 一

郎

く同 内剛

75 ． 小腸 ■ 大腸悪 性 リ ン パ 腫 5 例 の検 討

0 菅原昇次郎 ， 高松 備 ， 津田宏倍

浅井伴衛
，
道場 昭太郎 ， 木下隆之

滝 田佳夫 く国立金沢病院外糾

渡辺 棋七 郎 洞 病勒

76 ， 回盲部悪 性 リ ン パ 腰 の 1 例

0 野 村英弘 ， 表 和彦 ， 源 利成

黄 承 東 ， 藤岡 央 ． 渡辺美智夫

浅井 透
，

太 田 孝仁 ， 高橋 豊

荻野知 己
，
磨伊正 義 く金大 が ん研外科

座長 小 西 光世 く市立砺 波総合病院外科1

77 ． 特異 な形態 を呈 し た直腸 の m u c in o u s a d e n o c a rc ．

b o m a の 1 例

0 古田和雄 ， 横 山 隆 ， 原 和人

く城 北病院外糾

塩谷昌彦
，
大野健次く同 内科

袖本幸男く同 病矧

7 8 ． 巨大腹 部腰痛 くS 字状結 腸癌 と 巨大子 宮筋腫合

併1 の 1 手術 例

0 岩上 栄 ， 金子 芳夫 ， 吉田千尋

く有松中央病院外科

清川 裕明
， 前川正 知 く同 内科

79 ． R b 直腸痛 に 対 す る重積法の 経験

0 木村成 里 ， 松 山寛彦 ， 津田武嗣

松村光曹 司 ， 天 谷博 一

， 堀内哲也

高橋康 嗣 ， 下松 谷匠， 増田靖彦

谷 川 允彦
， 村 岡隆介 く福井医大2 州

80 ． 裂肛 ． 肛門狭窄症 に 対す る外 科治療の検討

0 飯田 善郎 ， 小 泉博志， 石 田 誠

山村浩然
，

笠 原喜郎 ． 金 定基

三 井 毅， 浅田 康行 ，
黒 田 譲

三 浦将 司， 藤沢 正 清 く福井済生会病院外矧

81 ． 高齢者 に お ける 術後の 検討

平野勝康， 寺中正 昭
，
足立 巌

丸 岡秀範 く城端厚生病院1

82 ． 術後 M R S A 感染 症の 感染経路 の 検討

0 井上 哲也 ，
八 木雅夫 ， 加治正英

仲井培雄 ， 桝谷博孝，
伊与部尊和

岩佐和 典 ， 清水康 一

，
上野桂

一

山 口明夫
， 米村 豊， 泉 良平

三 輪晃 一

，
永川 宅和 ， 宮崎達夫

く金大2 州
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第6 会場 脳 神経外科分 科会

第29 回北 陸脳神経外科集団会

座 長 古林秀則 く福井医化大 学I

l ． h tr a c a v e m o u s a n e u r y s m の 1 手術例

0 宮森正 郎 ， 長谷川 健 ， 南出尚人

山野 清俊 く富山市民病院脳神経外科1

D ol e n c の C O m b in e d a p p r o a c h に よ り cli p p in g を

行っ た in t r a c a v e rn O u S an e u r y S m の 1 例 を報告す る ．

症例こ43 才 ， 女性 ． 左 動眼神経 麻痔 に て発症 ． 血管撮

影に て
，
1t IC － P C ， rt in t r a c a v e m o u s くC ．J お よ び rt

M C A a n e u r y s m s の所見 であ っ た ． まず
，
1t I C －P C に

対し Cli p pi n g を行い 左 動限 神経麻痔 は 消失 し た ． 次

に
，

D ol e n c の a p p r o a c h に よ り in t r a c a v e rn O u S

a n e u r y s m に 対 し clip p in g を行 っ た ． 術後 ， 脳神経麻

痺な どの合 併症 は 全 く 出現 し な か っ た ． D ol e n c の

ap p r o a c h は
，

C a V e rn O u S S in u s s u r g e r y に 際 し て
．
多く

の 長 所 を 有 す る 優 れ た a p p r o a c h で
．

b a s u a r tip

a n e u r Y S m に も 有用 で あ る ． こ れ か ら 益 々 c a v e rn O u S

S in u s s u r g e ry の 重要性 が 増す で あ ろう ．

2 ． めま い
，
難聴 で発 症 した 椎骨動脈癌 の 1 例

0 向井裕彦 ． 木谷 隆
一

く富山労災病 院脳神経 外科1

用神経障害で発症 した 椎骨動脈瘡 を報告 し た ． 症例

は65 歳，
女性 ． 主 訴 は 右聴 力障害

，
め ま い

． 右耳 鳴

り ． 19 9 0 年9 月頃よ り 右聴 力低下 ， 1 1 月30 日 よ り右耳

鳴り ，
V e rti g o が 出現 し た ． 近医で 内服加 療 を 受 け た

が
， 軽快せ ず当科紹介 ． 神経学的所見 で は 左向き の 水

平限振， 平均 60d B の右感音性難聴 を認め た ． C T で

は右小脳橋角 軌 こ径 7 m m の 円形 の i s o d e n sity m a s s

を認め ， 血管撮影 で は 椎骨動 脈の el o n g a ti o n と ， 径

7 m m の動脈 瘡 を右内耳 孔近傍 に 認 めた ． 右後頭 下 関

頭を行 っ た － W ， 用 間 に 動脈痛 が入 り込 み
，
VIl恨 圧 迫

され薄く変形し て い た ． b r o a d n e c k の た め c o a t h g を

行い
， さ らに 動脈癒とYIllの 間に テ フ ロ ン ワ ッ テ を挿 入

した － 術後め ま い
， 耳鳴り は漸次軽快 し消失 ， 難聴は

正常に 回復し た ． 今回 の 症例 は第 岬申経根 へ の 圧 迫が

めま い
， 耳鳴り

， 難聴 の 原 因と なる こ と
，

お よ びそ の

除圧 によ り症状の 改善 が得 られ る こ と を 明ら か に し て

いると思わ れた ．

3 ． 突然死 した椎骨脳底動脈瘡の 1 例

0 白崎直樹 ， 河野寛 一

， 細谷和生

野 口 善之
， 土 田 哲 ， 久保 田紀彦

く福井医科大学脳神経 外科1
6 4歳男性 ， ク モ 旗下 出血後水頭症 の 疑 い で 血管撮影

予 定だ っ た ． 原 因不明 に て 突然死し た ため 剖検 を 行っ

た ． 全身所 見で は
， 左気胸 と 両肺 上 薬 の ブ ラ が み ら

れ
， 中枢神経系 で は

，
左 椎骨動脈 の 解離性動脈瘡 と橋

延髄 背側部 に 対称性 に 広が る脳幹部の 出血性梗塞 がみ

ら れ た ． 脳底動脈系は
， 右椎骨動脈が 閉塞 し てお り

，

左椎骨動脈 と右後交通動脈 か らの み 血流が保た れ て い

た ． ま た出血 性梗塞 を呈 し た部位は
， 脳底動脈穿通枝

の W a t e r S h ed 領域 に 一 致 して い た ． 以上 よ り 二 つ の 可

能性が 示 唆さ れ た ． 1 う 緊張性気胸 に よ り縦隔が 変位

し心 停止 を き た し た ． 脳幹の 病変 は ， 解離性動脈 瘡に

よ り脳底動脈 の 血 流不全の た め著明 だが ， 心停止 後 の

低酸素に よ る 二 次的病変 で あ る ． 2 う 気胸 は蘇生術 に

よ る 医源性 の も の で
， 椎骨動脈膚の 解離が進 み

， 脳底

動脈に 血 流不 全 が起 こ り ，

一 次的 に 迷走神経背側核 を

含む 心停止 を き た した ．

4 ． 多発 性嚢胞腎に 合併 し た小児の破裂性後大脳 動脈

癖の 1 例

0 香城孝麿 ， 伊藤秀樹

く富 山赤十字病院脳神経外科ン

亡症 例コ 1 3 才男性 亡既往歴コ 7 才時多発胞腎を診断さ

れ
， 以 後腎機能 ． 血 圧 の 異常の 指摘 な し ． 亡現痛歴コ突

然の 意識消失 で 救急来院 ． r 来院時 異常所見コ 意識 レ

ベ ル10 0
，

左 勤眼神経麻痺を 認 め
．
C T で ク モ 膜下 出

血 血管撮影 で 左後大脳 動脈瘡の 診断を得 た ． 亡経過コ

入院翌 日 n e c k cli p p in g 循 ，
4 6 日後 V ． P s h u n t 術 を施

行 し ， 左動眼 神経麻痺の み を残 し退院． 亡考察コ 我々 が

渉猟 し得た多褒胞腎の 脳 動脈 癒合併96 例中破裂例 は74

例で
，
M C A

，
V A I B A は領域の 動脈痛が やや 多く

，
発

症の ピ ー ク は40 才台で 若年 発症の 傾 向が み ら れ た ． 高

血圧 ． 腎障害の 頻度は加齢と 共に 高く な る こ と
， 脳動

脈癒合併例の 約80 ％が破裂 し ， 非 手術例の 死 亡 率 が非

常に 高し1 こ と か ら
，
多重胞腎患者 は可 及 的早期の 脳動

脈癌検索に よ る 早 期外科 治 療が 検 討 さ れ る べ き で あ

る ．

座長 石 倉 彰 く国立金沢 病院脳 神経外 剛

5 ． 上 矢状静脈洞血 栓症 の 1 例

0 池田正 人
， 泉 祥子 ， 石 倉 彰

く国 立金 沢 病院脳神経外科1

症 例 は4 2 才男性 で
， 昭和60 年1 2 月 5 日交通 事故 ， 他

院で ， 右視野 欠 乱 C T s c a n で
， 左後頭葉に 異常 を 指

摘され ， 当科紹介さ れ た ．

C T で
，

左後頭葉 に 浮腫 を伴 っ た病変 を認め
，
1 2 月

18 日左後頭 関頭 を施行 し たが
， 明ら か な腫瘍性病変 は

存在 しな か っ た ． 病理 所見は
，

く も膜下腱を 中心 に
，
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著明な慢性活 動性の 炎症細胞浸潤が あ り ， 慢性髄膜炎

と診断され た ．

昭和63 年 右副腎褐色細胞腫 の 診 断で手術 を施行 ■ 退

院後も 頭痛が 持 敵 平 成 3 年 3 月視 野狭窄の 進行 に 気

付 き
， 頭痛 も増強し

， 再 入 臥 C T で は
， 右後頭葉 に 浮

腫を伴う病変 を認め
，
脳室 を圧 排 して い た ． 造影C T

で は ， 上 矢状静脈洞後 に デ ル タ ． サ イ ン を認 め た ． 血

管撮影で
，

上矢状静脈洞後1ノ3 は造影 さ れ ず ，
M R工 で

も 矢状静脈洞血 栓症及 び
，
右後頭頭頂葉の 静脈性梗塞

と診断され た ． 頭痛軽減の た め に
，
V P sh u n t と施行し

頭痛は軽快 した ．

長期に わ たる上 矢状静脈 洞血 栓症 を経験 し た の で 報

告した ．

6 ． 敗血症性海綿静脈洞病変の 3 例

0 吉 田
一 彦 ， 相原謙惜 ， 瀧波賢治

画角文英
，
村 田秀秋 く福 井県立病 院脳神経外 科

し症例 1 コ 53 才女 ． 9 1 年3 月10 日4 0
0

C の発 熱 咽 頭部

痛 ， 頭痛 を認め解熱す る も 3 月28 日 ， 右 眼球突 出
，
球

結膜浮腫， 左眼 瞼下垂
，

と な り 傾眠状態 で 入院 し た －

白血球20
，
0 0 0

，
リ コ

ー ル は混濁 ， 細胞数1 1
，
8 4 2ノ3 ， 培

養で S tr e p t o c o c c u s m ule ri を得 た － P C G と C T R X の

全身及 び A M E の髄腔 内投与 で 改善 し た が
， 性格 変

化 右不全片麻痺 を残し た ， 亡症例 2 コ37 才男 ． 8 1 年1

月 に 抜歯後の 痔痛
，
発熱を認 め る も放置 ． 5 月 8 日 に

右眼 球突出，
球結膜浮腫 ， 傾 眠状態 と な り 入院 t 白血

球19
，
3 0 0

，
リ コ

ー ル は混 濁 ， 細胞数は1 3
，
67 2ノ3 で 第 5

病 日 に 死亡 した ． 症例 1
，

2 は血 管写 で 内頸動脈 C
4部

の 狭窄を認め敗血 症性海綿静脈洞 血栓症 と 診 断 ． 亡症

例 3 コ4 2 才男 ． 副鼻腔炎の 既往 が あ り90 年11 月25 日頭

痛 を認め
，
1 2 月5 日複視 ， 左限 瞼下垂 が 出現 し入 院 ．

白血球1 8
，
0 0 0

，
リ コ

ー ル 混濁， 細胞数764ノ右 以後眼 球

突出が 加わ り ， 第1 3病 日 に 死 亡 ． 剖検で 海綿 静脈 洞膿

瘍 と診断 した ．

座長 土屋 良武く福井県済生会病院さ

7 ． リ ン パ 球性下垂 体炎と 考え ら れ た 1 例

0 藤井登志春，
ノJ l 出謙 一 郎 ， 宇野 英 一

土屋良武 く福井県済生会病院脳神経外科I

妊娠 を契機 に 発症 した リ ン パ 球性下垂 体 炎と 考え ら

れ る 1 例を経験 した ． 症例 は25 才女性 ， 妊娠38 週頃よ

り右後頭部鈍痛が あ り
， 当科を受診 し た ． 初診時神経

学的検査で は
， 不 完全に 両耳側 上1ノ4 盲 を認 め た 一 頭

部単純写で 鞍 背に 軽度の 破壊像 を認 めた ．
C T で は ト

ル コ 鞍か ら鞍 上部 に か け て
， 等吸 収域を 示 す 円形 の腫

癌 を認 め太 ． そ の 後 ． 無事女児 を出産 し
， 当科に 転科

した ． M Rl で は トル コ 鞍 か ら鞍上 部 に 突 出する腫嗜を

認め た ． 腰痛 は T l
，
T 2 強 調画像 共 に 等信 号域であ

り ， 均
一

に 造影さ れ た ． 血 液生化学検 査で は ， 各前葉

ホ ル モ ン は下限 か ら低値 を示 し
，

分泌刺激試験 に対す

る反 応性 も悪 か っ た ．

一

旦 退院 し ， 経過 観察し ていた

と こ ろ ， 分娩後約 4 ケ月後の M RI で 下垂 体部 の腫招

は 消失 した ． ま た
，

抗下 垂体抗体 は弱陽性 ， 抗核抗体

は陽性 を示 した ． 現 在， 外来通院 中で あ るが
， 視野障

害 は消失 し
，

また 下垂体機能 も正 常化 して い る ■

8 ． ゴ ナ ド ト ロ ピ ン 産生下垂 体腺腫の 2 例

0 山野 潤 ， 立 花 修 ， 林 康彦

演 田秀 剛， 山嶋哲盛
， 山下純宏

く金沢大学脳神経外科

ゴ ナ ド ト ロ ピ ン 産生下垂体 腫瘍 は
，
従来考 えられて

い た ほ ど稀で は ない ． 今 臥 ゴ ナ ド ト ロ ピ ン産生下垂

体腺腫 と考 え ら れた 5 例 に つ い て
， 内分泌学的 ， 組織

培養学 軌 免疫組織化学的お よび 電顕的検討を加えて

報 告し た ．

症 例は
，
平 均年齢62 ． 8 歳と他 の 下垂体腺腫に 比 べ高

齢で あ っ た ， 主 訴 は 全例 に お い て視 力 視野障害であ

り
，
腫瘍の 大き さ は 平 均30 ． 8 m m と大 き い もの で あっ

た ．

血 清 内分泌学的検索で は確定診断は 困難で あっ た ．

組織培 養を施行 し た 4 例 す べ てに お い て ゴ ナ ドト ロ ピ

ン の 異常高値 を認 め た ． 免疫組織化学的検索で は全例

で 抗 ゴナ ド ト ロ ピ ン抗体 に 対 し ， 密集 し た陽性腺腰細

胞が 見 られ た ． 電顕的観察 で は ，
1 5 0 － 2 0 0 n m の 分泌顆

粒 を胞体内に 認 め
，

一 部 に は O n c 亡NI y ti c t r a n sf o r m at ．

i o n も見 られ た ．

以 上 よ り本腺腰 の 診断 に は
，
血清 ホ ル モ ン債のみな

ら ず
， 組織培 養， 免疫組織化学的検体 ， 電顔的観察を

施 行し て 多角的に 判 定す る こ とが 重要 と考 えられた 一

9 ． 高体温 で 発症 した視 床下部 g e r mi n o m a の 1 例

0 瀬戸 陽 ，
立花 修 ， 林 康彦

池田 清延
，
山嶋哲盛， 山下純安

く金沢 大学脳神経外剛

鈴木正 行 ， 高島 力 伺 放射線科

21 歳の 男性 ． 8 5 年 7 月 ， 3 8 度 の 弛張 熱 ， 失調性歩

行 ， 両側足址 しび れ 感が 出現 ． 8 7 年 8 月
，
両側下肢の

安静時硬直 と自発痛 ， 筋 力低下 が 出現 ■ 9 1 年 4 月下

旬 ，
頭痛

，
嘔吐が 出現 し傾眠 状態と な り 当科に 入院．

右上 肢 に B a 汀 e 徴候陽性 ． 両下肢の 遠位筋萎縮及び摂

動覚低下 ， 両側膝蓋腱反射完進 ■ C T で 左視床下部に

糞胞性腰痛 を 認め
，
今年 に 入 り基底核部 に 著明に増大
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してい た ．
M RI で 胸椎 に e pid u r al li p o m a t o sis を認め

た ． 6 月 4 日 ， 腫 瘍摘 出 術施 行 ． 迅 速 病 理 診 断 は

g e r mi n o m a で
， 部分摘 出に と どめ た 一 術後放射線療法

は行わ ず c a r b o pl a ti n
，

e t O p O Sid e 併 用化 学療 法 を行 っ

た ． 腫瘍は化学療法後画像上 消 失し てい た ． 高体温で

発症した鞍上 部 g e rm in o m a は今 まで 報告が な い ． 前

視床下部は局所の 温度上 昇 に 伴 い 熱放散 を促 進す る よ

うに働 い て お り ，
こ こ が障害 され 高体温 を呈 した と考

えられる ．

座長 長谷川 健 く富山市民 病院1

10 ． 馬尾症状を呈 し た腰椎椎間板 ヘ ル ニ ア の 1 例

0 田中 信， 飯 田隆 昭
， 梅森 勉

佐々 木 軋 佐藤秀次 く金沢脳 神経外科病持和

腰椎椎間板 ヘ ル ニ アで
，
膀胱 直腸障害 やサ ド ル 型知

覚障害な どの 馬尾症状 を呈 す る頻度 は 少 な く 約 2 ％

で， 早期手術 の絶対的適応と い われ て い る ． 今回 我々

は
， 馬尾症状 を呈 した 中心性腰椎椎間板 ヘ ル ニ ア に 対

して早期手術 を行い
，

良好な結果 を得た 1 例 を経験 し

たので報告し た ． 患 者 は38 歳 男性 ． 転倒 し腰 部 を 強

打
，
腰痛及 び右側に 強い サ ド ル 型知覚障害が 生 じた ．

翌日 に は尿閉も 発現 し
，

そ の 2 日後 ， 当科受診 した ．

神経学的に は
， 下肢筋 力の 低下 はな か っ た が

，
サ ド ル

型知覚障害
， 両側ラ セ ー ク徴候 を認め

，
肛門括 約筋反

射は消失し てい た ． M R工で は L 4ノ5 間 で 硬膜 の う を圧

迫する椎間板脱 出を認 め
，
脊髄造影 ，

ミ ュ ロ 後 C T で

は L 4ノ5 間で 完全閉塞 を 示 し た ． L 4ノ5 間の 中心 性椎

間板ヘ ル ニ アと診 断し緊急手術 を行 い
， 脱 出し た椎間

板を掃出した ． 8 ケ月後の 現在 ， 軽度 の 神経 困性膀胱

を認める の み で ある ．

11 一 胸椎 d u m b b e n t y p e n e u r in o m a
－

C O St Ot r an S V e r S e
，

C t O m y に よ る摘出

0 山本信孝 ， 中村 勉
， 角家 暁

く金沢医科大学脳神経外科ユ

佐藤秀 次
，
佐々 木 尚く金沢脳神経外科病巨利

74 歳男性 ． 約半年 の 経過 で 完全対麻痔 と な っ た ． 第

8 胸椎の脊柱管内か ら左 に 伸展 した d u m b b ell 型腫 瘍

と診断一 画像上大 動脈 内側 ま で 伸展し て い る よ う に 見

られたた め
， C O S t Ot r a n S V e r S e C t O m y を行 っ た ． 腹臥位

とし
， 皮切 は第5 胸椎上 か ら 第12 胸椎上 ま で の 正 中切

開しさら に 第8 肋骨 に 沿 っ た切 開行 う ． 椎弓切 除 を行

い腫瘍を確認後第 8 肋骨 を 肋横関 節 か ら 約1 0 c m
， 続

いて肋骨頭
， 横突起の順 で切 除し

，
肋間動脈 は で き る

だけ椎問孔 か ら離 して 切 除し た ． 腫瘍は 直視下 に な り

全摘出でき た ■ 大動脈 と の 癒着 はな か っ た ． 本法は 椎

体後側面の 広い 術野 が得 られ るが 開胸に な りや す く 肋

間神経が犠牲 に な る ．

1 2 一 著明 な脊椎 管外伸展 を示 す d u m b b e ll 型脊髄神経

鞠腫 の 3 手術例

－

M R l 所見と 手術 ア プ ロ ー チ に つ い て
－

0 長谷 川 健， 南出尚人， 宮森正 郎

山野清俊 く富 山市民病 院脳神経 外科I

高柳申立 く同 中央研究検 査酌

杉野 賓 彬 野脳神経外科病愕和

3 例の d u m b b e u 型脊髄神経斡腫 を報告し た ． 症例

1 ． 1 7 歳男子 ， 左C 2 腫 瘍
，
1 at e r al a p p r o a ch くO J で 全

別 ． 症 例 2 ■ 6 6 歳 女 性 ， 左 C 2 腫 瘍 ， p O S t e ri o r

a p p r o a c h に つ い で s u p r a cl a v i c ul ar a p p r a Ch くC21J で 全

別 ． 症例 3 ． 症例1 に 同 じ
， 右 T h l 腫 瘍

， e で 全易り．

M RI に よ り d u m b b ell 型脊髄腫瘍の 脊椎管外部分の 進

展と 周囲の 解 剖学的状 況 の 正 確 な診 断が 可能 と な っ

た ． こ れ に m ic r o s u r g e r y の適用 が加わ り
， 低侵襲 で 根

治 的 な 外 科治 療 の 範 囲 が 拡 が り つ つ あ る ． u p p e r

C e rv i c al s p in e に 対 す る 0 ．
c e rv ic o － th o r a ci c j u n cti o

－

n al s p in e に 対す るe の 適応 も延 べ た ．

座 長中村 勉 く金沢医科大学I

13 ． 脳幹梗塞と M RI

O 赤池秀 一

， 浜 田秀剛
， 沖 春海

く黒 部市民病院脳神経外科1

脳幹梗塞と 診断 した症例 に 対し て M R l を施行 した ．

1 5 症例中1 1 例で 陽性 所見が み ら れ たが
，

3 例 で M R l

所見が 予 想さ れ た病巣よ 町小さ か っ た り位置的に ず れ

がみ ら れ
，

4 例 で M RI 所見が 陰性で あ っ た ． 発 症 よ

り長 期間経過 し て か ら M R l 撮影 した症例や撮影 時 に

は神経症状 に 軽快の み ら れ た症 例 に こ の よ う な傾 向が

み ら れ
， 時間経過 に よ る 病巣 の 変化が考 えら れ た ． ま

たも う ひ と つ に
，

よ り解像度 の 高 い M R一 掃影 が 必 要

と 考え られ た ． そ の た め に は
， 加算回 数 を増 や し て

SノN 比 を向上 さ せ る こと
， 神経所見よ り ス ライ ド する

範囲を限局 し て 検査時間を延 長さ せ ず に 加算回数 を増

や す こ と
， 病巣と 周囲組織や C S F との 良好な コ ン ト

ラ ス ト を得る た め に 最適 の T R
，
T E を設 定す る こ とが

必要と 考 えら れ た ．

1 4 ． 三 次元 C T く3 D － C TJ の 臨床経験

0 横山雅人
，
加藤 甲 ， 飯塚秀明

角家 暁 く金沢医科大学脳神経外 科

頭蓋底腫瘍 6 イ札 脊椎疾患5 例 に 3 D －C T を行 い
，

その 有用 性 を検討 し た ．
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1 ． 3 D － C T は
， 関心 領域 を決定 す ると ，

ニ れ を い ず

れ の 方 向か らも立 体表示 で き る ．

2 ． 頭蓋底腫瘍 で は頭蓋底の 骨破壊が 立体的 に 把握

で き た ． ま た
，
造影後 に 3 D 表示 を行う こ と に よ っ て

腫瘍と 血 管を描出す る こ とが 可能で
t

ニ れ らの 立 体的

位置関係を知 る こ と が で き ， 手術の 際の 関頭野 の 決定

に 有用 であ る と思 わ れ た －

3 ． 脊椎疾患で は脊椎骨折が 立 体的 に 診断で き た ．

惟弓切 除が 行わ れ た症 例で は脊椎管の 内部の 立体構造

が 観察され ． 脊柱管内の 連続 し た病変 を理 解す るの に

役立 つ と思 われ た ■

4 ． 3 D － C T の 欠点と し ては 表示 に 時間が か か る こ と

と
， 被爆線量が 通常の1 ． 5 倍 とな る こ と が 挙げら れ る 一

座長 岡 伸夫 く富山医科薬科大 判

1 5 ． 小児の a n gi o g r a p h ic al1 y c xI C u lt A V M の 1 例

0 池田宏 明
，
岡 伸夫 ， 桶瀬睦 郎

久保道也 ． 桑山直也 ， 高 久 晃

く富 山医科薬科大学脳神経外 科

小 児の a n gi o g r a p hi c al 1 y o c c u lt A V M の 1 例 を経験

した の で
， 若干 の 考察を加 え報 告し た ．

患児は
，
左不全片麻痔を 主訴 と す る 3 歳 5 ケ 月の 男

児 で
，

C T 上 左 側脳室 に 接 して 石 灰 化を有 す る腰痛 が

存在 し ，
M R I で は

， 同部 に 管腔棟構造の 集合 し た ， ぶ

どうの 房状 の腰痛が認 め ら れ た ． 腰痛 の
一 部 は fl o w

に よ る もの と 思われ る si g n al v oid とな っ て お り 出血

を伴っ てい た ． 血管撮影で は
， 異常血管 は摘出 され な

か っ た ． t r a n s c all o s al に a p p r o a o c h す る と ， 腰痛は
，

右側脳室内に 一 部顔 を出 し
．
表面凹 凸， 暗か っ 色調で

一 部 c y s t を伴 っ て い た ． 腰痛周 囲に 血 腫 を認 め ， 血 腫

を含め腰痛 を全掬 した ． 摘出標本 の 組織学的検索で
，

不規則 に 拡張 し壁の 肥厚し た異常血 管の 集族 と
， 血栓

化が 認め ら れ ， 周囲の 脳実質に は ，
ヘ モ ジ デ リ ン の 析

出が 目立ち これ ら の 所見よ り ，
A D M と診 断され た ．

1 6 ． ク モ 膜下腔 の 拡大 ， 両側硬膜下血腰及び 骨折線の

進行性拡大をみ と め た乳児頭部外傷の 1 例

0 久保道也 ， 西 蔦 美智春 ， 楠瀬睦郎

武田 茂意， 野 村耕章 ， 高久 晃

く富山医科薬科大学脳神経 外科1

症 例は 8 カ 月女児 ， 無気肺く人 工 呼吸 器管理さお よ び

心 室中隔欠損症く根 漸掛 の 既往が あ り ， 不機 嫌 ． 嘔吐

． 食欲低下 を主訴 に 当院小 児科 よ り転科 ． 頭闘拡大 ．

皮下血 腫く左頭頂 師 を認 め たが
， 明 ら か な神経学的異

常 は なく 大泉門膨 隆も な か っ た ． 頭 部単純写 に て左頭

頂部 に 線状骨折く最大間 隙 7 m m l を
，

C T で は両側の

頭蓋 一 脳実質間に 低 吸収域 を認 め
，
脳溝の 拡大を伴っ

て い た ． き ら に M R H プ ロ ト ン画像1 で
，
C T の 低吸収

域 は
，
拡大 し た ク モ 膜下 腔と 高信 号の 硬膜下血歴 とに

容易 に 判別可能 で あ っ た ． 頭 蓋骨 骨折 は進行性に 拡大

し ， 頭 蓋内圧 克進 を認 め た為 ， 大泉門穿刺に よ る排液

を繰 り返 し た ． そ の 結果頭蓋内圧 は正 常化 したが
， 血

性穿刺液が続 い た為 ， 関頭手術 を施行 ■ 術中所見では

明 ら か な 硬膜 損傷は な く
， 白濁 し た被膜 に 被われ た暗

赤色 の 慢性硬膜下 血 腫 で あ っ た ■ 本症例 の 経過を呈示

し ， 骨折泉拡大の 機 序 ． M R工の 有 肝 性 ． 治療上 の問題

点等 を 中心 に 考察 し た ．

1 7 ． 眼 動脈分岐異常 の 1 例

0 川 口健 司
，
木築裕彦 ， 松本晃二

勝 村浩敏 ， 武郎 吉博 ， 徳力康彦

く福井赤十字病院脳神経外科

限 動脈痛が 前大脳動脈 よ り分岐す る 症例 を内頸動脈

癌 の 術 中に 偶 然経験 し た ．

症例 こ38 歳 女性 ．

現 病歴 こ 平成元 年 3 月 右上 肢 の し び れ を自覚 ，
脳血

管撮影 に よ り左中大脳動脈水平部狭 窄 を認 め左浅側頭

動脈 中大脳動脈吻合術施行 した － こ の 時の脳血管撮影

に よ り右 内頸動脈痛 も確認さ れ
，
平成 2 年9 月手術施

行 した ． 術 中， 右眼動脈が 同側の 前大脳動脈A l 部前

面か ら 分岐 し ， 右視 神経上 面 に 沿 っ て右視神経ととも

に 視神経管内 へ 入 っ て い く の が認 め ら れ た ． 術前の脳

血 管撮影 で は左 眼動脈 は内頸動脈 よ り 分岐 ， 右眼動脈

は分岐部不明瞭で あ っ た ．

こ の よ う な症例 は現在 まで に H a s sl e r に よ る 1 例し

か 報告さ れ て お ら ず ，
ま た胎生期 に お い て 限動脈が内

頸動脈よ り 発生す る と い う P a d g e t の 説を否定し ， 眼

動脈 は前大脳動脈よ り発生 す る と い う L a sj a u ni a s ら

の 説 を支持す る貴重 な症例と 考 えら れ た 一

座長 池 田清起 し金沢大 学1

18 ． 両耳側半音を 呈 し た トル コ 鞍部 ク モ 膜襲胞の 1 例

0 高田 久 ， 竹 内文彦
，
伊東正太郎

大橋雅弘 く砺 波総合病院脳神経外剛

症例 は76 歳女性 ， 両耳側半盲の他 は 異常 なし ． 単純

写 で は トル コ 鞍 の b al 0 0 n in g が 見 られ ，
C T で はトル

コ 鞍 内か ら鞍 上部 に か け
，
壁の 石 灰化 を伴う C SF と

等吸 収の 糞胞が み ら れ ， 壁 の 1 郡 が エ ン ハ ン ス され

た ． 脳 槽 C T で は
，
脳 槽と の交通 は な か っ た ■ M R I で

は ト ル コ 鞍内か ら上 部 に か け て髄液 と 等信号の襲胞が

伸 び
，
壁 の 1 部が エ ン ハ ン ス さ れ た ． 関頭術 による手

術所見 で は嚢胞壁 は ダ ー ク グ レ イ で 液体は キサ ントク
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ロ ミ
ー で あ っ た ． 病理 所 見で は ， 襲胞壁 は中皮細胞様

の 細胞か ら な り ， 軽度 の 炎症細胞の 浸潤 と血 管構造も

みられた ． 繊毛上 皮， 杯細胞 は無く ，
サ イ ト ケ ラチ ン

染色，
P A S 染色 は陰性で ト ル コ 鞍 内ク モ 膜 糞胞 と 診

断した ． ト ル コ 鞍 内か ら鞍上 ら か け進展 し視野 障害 を

呈したク モ 膜襲胞 の 報 告は少 な く
， 極め て稀 な症例と

思われ報告した ■

19 ． 神経血管減圧 術40 例 の 検討

0 上 野 恵 ， 小暮祐三 郎 ， 北村佳久

く横浜栄共済病 院脳神経外 科I

早瀬秀男 く千葉徳州会病 院脳神経外 科I

島 利夫 く島脳 神経外科病 院I

lO 年間に 当科に て行 っ た40 例 く三 叉 神経痛 7 例 ， 顔

面痙攣33例Iの神経血管減圧 術 に つ い て 検 討 した ■ 手

術の際は
，

r O Ot e n tr y Z O n e を確実 に 調 べ
， 脳幹と 血 管

との 間に p r o s th e sis を 置く こ と に 留意 し た ． 三 叉 神経

痛の7 例で は良好な成績 が得 ら れ
， 合併症も 認 め られ

なか っ た ． 顔面痙攣 で は
，
8 2 ％の 著効例 を認 め たが

，

6 ％の 2 例 に 再発 を認 め た ． 再発 例 はい ずれ も椎骨動

脈が責任血 管で あ っ た ． 椎骨動脈が 責任血 管の 場合 ，

手術の 適応 と方法を検討 す る必要が あ ると 思わ れ る ．

合併症は顔面痩攣 の33 ％に 認 め られ たが ，
い ずれ も 軽

度であ っ た ． 本手術 は機能的手術で あ り ， 外観上 の 配

慮をした上 で
， 合併症 を き た さ ない よ う に す る こ と が

重要と思 われ る ．

20 ． 難治性 てん か ん の 外科的治療

0 大西寛明 く浅 ノ 川総合病 院脳神経外科I

江守 巧 く間 脳神経 内科I

T h o ru Y am a d a
，
M a rk R o s s

げ イ オ ワ 大学神経 内科I

山下純宏く金 沢 大学脳神経外科I

近年，
Vid e o E E G m o nit o r

，
M RI

，
P E T な どの 発 達に

より
，
難治性て ん か ん の 手術が 米国 を中心 に 広く 行わ

るよう に な っ た ． 今 回 ， アイ オ ワ 大学に お い て 手術 し

たてんか ん患者に つ い て
， その 適応 ， 術 前の 評価な ら

びに成績に つ い て報告 す る ． 症例 の 内訳 は t e m p o r al

l ob e e p n e p s y 6 4 例 ，
e X t r a

－t e m p O r al l ob e e p n e p s y 7

臥 そ の 他 1 例 の 計72 例 で あ っ た ． 1 例 に C O r p u S

C all o s um S e C ti o n を行 っ た以 外 は焦 点切 除術 を施 行 し

た ． 9 例に 合併症 を認 め たが ， 重 篤な 後遺症 を認め た

もの は1 例の み で あ っ た ． T e m p o r al l o b e e p n e p s y は

80 ％以 上 良好 な結 果 を 得 た が
，

e X tr a －t e m p O r al l o b e

瑚 e p s y は有効率 は50 ％程度 に と どま り ， 今 後の 課題

と思われ る ．

第 7 会場 皮 膚 科 分 科 会

日本皮膚科学会北 陸地方会第343 回例会

一 般演題

1 小 児湿疹 ， ア ト ピ ー 性皮膚炎患者の
，

9 0 年月 季節

別受診数 に つ い て

0 吉田 正 美 く武生市I

2 木 ブ デ ソ ニ ド に よ る ア レ ル ギ ー 性皮膚炎の 1 例

0 貝原弘牽 く健保連大阪中央I

3 ホG ri s e o f u l v in に よる 光線過敏 症の 1 例

0 服部邦之 く高岡市民1

4 春優性栄養障害型表皮 水病症 の 1 例

0 鳥 居靖史 ， 今井敏雄 ， 谷 口 滋

く金 沢大1

縄 稀苦 く金沢市I

5 ホ強直性脊椎炎 を伴 っ た 関節症性乾癖 の 1 例

0 森 俊典
，

大島茂人 く厚生連 高岡1

坪 田 聴 く同 整形 外科1

6 ホC o w d e n 病 の 1 例

0 野 村佳 弘，
八 田 尚人 く金沢大I

鈴木文子 ， 小川滋彦 く同 第2 内科I

7 汎発生環状肉芽腫 の 1 例

0 松井 裕 ， 鍛 冶友昭 く富山県立 中央I

8 R u b y L a s e r h p a c t o n P ig m e n t e d G u in e a P i g

S k in ． S e c o n d R e p o rt

O R at n a J u w it a
， 上 田恵 一

く福井 医大1

今村好牽 く同 第 1 病理1

9 重 炭酸 ナ ト リ ウム 添加 リ ドカ イ ン に よ る局所浸潤

麻酔

0 田 過 洋， 米澤郁雄 く福井赤 十字1

10 ホ 真正 皮膚結核一皮膚初感染病巣

0 岳尾 基 一

， 福井米正 く黒部 市民1

1 1 木 マ イ コ プ ラ ズ マ 感染症 の 1 例

0 橋本猛彦 ， 高田 実 く金沢大1

竹谷 長平， 大成美牽 く同 小児科ン

12 串 C P K 高値 を 示 し た虫刺症 の 2 例

0 井本敏弘 ， 武田行 正
， 小 林博人

く金沢 医大1

13 木C r e e p in g d is e a s e の 1 例

0 長井 忠 く富 山市1

赤尾 信明く金沢大寄生虫学1

1 4 ホ h fl a m m a t o r y L in e a r V e r ru C O u S E pid e r m al

N e v u s の 1 例

0 畑 由美子 ，
上 田恵 一

く福井医大1

15 稗 項部に 発 生 した Fib r olip o m a

O 浜 田正 明
，
鐘居昭弘

，
籠浦正 順

斉藤 明宏 く富山医薬大1
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1 6 ホ 足底に 生 じた A c q u i r e d F ib r o k e r a t o m a の 1 例

0 小林博 人 ， 西 尾 賢昭 く金沢 医1

17 再発が み ら れ た ケ ラ ト ア カ ン ト ー マ の 1 例

0 石倉 多美子 く公 立松任石 川中央1

1 8 ホ乳房外 P a g e t 病 の 1 例

0 武 田行正
．
根本公 夫 ， 内林義知

く金沢医大1

19 ホ 丹毒様痛

0 梶渾智恵子 ， 北 川太郎 ， 豊本貴嗣

関 太輔く富山医薬大1

麻生 伸 く同 耳鼻咽 喉科1

20 マ イ ボ ー ム 腺病の 皮膚転 移

0 長堀英 史 ， 宮崎克子 ， 関 太輔

く富 山医薬大1

平 田英樹 く同 眼科1

21 毛包腫瘍の 1 例

0 石黒 和守 ， 高村孝
一

，
八 町祐宏

上 田 恵 一

く福井医大1

今村好牽 く同 第 1 病理1

22 金沢大学皮膚科 に お け る 日光 角化症3 3例 の統計的

観 察

0 今井敏雄 ， 森 俊典 ， 松井 裕

広根孝衝 く金沢大1

第9 会場 耳鼻咽喉科分 科会

日耳 鼻北陸地方部 会連合会第259 回 例会

演題

1 ． 脳幹脳炎の平衡機能検査所見

0 大村明彦 ， 渡辺 行雄 ， 将積 日出夫

浅井正 嗣 ， 大橋直樹 ， 水越鉄理

く富 山医薬大1

2 ． 先天性 咽喉食道奇形症例 の 言語 ケ ア

0 細川多佳子
， 相野 田紀 子

，
山下公 一

く金沢 医大1

3 ． 補聴器の 過度特性測定の 試 み

0 涌井慎哉
，
久保富隆 ， 斎藤 等

く福 井医大1

4 ． 難聴症例の プ ロ モ ン ト リ ー 検査 に つ い て

0 佐藤達宏 ， 木村恭之
， 岡部陽三

古川 匁 く金沢大ン

5 ． 急性低 音障害型感音 難聴 の蛸電 図所見

0 石 川美幸 ， 麻 生 仲 ， 上 田晋介

渡辺 行雄 ， 水越鉄理 く富山医薬大1

6 ． 突発性難聴の 治療成績

一 初 診時聴力 レ ベ ル と予 後 －

0 金 徳均 ， 枝松秀雄 ， 山下公 一

A

三言

く金沢医村

7 ． 鼻内視 鏡 を用 い た 蝶形骨 洞節骨 洞開放術施行経験

0 滝元 徽 伊藤真人 く福井県立病院1

嘉藤秀牽 く福井小児療育セ ンタ ー1

8 ． 副鼻腔小細胞癌の 1 例

0 山崎芳文 ， 大角隆男 ， 豊田 務

く厚生連高柳

河合康守 く砺波和

9 ． d e e p n e c k in f e c ti o n 及 び耳下腺周囲腫瘍の臨床的

観察

0 宮永路子 ， 堀川 勲 ， 渡辺 宏

岡部陽三
， 古川 飽く金沢両

10 ． 診断に 手間取 っ た 耳下腺深 葉 の 粘表皮癌

0 山本健人 ， 茂 野 陽子
， 津田豪太

斎藤 等 く福井医村

11 ． 非反 回 下喉頭神経の 3 症例

0 長山郁生
，
山本 環 ， 石Jり 滋

古川 飽く金沢而

12 ． 喉頭癌 T2 に 対 す る 1 日 2 分割照射の 試み

0 杉本千鶴 ， 田 中信之
， 茂野陽子

真鍋恭弘 ， 津 田豪太
， 斎藤 等

く福井医対

策1 0 会場 放 射線科 ． 核 医学 科分 科会

1 ． R a di oi m m u n o g uid e d s u r g e r y
へ の 応用 に関する可

搬型半導体 くCd T el 検 出装置の 性能評価

0 久慈
一

英 ， 横山邦彦 ， 宮内 勉

秀毛範至
， 桐谷清剛

， 孫 保福

油野 民雄
，
利波紀久， 久田欣

一

く金沢大粉

川村幸 一 くアロ カ鰍

2 ． 骨 巨細胞腫 の骨 ，

67
G a シ ン チ グ ラ フ ィ

ー

0 佐 々木和 ， 滝 鈴佳 ，
滝 淳 一

隅屋 寿，
久慈 一 英 ， 利波紀久

久 田欣 一 く金沢大掛

安竹秀俊 ，
富田 勝郎

，
洞 整州

水上 勇治
，
野 々村昭 孝 く同 病理鮒

3 ． M を用 い た正 常人 及 び放射 線食 道炎 患者に お け

る食道通過状態 の 検討

0 玉村裕保 ， 松 田 昌夫 く浅 ノ川総合病院鮒

森永健市 洞 和

大 口 学
，
興村哲郎 ， 山本 遠

く金沢医大掛

4 ． 肺癌
一

日 二 回照射法 の 経験

0 西嶋博司 ， 高仲 強
，
大家幸子

木船孝
一

， 斎藤 泰雄 ， 高島 力
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く金沢 大放I

5 ．
C D D P くシ ス プラ チ ンI ま た は C B 工にA くカ ル ボ プ

ラ チ ンI ， 温 熱 ，
放射線 の 三 者併用 療法の 治療成績

0 亀井哲也
， 野 村邦紀 ， 森尻 実

中嶋憲修 ， 中嶋愛子 ， 柿下正雄

く富山医薬大放I

6 ． 肝転移 に よ る 下大静脈狭窄 に 対す る金属 st e n t 留

置の 1 例

0 上 田隆之
， 松井 修， 宮山士朗

小 林昭彦
． 秋元 学 ， 荒川 文敬

木船孝 一

， 高島 力 く金沢大放I

鵜浦雅志
，
小林健 一 く同 1 内1

7 ． 術前 T A E が 有 用 で あ っ た 小脳 h e m an gi ob l a st ．

o m a の 1 例

0 野 島浩司， 松井 修 ， 角谷真澄

加村 毅 ， 牧 田伸三
， 川島博子

大衆車子
， 高島 力 く金沢大放I

正 印克夫， 山下純宏 く同 脳外ナ

8 ． 鎖骨下及 び椎骨動脈狭窄 に 対す る P T A 2 例の経

験

0 宮山士 朗 ， 松井 修， 蒲田敏文

荒川文敬 ，
上 田隆 之 ， 牧 田伸三

木村真里
， 高島 力 く金沢大放I

池田 清延
，

長谷 川光 広
， 山下 純宏

く同 脳 外I

9 － C T で腹腔内仮性動脈瘡 を早期 に 診 断し
，
塞栓 術

で 根治し得た 1 例

0 荒川文敬 ， 松井 修
，
角谷 真澄

富 山士朗 ，
小 林昭彦 ， 大久保久子

高島 力く金沢 大放I

米村 豊 く同 2 外1

10 ． 塞栓術 に て救命 し得 た胃癌術後重症 膵炎に よ る腹

腔 内出血 の 1 例

0 加村 毅 ， 松井 修 ． 角谷真澄

蒲田 敏文
， 小 林 健 ， 秋元 宇

野畠浩司
， 高島 力 く金沢大放I

米村 豊 く同 2 外1

11 1 G r a di e n t E c h o に よ る月旨肪定量 化 の 試み

0 岩崎俊 子 ， 木村浩彦
，
松 田 豪

前田正 幸 ， 伊藤 哲
，
林 信成

山本和高， 石井 靖 く福井 医大放I

玉 川洋 一 く福井大工ン
12 ， M R 位相イ メ ー ジ の 立体表示 に よ る 血 管内流速分

布の評価

0 野村邦紀
，

二 谷立介 ， 征矢敏雄

中嶋愛子 ， 森尻 実
， 亀井哲也

瀬戸 光
，
柿下正雄 く富山医薬大放I

1 3 ．

31
P － M R ス ペ ク トロ ス コ ピ ー

に よ る ラ ッ ト脳 放射

線障害の 検討

0 的場宗孝 ， 横田 啓
．
大 口 学

宝 田 陽 ， 利波久雄
，
興村哲郎

山本 遠 く金沢医大放I

14 ．
マ イ ク ロ ウ エ

ー

ブ照射法 に よ る
31
P － M R ス ペ ク ト

ロ ル の 経 時的変化に つ い ての検討

0 横 田 啓 ． 的場宗孝 ，
大口 学

利波久雄， 輿村哲郎 山本 遠

く金沢医大放1

1 5 ． S pi n a l a r a c h n oid c y s t の M RJ

O 木村美里
． 牧 田伸三

． 上 田 隆之

荒川文敬， 小林 健 ， 小林 昭彦

角谷真澄
， 鈴木正行 ． 松井 修

高 島 力 く金沢大放1

16 ． 釘F C Rd l 地 方病 院で の 現況

0 杉原政美 ，
川森康博 膚 山市民病院放1

中村裕行 く同 内I

上 田 隆之
， 野島浩司く金沢大放1

1 7 ． 超 音波 C ol o r D o p pl e r 装置の使用経験

0 三 矢哲英
，
宝 田 陽

，
釘抜康 明

中川哲也一 的場宗孝
， 横 田 啓

興村 哲郎 ， 山本 遠 く金沢医大放I

18 ． A F P 産生 胃癌肝転移の 1 症例

0 野 口 京， 征矢敏雄 ， 中嶋愛子

蔭山昌成 ， 清水正 司 ，
二 谷立介

瀬戸 光
， 柿下正 雄 く富山医薬 大政1

藤村玲子
，
宮林千春く同 3 内I

19 ． 肺 アス ベ ス ト症に 合併 し た肺癌の 1 例

0 大久保久子 ，
上 村良 一

，
小林 健

高仲 強 ， 高島 力く金沢大放う

第11 会場 産科婦人 科分 科会

平成 3 年鹿 北 陸医学会産科婦人 科分科会

会長 中村 彰 旧 本母性保護医協会石川 県支部 尉

1 ． M C T D 合併妊娠 の 1 例

0 谷村 憶 ， 大 口 昭英
， 佐竹紳 一 郎

小嶋康夫 ． 舟本 寛
，
金井浩明

中野 隆
， 南 幹雄 ， 舘野 政也

く富山県立 中央病院産 婦人司剛

混 合 性 結 合 組 織 病 ，
M i x e d c o n n e ctiv e tis s u e

di s e a s e
，
M C T D は19 7 2 年 に S h a r p ら に よ っ て 提 唱さ

れ た比 較的新 し い 疾患群 であ り ， M C T D 自体 の 発 症

頻度 も低 く
，

ま た
， 好発年齢も S L E に 比べ て 高 い こ

と もあ り ， 妊娠合併例の 報告は 少な く
，

その 予後 も 明
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らか で は な い ． 今 回我々 は
，
M C T D 合併妊娠の 経過観

察中 に 妊娠 中毒症 をき た した 1 例 を経験 し たの で 報告

す る ． 患者は27 歳 の 初産婦で
，
平 成 1 年 よ り M C T D

の 診断 に て 内科雇過観察 と な っ て い た ． 平成 2 年 2 月

28 日 を最終月経と して妊娠が 成 立 ． 妊娠36 遇妊娠 中毒

症 の診断に て 入 院と な り ， 妊娠38 遇 5 日 自然陣痛発来

し
， 男 児正 常 分娩 ． 児 は 269 2 g の A F D で A p g a r

S C O r e 9 点 く1 分後1 で あ り
， 外 表奇形 は 認 め な か っ

た ． 分娩後血圧 は正 常化 し
，

尿蛋白は 半年後 に 陰性 と

な っ た ． 妊娠経過中 ，
抗 R N P 抗体の 上 昇は な く ， 症

状 の 憎 悪 は 認 め な か っ た ． こ の 症 例 を 通 し て
，

M C T D と妊 娠に つ い て若干の 考察 を加 えて 報告す る ．

2 ． 死 産後強く 視力障害 を訴 えた 1 症例

0 真野 達夫 ， 細野 泰
，
村戸政夫

千鳥哲也 く富山市民病 院産婦人 科1

死 産直後よ り視力障害 を強 く訴 え た症例 を経験 した

の で報告 した ． 症例は36 歳の 2 経産婦で 前 2 回 の 妊 娠

経 過は正 常で あ っ た ． 今回 の 妊娠経過 で は妊娠30 週 ま

で は 異常 を認 めな か っ たが
， 妊娠32 週 よ り浮腰が 出現

し増悪傾 向を示 した ． 妊娠35 週 6 日 強度 の頭痛 ． 腹部

緊満 ． 少量の性器出血 を認 め入 院し た ． 入院 時重症高

血圧
． 蛋白尿陽性 ． 全身浮腰 を 示 し ， 既 に 胎 児は子 宮

内死 亡 して い た ． 同日死産 に 至 っ た が
， 死産 直後 よ り

強t l 視力障害 を 訴 えた ． 降圧 ． 利尿 の 保 存的 治療 を

行 っ た が
，
死産 7 時間後 多 量嘔 吐 ． 意識 障害 を き た

し
，
全 身けい れ ん と な っ た ． 直 ち に 頭部 C T を施行 し

た と こ ろ
，

上矢状洞 に い わ ゆ る E m pt y t r y a n gl e sig n

お よ び両側後頭葉 に X 線低吸収域 を認め た ． こ れ よ り

後頭葉の 脳静脈梗塞 を伴う 上 矢状洞静脈洞血 栓症と 診

断 した ． 強度の視 力障害 は こ れ が 原 因だ と思 わ れ た ．

3 ． 産後大出血 で搬送 され 止 血 に 困難 を感 じ たが 救命

し得 た 1 例

0 金井浩明 ， 谷 村 悟 ，
大 口 昭英

佐竹紳
一

郎 ，
小嶋康 夫，

舟本 寛

中野 隆，
南 幹雄 ，

舘野政也

く富 山県立 中央病院産婦人 科1

今回 ， 我々 は 分娩後の 大出血 に て 他院よ り搬 送さ れ

止 血 に 困難を感 じ たが
， 全 身麻 酔下 の 手 術 に よ り止

血 ， 又 手術後 DIC
，
M R S A 感染症 を発症 し た が

， 加療

に よ り救命 し得た 1 例 を経験 した の で その 臨床経過を

報 告す る ． 症例 は 1 t G
，
0 － P の 未産婦 で あ り

，
妊娠

40 W ． 4 d ． で あ る平成 3 年 6 月 4 日
，
前期破水 に て 某医

を受診 し，
P G E 2t a b ． に て 陣痛誘発 を 受け ， 翌 6 月 5 日

AM 3 二0 1 ， 右会 陰正 中側切開 ， 吸引分娩 に て 277 0 g ． の

A
ヱ言

健常 男児を娩 出 した ． 分娩後頸管裂傷 ， 膜壁 裂傷の縫

合 を 行 っ た が
， 膜壁 よ り の 出血 が 持続 す る た め

， 同日

A M 5 ニ 5 0 当 院 へ 搬 送 さ れ た ． 前 医 で の 出 血 量は

2 80 0 m l で あ っ た ． A M 6 こ3 5 全身麻酔下 に 膜 壁縫合を

開始 一 組織が 脆く 肥満も 強か っ た た め 手術 は難行し
，

止血 手術 は 3 回 に 及ん だ ． しか し， 出血傾 向が 強くな

り ，
又 弛 緩 出 血 も 出 現 し た た め

，
DI C と 判 断し

g a b e x at e m e sil at e く商品名 こ レ ミ ナ ロ ン1 を投与 し
， 腹

式単純子 宮全摘術 を施行 した ． 術 中出血 量 142 4 m l で

あ っ た ． 術中 ， 術後 レ ミ ナ ロ ン 投与 ， 新鮮血
，

F ．F 鼠

輸血 な どに て DIC は速 や か に 軽快 し た が
， 骨盤 C T

上
，

D工C に よ る と 思わ れ る 後腹膜下 血 腫 が出現した ．

手術後血 腫が 関与 し た と考 え られ る熱発が 1 週間以上

持続 し
，
膣 内細 菌培養 に て M R S A

，
E

． c oli が検出さ れ

た た め F O M ． C M Z 併用 療法 を行 い 下 熱 に 至 っ た ．

又 ， 血腫 は膣 断端 部 を 介 し て 経膣 的 に 自然排出さ れ

た ． 膣細 菌培 養に て M RS A が 持続す る た め
，
A B K を

投与 した が完 全消失に は 至 ら な い ま ま退院 し
， 退 院後

4 週間で 自然消失 した ． 現在 ， 手術後10週 間を経過し

て い る が
，
何 ら異常所見 を認め て い な い ．

4 ． 妊 婦の 子 宮頸部細胞診 に み ら れ た 異型細胞の 検討

0 杉山裕子 ， 中川俊信 く舞鶴共済病院産婦人糾

山城 玄
，
生水真紀夫

， 富松功光

く金大産婦人糾

妊婦 の 子 宮頸部細胞診 に 見 られ た 異型細胞に つ い て

検討 し た ． 対 象は198 9 年 1 月か ら 2 年 間 に 産科外来を

受診 し細胞診 を施行 し た妊婦81 8 人 中 ． 細 胞診で クラ

ス 工工I a 以上 を み と め た19 人 く2 ． 3 3 ％1 で
，
次の結果をえ

た ．

1う 分娩後の 組織診 に て 上 皮内癌 を 2 例 ， 微小浸潤

癌 を 1 例認め た ，

2 ン 妊娠初期に 異型細胞 を み と め た ほ と ん どの例で

妊娠経過と とも に 異型が み ら れ な く な っ た が ， 妊娠初

期 よ り斉基底型 の 異型細胞が み と め ら れ た 3 例は分娩

後核異型 が 強 くな り
，
組織診で は ， 上 皮内癌以 上の病

変 を み と め た ．

3 1 妊 婦 の 細胞 診 は 子 宮頸癌 早期 発 見 に 重要で あ

る ．

5 ． 子 宮 内膜細胞診 で
，
異型 細胞が 認 め られ た原発性

卵管癌 の 1 例

0 杉山裕子 ， 中川俊信 く舞鶴共済病 院産婦人科

山城 玄 ， 生水真紀夫
，
橋本 茂

く金大産婦人柳

原発性卵 管癌 は
， 婦 人 科悪性腫瘍 の 中で もま れな疾患
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であり
，

そ の 早期発見
， 術前診 断は き わ め て 困難と さ

れて い る ． 今 回我々 は 子 宮内腰細胞診 で 異型 細胞 をみ

とめ， 子 宮体癌と して 手術 を し たが
，
左原発性卵管癌

であっ た症例 を経験 した の で報告す る ． 症例 は57 歳主

婦． 不正子 宮出血 を主 訴と し て来院 した ． 腹部細胞 診

に てクラ ス工1
， 内膜 吸引細胞 診 で ク ラ ス m a で あ っ

た ． 子宮内膜組織診 に て 子 宮内膜腺病の 報告 をう け た

ため子 宮体癌と 診断し広汎子 宮全摘術 を施行 した ． 手

術時左 卵管膨大部が1 ． 5 c m 腰 大 して い た ． 術後病理 診

断は左原発卵管癌 で
， 子 宮内膜 に は異 常 は み と め な

かっ た ．

6 ． 長期 m 装着者 に み ら れ た子 宮 肉腰 の 1 例

0 道倉康仁 ， 高橋義 弘， 福岡哲 二

原 田丈典 ， 飯 田和質 く福井県立 病院産婦人 科I

佐川 哲生 く金大産婦人 科1

子宮悪 性腫 瘍の 中で 子 宮肉腰 は比較的稀 な疾患で あ

るが
， 今回我々 は

， 長期間 m D を装着 し てい た 婦人 に

発症した 子宮肉腰 の 症例 を経験 した の で
， 報告す る ．

症例 は46 歳の 3 妊 2 産 の婦人 で
．
3 1 歳時 に18 金製の

m m を挿入 した ま ま放 置し て い た ． 1 9 9 1 年 2 軋 不正

出血を主訴 に 近医を受 診 し内膜組織診 で 子 宮肉腫 を疑

われ
，

3 月 4 日 に 当科 へ 紹介さ れ た ． 内診で は軽度腰

大した子宮と 少量 の血 性帯下 を認め
， 超 音波検査 で 子

宮内腔に m の エ コ
ー

像 を認め た ． 諸 検査 後 ， 3 月

14日 に 準広汎子宮全摘術施行 した ． 腹腔 内に 癒着 は な

く
，
少量の 腹水と柔 ら か い 鷲卵 大の 子 宮 を認 め た ． 附

属器 は正 常で
， 所属リ ン パ 節の 腰張 は な か っ た ．

術 後 病 理 組 織 検 査 で
，

r h a b d o m y o s a r c o m a と

Spi n dle c ell s a r c o m a の 共存す る子 宮肉 腰 で あ る こ と

が確認さ れ た ， C B D C A ＋ M M C ＋ P H P ＋C P M に よ る

化学療法 を2 回実施後 ， 5 月25 日 に 退 院 ， 現 在 U F T

内服に よ る推持療法中で あ る ．

7 一 当教室に お け る外陰癌 の 臨床的検討

0 丹野治郎 ， 吉田勝 彦 ， 高木弘明

高林晴夫
，
桑原惣隆 く金沢医科大産婦人 軸

外陰痛は
，

女性性器 悪 性腫 瘍の 約 1 へ 5 ％ を占め る

比較的稀な疾患で
，

一 般 に 高齢者に 多く
． 本邦 で は60

蔵前半に 発 症の ピ
ー

ク が あ る と さ れ て い る ． 本症 の

85 旬

9 0 ％は扁平 上 皮癌で あ り
， 予後 は再発 率 が高く

，

良好とは言え な い ． 今 臥 我々 は当教室 に お い て19 7 6

年から19 91 年 まで の 期間に 外陰癌 と診断さ れ た症 例 に

つ い て調査検討 した ．

症例は13 例 で
， 年齢 分布 は4 4 歳 か ら92 歳 伴 均69

軌 症状 は腰痛感 8 例 く61 ． 5 ％j が最 も 多く
， 次 い で

疫病 7 例 く5 3 －8 ％ユ， 掻痔感6 例 く46 ．1 ％I ， 潰瘍 6 例

く46 ■ 1 ％j が多 か っ た ． 症状 発現 か ら 診 断ま で の 期間

は
，

1 年以 上 か か っ た例が10例 く69 ％I も認 め られ た ，

合併症は肥満 4 例 く30 ． 7 ％I ， 高血圧 4 例く30 ． 7 ％J ．
糖

尿病 3 例 く23 ％1 ， 梅毒1 例 く7 ． 6 ％1 で あ っ た ． 臨床進

行期分類 は
，

0 期 1 例 く7 ．6 ％1 ，
工期 1 例く7 ． 6 ％I ．

工1

期 5 例 く38 ． 4 ％1 ，
III 期 4 例 く3 0 ． 7 ％L r 鞄 期 1 例

く7 ． 6 ％ン， 工恥 期 1 例く7 ． 6 ％J で あ っ た ． 病 理 組織 所 見

は 扁平上 皮癌10 例 く76 ． 9 ％l ．
P a g e t 病 2 例 く1 5 ％I ，

悪

性異 色腰 1 例 く7 ． 6 ％I で あっ た ． 治療法 は手術療 法単

独3 例 く23 ％1 ， 手術療法 ＋ 化学療法 5 例 く38 ．4 ％I ， 放

射線療法 ＋ 化学療法5 例く38 ． 4 ％フであっ た ． 予 後 は全

体 と し て
，

5 年生存 率45 ． 4 ％で
，

臨床進行期分類別の

5 年生存率 は
，

0 期10 0 ％ ，
工 期10 0 ％ ， H 期80 ％

，
m

期25 ％ ，
押 a 期 0 ％

，
川b 期0 ％と1I 期ま で は生存率が

高く
，
工工I 期以 降に な る と生存率が著明 に低 く な っ てい

る ． ま た
，

リ ン パ 節 転移 の 有無 に よ る 5 年 生存率 で

は
， 転移 く

－

I 群10 0 ％と 高く ， 転移 什I 群25 ％と 低く

な っ て い る ． 全体の 5 年生存率が45 ． 4 ％と低く な っ て

い る の は
， 本症 が高齢者 に 多く

，
I工期以上 で 来院す る

も の が 多い た め と思わ れ る ． 本症 に お い ても ， 早期発

見
，

早期治療 が で きれ ば 生存 率も向上 し てく る と 思 わ

れ る ．

8 ． 卵巣出血 5 例の 臨床的検討

0 田 中政彰 ， 松田春悦， 山崎 洋

く市立敦賀病院革婦人 科

市立敦賀病院産 婦人 科に て見ら れ た卵巣出血 5 例 に

関し て
，
診断と い う 観点 よ り臨床的検討 を試 み た ．

一

般 に
， 卵巣出血 を認め る 患者 は腹痛 に て 来院 す る もの

で あ り ， 他の 急性腹症 と の 鑑別が必 要 で あ る ． その 意

味 で
． 卵巣 出血 の 確診 に 至る た め に は

，

一

つ め に は卵

巣出血 に 特 異的な所見 を把握し証明 す る こ とで あ り
，

ふ た つ め に は 急性腹症 を示 す疾患の 特徴 を知 り検査所

見 に て それ を 否 定す る こ と が肝要 と思 わ れ る ． 診断 に

必 要な ス テ ッ プ を病歴
， 現症 等， 検査等の 3 つ に わ け

て 整理 し ， 診 断に 直結す る 重 要な所見 を取 り上 げ
， 検

討を加 え た ．

9 ． 診断に M Rユ が有用 で あ っ た 産婦人 科症 例

0 富松功光 く辰口 芳珠記念病 院産 婦人 糾

打出喜義 ， 荒木克 己 ， 寺田 督

く金大産婦人 科1

症 例 1 は
，
5 2 歳 ， 不正 出血 で 来院し た ． 子 宮は 手挙

大 に 腰 大 して お り
， 超音波検査

，
C T ス キ ャ ン で は

，

凹 凸不 正 の 病変 が 存 在 し た が 性状 に つ い て は不 明 で
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あ っ た ． M R l で は
， 子 宮壁 に 屈曲蛇 行し た血 管性病変

の存在 が示 唆さ れ た ． 摘出子 宮 は ， 増加 した子 宮筋細

胞間 に 拡張 し増 生 した 太 い 静脈 が
， 多数存 在 し て い

た ． 症例2 は
，
4 5 歳 ， 右乳房の C 領域 に ， 直径 2 c m の

腫癌 を認め た ． 穿刺細胞診に て ク ラ ス 5 で ，
M R工で

，

性状が は っ き り した ． 工期乳癌 に て
， 単純乳房切除術

と腋裔 リ ン パ 節郭清術を施行 し た ． 症 例 3 は
， 妊娠36

遇で発熱 に て 来院し た ． 胎 内感 染疑 い に て
，
抗生物質

を投与した ． 翌 日 に な っ て
，

一 過 性遅 発性 徐脈 を認

め
，

そ の 後 ， 胎盤部 に
一

致 した 圧痛 を認 め ， 胎盤早期

剥離 を疑い
，
M R工を行 っ た が ， 早剥の所 見は得 ら れ な

か っ た ． そ の後も
，

一 過性遅発性徐脈 を 認め た た め
，

胎児切 迫仮死の 診断に て帝王 切開術 を行 っ た ■ 健 康な

男児で あ り
，
胎盤は ， 異常 は な か っ た ．

10 ． 化学療 法を要 した部分胞状奇胎

0 松 山 毅
，

川原領 一

， 瀬戸俊夫

丹後正 紘 ， 長柄
一

夫 ， 岡部三 郎

く国立金沢病院産 婦人 科1

絨毛性疾患の 分類 で は肉眼的 に
一

部の絨毛 の み が嚢

胞化 して い るも の を部分胞状奇胎と い っ て い る が 今回

我々 は興味ある 経過を呈 した 部分胞状奇胎 を経 験し た

の で報告 した ． 患者は43 歳く1
－

0
－ 6 － い で 平成2

年1 月24 日 無月経 を主訴 と し て受診 し た ． 超音波断層

法で胞状奇胎と診断 し m c 施行 ． 病理 組織診 は部分胞

状奇胎で あ っ た ． 1 週 間後再度 m c 施行 ， 外来 に て 経

過 を観 察 し た ． B B T は 不 規 則 で 尿 中 H C G 値 も

501 UノL 陽性が 持続 し た為 4 月 2 日 入 院 し 精査 し た ．

P A G 所見 と血 中 H C G 値の 異常 を除い て 他の
一

検 査 は

正 常で あっ た ， M T X 2 0 m gl 日 X 5 日 間筋 注を 1 ク ー

ル と し て 5 ク ー ル 施行 し た ． 2 ク
ー ル 終 了 後 血 中

H C G 値は 正 常域 に 低下し
，

4 ク
ー ル 終 了 後排 卵 も 回

復 した ． 部分胎状奇胎か ら の 続発変 化は全奇胎 か らの

変化に 比 して ごく稀と 云 わ れ て い る が注意深 い 管理 が

必 要と 思 われ る ．

11 ． 性別判定 に 苦慮し た新生児の 症例

0 高橋義弘 ， 佐川 哲生 ． 道倉康仁

福岡哲 二
， 原 田文典 ． 飯田 和質

く福井県立病 院産 婦人 科1

症 例 は199 0 年8 月19 日 に 出生 した 新生 児 で
，
在胎期

間は41 遇 2 日で
，
出生時体重 は 270 4 g で あ っ た ． 出生

時は
，
外性器よ り 女子 と 判定 し た が

， 生後 第 1 日 に

な っ て大陸唇と 考え られ た部分の 皮下に 小腰 痛が触知

さ れ精巣で は ない か と考 え られ
， 性判定 に 疑問が 生じ

た ， 血液 の染色体検査 で は 4 6 X Y で 男子 と 判 定さ れ

た ． 女性型外性 器 と 考え ら れ た の は
，

二 分陰嚢 ．

尿道

下裂 ． 陰茎発 育不全と 診断さ れ た ． し か し奇形 が高度

で
，
男性型性器 へ の 形成 に 困難が 予 想さ れ たの で

． 男

子 と して 保育す べ き か
， 女子 と して保育 す べ き か届出

の 性 を判定す るう えで 苦慮 した ． 各科専門医の意見を

参考 に
， また 両親 と も協議の う え最終的 に 男子 と判定

し た ．

出生時に お け る軽率 な性誤認 を避 け るた めに は
， 本

例 の よ う な外性 器中間型 の 症例で は診 断をよ ほ ど慎重

に 行わ な け れ ば な ら な い と考 え ら れ た ■

1 2 ． 当科 に お ける 過去 5 年間の 低 出生体重児の 臨床的

検討

0 平林 はや と ． 寺元幸吉 ，
三 輪正彦

生水真紀 夫 ， 打 出書義 く金大産婦人糾

昭和61 年 よ り平成 2 年 まで の 5 年間 に 当科が扱っ た

出生体 重 250 0 g 以 下の 低出生体 重児計102 例 を対象に

臨床的分析 ． 検討を 行っ た ． 計10 2 例 を 出生体重別 に

み る と
，
2 0 0 0 g 以 上 の 者 が 約2ノ3 を ．

1 5 00 g 以 上

20 0 0 g 未満の 者が 約1ノ4 を占め た が
， 昭和56 年より同

60 年 ま で の 5 年間 に お い て も 同様 の傾 向が認 められて

い た ． ま た ，
S F D が約40 ％，

A F D が 約60 ％であり
，

前者 が後者 を上 回 っ たの は
，

出生 体重 で は 100 0 g 未

満 ， 在胎過数 で は39 過以上 の ク ラ ス の み で あ っ た ． 死

亡 退 院例 が 6 例 み ら れ たが
， 分娩様式別の 死亡 率

，
出

生体 重 100 0 g 以 上 の 者の 出生体重 ク ラ ス 別の 死 亡率

に は い ず れ も 有意差 が認 め ら れ な か っ た ． 生存退院例

96 例 を対象 に 後遺症 の 有 無に つ い て電話調査を行っ た

と こ ろ ，
2ノ3 の6 4 例よ り 回 答が得 ら れ た ． 脳性小 児麻

痔疑 い 1 例 と分娩時出血 シ ョ ッ ク に よ る 精神発達遅延

1 例が あ っ たが ， 両者共出生 体重， 在胎週 数 分娩様

式 に 起 因す る と は考 え られ なか っ た ．

1 3 ． 超音波断層法に よ り 出生前 に 診断さ れ た胎児卵巣

嚢腰 茎捻転症例

0 生 水真紀夫 ， 平林 は や と
，

三輪正彦

打出書義， 赤祖 父
一 知

，
西 田悦郎

く金大産 婦人糾

大村健 二 く同 第1 外相

子 宮 内で茎捻転 を来 し た胎児卵巣真贋の 症例を経験

し た の で
，

そ の 超音波所見な ど を中心 に 報告した 一

母親 は25 歳
，
1 妊0 産婦人 で ある ． 家族歴 ．既往歴に特

記す べ き こ と は な い ．続発性不 妊症 の た め 当院外来通

院 し
，
Cl o m i p h e n e 服用 に よ り

，
1 9 90 年 9 月30 日を最終

月経と して 妊娠 した ．

妊娠31 週 4 日の 妊 婦検診の 際， 超音 波検査で胎児左
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側腹部に 径 41 X 3 8 X 3 8 m m の 褒腫 を認 め た 一 重腫 の

局在，
消化器系お よ び泌尿器 系 に 異常 を認め な い こ と

などから卵巣褒歴 と診 断 した t 5 日後 の 超音 波検査

で
，
襲腰 の 腫大 く52 x 4 8 x 4 8 m 叫 お よ び 袋腫 内部 エ

コ
ー の 出現 を認 め た こ とか ら卵巣糞腰 茎捻転 を疑わ れ

た ． その 後 ， 超音波像 は約 2 週間の 経過 で f e w s e pt a
，

m ultipl e s e p t a
，
fl uid －d e b ri s l e v el

，
r e t r a C t in g cl ot へ と

順に変化 した ． 捻 転後
，

N S T ． 胎動 等に 明ら か な変化

を認めなか っ たが
，
有痛性の 子 宮収縮 が あり

， 塩酸 リ

トドリン 持続点滴静注 を行 っ た ． 妊娠3 6過 1 日 に 自然

陣痛が発来し ，
2 61 0 g ， ア プ ガ ー ス コ ア1 0 点 の 女 児 を

経腱分娩 した ．

分娩直後の 超音波検査 で 64 X 6 2 x 5 8 m m の 糞腫 を

左下腹部に 認め た ． 全身状態 は良好 であ っ たが
， 晴乳

量が少なか っ た ． 生後10 日 に 全 身麻酔下 に 右付属器切

除術を実施 し た ． 右卵 巣に 内容量 約 1 00 m l の 暗黄色壊

死性の 卵巣嚢腰 が あ り
， 右卵管 と とも に 約3 60 度捻 転

して い た ． 術後の 開腹 は 良好 で あ っ た ． 直後 よ り哺乳

量が増加 し
， 体重増加 量も著明 に 回 復 し た ． 術後1 1 日

目に 元気に 退 院 した ．

卵巣裏腫茎捻転 は通常緊急手術が施 され る た め
， そ

の超音波像 の 変化 を経 目 的 に 観 察 す る 機 会 は 稀 で あ

る ， 本症例 では ， 茎捻転後超音波像が 経目 的 に 変化す

るのを確認 した ． 超音波検査 法 は
， 胎児卵巣 嚢腰 の 茎

捻転の 診断に 極め て 有用 で ある と 考 え られ た ．

第12 会場 麻 酔 科 分 科 会

第49 回 日本麻酔学会北陸地 方会

会長 村上 誠 一 金沢大学麻酔 科蘇生 科
一 線演題

座長 杉浦良啓 福井医科大学

1 ． S le e p a p n e a s y n d r o m e の 麻酔経験

0 斉藤 緑
，

山崎光章 ， 藤村純子

永川 保 ， 清水裕 一 郎 く富山医薬大麻酔 糾

2 ． 強直性脊椎炎の 股関節全置換術 に 対 す る麻酔経験

0 保木利文 ， 佃島 淳 ， 田辺 毅

青野 允 ， 森 秀 麿 く金医大麻酔科1

3 ， 喀血
，
血尿か ら発 症 し

， 急性の 呼吸 不 全 ， 腎不 全

に陥 っ た 1 症例

0 門田伸也 ， 佐伯善機
， 長瀬典 子

宮腰英和 く厚生連高 岡病院麻酔 科

4 ． 寒冷凝集素症 患者 の 麻酔経験

0 長 谷川 公 一

， 安田善 一

， 柳本政 浩

中嶋 一

雄 ， 原田 純 ， 後 藤草生

く福井医大麻酔科1

中野 顕 く同 第 1 内科I

5 ． 重症筋無力症 に 対す る セ ボ フ ル レ ン と ベ ク ロ ニ ウ

ム の 使周 経験

0 谷口 功 ， 新田俊 一

， 山本 健

小 林 勉 ， 村上 誠 一 く金大麻酔科蘇生 糾

6 ． 褐色細胞腫 を合併 した 緊急帝王切 開術の 麻 酔経験

0 新江 聡 ， 坂井美賀子 ， 鈴木 久人

高倉 康， 藤林哲男， 原 田 純

後藤草生 く福 井医大麻酔科ン

座長 熊 谷健 二 金沢医科大学

7 ． 麻酔中冠動脈ス パ ズ ム を生 じた 1 症例

0 元 塚雅也， 山田秀治
，
杉本祐司

我書屋徹 ， 喜多正樹
，
松本 豊

浜谷和雄 く石 川県立中央病 院麻酔 科I

8 ． 麻酔覚醒期に S T 上 昇と Sh o 托 n 川 を きた し た 1

例

0 竹端恵子 ， 樋 口昭子
， 神谷和男

窪 秀之 く富山県立中央病 院麻酔 科

9 ． 脊髄損傷後 の 不 随意の攣縮 を伴 っ た大腿 内転筋癌

性麻樺 に 対 し て フ ェ ノ ー ル 水 に よ る 閉鎖 神経 ブ

ロ ッ ク が奏 功し た1 例

0 森
一

朗， 遠山 一 書 く高岡市民病院麻酔 科

1 0 ． 肋間神経 ブ ロ ッ ク に よ る肺癌患者の 術後鎮 痛

0 西村和浩 ， 坪川恒久， 坪 川雅子

石 田 浩
， 野村俊之

，
上 田隆夫

く福井県立病院麻酔科1

11 ． 硬膜外麻酔 に よ る術 後鎮痛の 試行経験

0 片岡久範 ， 野 竹埋洋 く宮山労災病院麻酔科I

12 ． 神経 ブ ロ ッ ク に よ る胸郭出口 症 候群の 治療経験

0 杉浦 良敬
， 杉本 むつ み

， 溝上 真樹

川上 清文
， 高橋光太郎 ， 後藤草生

く福井医大麻 酔科I

座長 増田 明 富山医科薬科大学

13 ． シ ェ ア
ー フ ェ

ー

ザ
思

を用 い た持続外側足 背皮 神経

ブ ロ ッ ク の 1 例

0 松 田富雄
，
金丸聡 人

，
大 桑 正 名

門田 和気く金医大麻 酔科j

14 ． 帯状胞 診痛 に対 する 簡易 型持続注入 ポ ン プの 使用

経験

0 成瀬隆倫 ． 松本欣 久， 浜 田富美男

中西 拓郎 く富山市民 病院麻 酔科1

渋谷伸子 く富山医薬大手術部1

1 5 ． 交感 ． 体性神経 ブ ロ
ッ ク併用 例 に つ い て

0 本城 繁 く杏林大字麻酔科1

1 6 ． 末梢性顔面 神経麻痺 の M Rl に つ し1 て

0 佐 伯善機 ， 宮腰英和 ， 長瀬典子

門田 伸也 く厚生連高岡病 院麻酔科ナ



1 03 8

1 7 ． 富 山医科薬科大学附属病院総合情 報シ ス テ ム と手

術部運用 コ ン ピ ュ
ー

タ シ ス テム の 紹介

0 中丸勝人
，
奥野 政

一

， 高道 昭 一

渋谷伸子 ， 佐藤根敏彦 ， 伊藤祐輔

く富山医薬大 手術部I

久世照五 く同 麻酔 科1

1 8 ．
N B 用 イ ン トロ ジ ュ

ー サ ー 付 エ ラ ス タ
ー 穿刺針の

紹 介

0 浜田富美男
，
松本欣 久， 成瀬 隆倫

中西拓郎 く富 山市民病院麻酔 科

座長 片岡久範 富 山労災病院

1 9 ． D 型乳 酸代謝酵 素の 検 討 こ ラ ッ ト 肝 に お け る

D －2 － h yd r o x y a cid d e h yd r o g e n a s e 洒性

0 岩城久美 ，
久世 照五

， 伊藤 祐輔

く富山医薬大麻酔 科

宮原籠郎 ，
狐塚 寛

く富山医薬大薬学 臨床分析学講 劇

20 ． イ ヌ 摘出心 室筋の 収縮力 な ら び に 膜電位 に 及ぼ す

プ ビ バ カ イ ン の 影響

0 渋谷伸子 く宮山医薬大手術 恥

畠山 登 ， 山崎光章， 伊藤 祐輔

く富 山医薬大麻酔科ナ

21 ． 鼓室形成術 と利尿 第工工報

一 耳針穴 は利尿に 関与 し て い る か 7 －

早稲田 祐子
，
新田俊 一

， 紫藤明美

山本 健 ， 小林 勉 ， 村上 誠 一

く金大麻酔科蘇生科う

岸槌進次郎く国立 金沢病院麻酔科1

22 ． ラ リ ン ゲ ア ル マ ス ク の評価

一 気管内吸引に つ い て の 検討 一

山田 圭輔 ， 山本 健 ，
野 村良明

小 林 勉 ， 村上 誠 一

く金大麻酔科蘇生 糾

23 ． I C U に お け る M a s k C P A P の 効用

松本欣久
，
浜 田富美男 ， 成瀬隆倫

中西拓郎 く富山市民病院麻酔 科

第13 会場 小 児 科 分 科会

第236 回 日本小児科学会北陸地方会

座 長 森尻悠 一 郎 く富山県立 中央病院 小 児科1

1 ． 特発性 血小板減少性紫斑 病 と メ チ ル プ レ ド ニ ゾロ

ン 大量 療法

0 林 恵三
，

畑 崎書芳
，
大井 仁

森尻悠 一 郎 く富 山県立 中央病院小児 紬

2 ．
プ レ ド ニ ゾ ロ ン隔 日大量 法が 奏功し た ， 全身型重

症筋無力症の 1 例

0 新井 田要 ， 岡部 敬， 北野 尚史

会

三 浦正 義郎 く宮山市民病 院小児科

3 ． 進行性骨化性筋炎の 1 例

0 丸岡達也
，

渋谷 憶 ， 徳田成美

山田 燦
，
高橋弘昭 ， 四家正

一

郎

く金沢 医大小児科

川 上 重彦 ， 塚 田 貞夫 く同 形成外科

4 ． 再燃 を認 め た新 生児 ヘ ル ペ ス 感染症 の 1 例

0 畑 郁 江， 安 嶋美紀
， 藤井靖史

栗山政 憲，
木川 芳春

，
重松陽介

小西行郎 ， 須藤正 克 く福井医大小 児科

座長 市田 蕗子 く富山医薬大小児 科

5 ． 肺動脈絞拒術後工I 期 的に ジ ャ テ ン 手術 を行 っ た完

全大血管 転位症 の 1 治験例

0 村 上 晃，
大 中正光

，
大橋博和

堤 泰央，
藤井 奨 ， 阿部吉仲

田 中 孝 く福井循環器 病院外科

神谷康 隆く同 小児科

く指 定討論三削 富山医科薬科大学 小児 科 村上 新

6 ． V S D 根治術後12 年 を経 て発症 し た 感染症心内膜

炎の 1 例

0 谷口 昌史
，
西尾 夏人 ， 上野康尚

堀 田 成紀， 久保 実 ， 大木徹郎

く石 川県立 中央病院小児内剛

く指 定討論 都 金沢大学 小児科 大野 商史

7 ． 種 皮 的 大 動脈 弁 形成 術 くP T A Vl を 施 行 し た

cri ti c al A S の 2 例

0 津幡 眞 一

， 橋本郁 夫， 宮崎あゆみ

市田蕗子 ， 岡田敏夫 く富山医薬大小児柳

高橋長裕 ， 越後茂行 ， 神谷哲郎

個 立 循環器病 セ ン タ
ー 小児科

木村晃 二 く同 放射線糾

く指定討論 都 福井循環器病院ノJ l 児科 神谷康隆

8 ． 左心 低形成症候群の 治療経験

一 術前管理 の 間寒点に つ い て の 検討－

0 村上 新 ， 森田 弘之 ， 阿部吉仲

山本雅 已 杉本 実 ， 高野 徹

山本恵 一 膚 山医薬大第 1 外科

市田 蕗子 ， 宮崎 あ ゆ み
， 津幡眞 一

橋本郁夫
，
岡田 敏夫 洞 小児科

関 雅博 く石 川 県立 中央胸部心 臓血 管外相

瀾 定討論 都 福 井循環器 病院外科 大中正光

座長 上 野 桂 一

く金沢大学 第2 外科

9 ． ポ ッ タ
ー

症 候群 の 1 例

0 金 井英子 ， 嶋大 二郎 く砺 波総合病院小児科

安念有声 洞 痛風

10 ． 非典型的腹痛発作 を主 訴と した下 大動脈後尿管の
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1 例

0 越 田理 恵
，
丸山博 昭 ，

奥田則彦

く国立金 沢病院小児科ン

村 山和 夫 く同 泌尿器科ン

11 ． 小児腹部外傷症例 の 検討

0 宮本正 俊 ， 南部 澄 く富山市民病院小児外科1

12 ． 小児腸重横症手術例の 検討

0 永島清和
，
岡田健 志

，
和田 真也

大浜和 憲， 浅野 周二 く石川 県立 中央病院小児外科1

く指定討論者1 金沢大学ノJ l 児科 太 田和秀

座長 平谷美智夫 く福井県小 児療育 セ ン タ
ー 小児 糾

13 ． 心 身症と し て 外来 フ ォ ロ
ー 中に

，
ケ ン ト性 昏睡 に

て発症 したイ ン ス リ ン 依存型糖 尿病 の 1 例

0 田中靖彦 ， 中村凱 次， 林 修平

田中立 歩
．

田 里 寛， 前田真治

く福井赤十字病院小児科I

村山和夫 く同 泌尿器科I

14 ． 登校拒否児の 入 院治療

0 梶原荘平 ， 西 川二 郎 ， 本 家 一 也

上 野 良樹 ， 石 川克 己 く国立 療養所医王病 院1

15 ． L ．D ．くLe a rn in g di s a biliti e s
ニ 学 習 障害いこ関す

る研究

第三報 二 W I S C 知能検査 に よ る発達障害児の 分

類と L D の 位置づ け

0 平谷美智夫 く福井 県小児療育セ ン タ
ー 小児科ン

坪田常 子 く同 0 ．T ．1

小 沢朋子く同 心 理J

福原 満 く同 S ，T ．1

棟居俊 男 く同 精神 科I

前 田英隆 ， 高野 幸嗣

く福井県特殊 教育 セ ン タ
ー 1

鹿部和夫 く鯖江市あす な ろ保育 園さ

三 橋美典 く福 井大教育学部1

座長 横井 透 く金沢 大学小 児 科I

16 ． C P K 異 常高値 を呈 し た先天性筋 ジ ス ト ロ フ ィ ー

の 1 例

－

ジス ロ フ ィ ン染 色に よ る検討－

0 金兼千春 ， 加藤公 孝 ， 高橋 勉

片山啓太 ， 樋 口 晃 ， 京谷 征三

く国立 療養所宮山病院I

滝沢 昇
，

田 丸陽
一

， 関 秀俊

く金大小 児科1

松原 四郎 く同 神経内科1

17 － 1 歳3 ケ月 以 後 に Ch e r ry
－ r e d s p ot を 認 め た

T a y
－ S a c h s 病 の 1 例

坂後恒 久
， 平 谷美智夫

く福井県小 児療育セ ン タ ー

小 児科1

大野 一 郎 ， 福井徹哉 ． 野坂和彦

生 田敬走
， 福原君 栄 ， 春木伸

一

く福井県立病院小児科1

18 ． P e n a －S h ok ei r 症候群の 兄妹例

0 丸山明夫
，

嶋尾 智
，
岡田 敏夫

く富山医薬大小児科1

二 谷 武く厚生連糸魚川病院小児科1

今村 博明 く厚生連高岡病院小児科I

1 9 ． M RI に て錘体格 に 変性所見を 認 め た A d r e n ole u
－

k c d y s t r o ph y の 1 例

0 丹生龍太郎 ，
太 田邦雄， 寺尾 岳

関 秀俊 ．
谷口 昂 く金大小児科1

第14 会場 リ ハ ビリテ
ー シ ョ ン医 学分科会

第25 回 北 陸リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医学集談会

一

般 演題

座長 鈴木重忠

1 ． L a r s e n 症候群 の 早 期言語指導例

0 和泉慶子 く愛育児童病 院J

相野田 紀子 ， 細川多佳 子
，
高 田充彦

く金沢医科大病 院1

2 ． 左 被殻出血 に よ る皮質下失語

0 堂 ケ 崎裕 美く能登 総合病院I

相野 田 紀子 く金沢医科大病院1

3 ． O bj e c t m e an in g a m m e si a と思わ れ る対象の 意味

に つ い て の 記憶障害 を示 し た 1 例

0 砂 川伸行 ， 早Jll 忍 く高志リ ハ 病院ナ

4 ． 重度麻痺性構音障害患者の 会話の 分析

一

間き 手 く経験年数1 に よる 差に つ い て一

0 斉藤裕子 く福井医療技術 専門1

勝木 準， 花山耕三 くリ ハ 加賀八 幡温泉病院1

5 ． 実験的知覚障害に お ける パ ラ ト グラ ム の 解析

0 森川豊子 ， 勝木 準
，
小野 桂子

吉 田 泉 ， 竹内 満
，
中新敏彦

花山耕三
， 山口 昌夫 くリ ハ 加賀八 幡温泉病院1

勝木道夫 く声域病院1

座 長 伊藤秀樹

6 ． 失読失書の 1 例

0 上 島 睦
，
沖 春海 く黒 部市民病院1

能登谷晶子 ， 鈴木重 忠 く金沢 大学病院ン

7 ． 失語症 に お け る 意味知覚の 処理機構 に つ い て

一神経 言語学 的検討－

0 中野 徹く塚本病院1

亀井 尚く札幌医療福祉専門1

8 ． A L S 患者の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ． ケ ア
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0 稲村 恵， 中澤久夫 ， 松山由香里

山口 ま ゆ み
， 伊藤 清吾 く福井総合病院1

9 ． 脳内出血 に よ り失語症 と多彩 な高次運動障害 を呈

した 1 例

0 中澤久夫
，
藤波英司 ， 稲村 恵

伊 藤清苦 く福井総合病 院I

lO ． 長期意識障害後に 著明 な改善 を 示 し た脳損傷患者

の 1 例

0 笠 森秀
一

， 斉 藤秀之
， 藤井博之

く藤井脳神経外科病院I

松田 勇
，
洲崎俊男 く金沢大学医療短 大う

11 ． 脳血管障害片麻痺例の 転倒

0 塩井美紀 ， 中村佳 代， 松井佳子

赤尾健 志 ， 小 谷亜 由巳 ， 舘美智子

押田 直子 ， 伊藤 秀樹 膚 山赤十字病院I

座長 島 田政則

1 2 ． 下肢 エ ル ゴ メ ー タ ー に お け る r 訂 n p 負荷 の 検討

0 清水雪夫
，
番谷 厳 ， 番 谷 由美子

坂本千鶴 く社保高岡病院1

13 ． 糖 尿病運動療法に お け る A T く嫌気性代 謝閥値I

O 平 野 治和 ， 大門 和． 樽谷和宏

畑 直美 ， 石 塚義治 ， 小不動勇

く光陽 生協病院1

14 ． 乳房切 断術後 に 発生 した 上 肢浮腰 に 対す る 理 学療

法の 経験

0 佐野 正 和 ，
三 秋泰 一

， 前 田真
一

須釜 聡 ， 岸 谷 都 く金沢大学病院1

染谷富士 子 ， 立野 勝彦 く金沢大学医短1

15 ． 健康成人 に お け る ト レ ー ニ ン グ効果
t

一 最大酸素摂取量 及び乳 酸測定の 結果 か ら－

0 藤本 昭， 木村千鶴子
，
山口 ま ゆ み

山口 伸
一

， 松井 一

人
，

石 畝昌子

三澤利博 ， 島田政則 く福井総合病院1

堀 秀昭 ， 髪元 朋史 ， 斉藤幸江

く福井医療技術専門ナ

1 6 ． R E 且A M A T E くR X －2 0 01 を用 い た足関節 の 筋 力評

価

0 埴亜 紀夫 ， 桑野 寛之 仲 村病院1

佐々 木伸
一

， 嶋 田誠
一

郎 く福井医科大病院ン

17 ． 当院に お け る腰板損傷 に 対す る 術後成績 に つ い て

0 織平秀 一

， 加藤 真佐美， 中居 恵

津田 則子 ， 大西仁美， 松本晴彦

く金沢聖 霊 病院外科I

18 ． 腫瘍 に よ る 左膝伸筋広範囲切除後の 1 症例

0 栗 山恵 美
，
大谷 源造

，
石 渡和美

谷内山清香
，
jlt畑義光 ， 埴生知則

ム

ニこて

く恵寿総合病院I

演出茂治 く金沢 大学医療短対

座 長 花 山耕 三

1 9 ． A L D 向上 を 目指 した グ ル ー プ の 試み

0 千田 茂t 安田 秀
一

， 谷美津江

吉田 栄子 ， 進藤 浩美， 埴生知則

く恵寿総合病勒

20 ． 重度の 身体 ． 精神機能低下者の 家族指導

0 安 田秀 一

， 千 田 茂
， 谷美津江

吉 田栄子 ， 進藤浩美 ， 埴生知則

く恵寿総合病院I

21 ． 家屋 調 整に 関 す る作 業療法士 の 役割

一脳 卒中片麻痔 患者宅 ． 新築 工 事 を経験して
－

0 寺田佳世 ，
田 中昌代 ， 建部明代

酒井広勝 ， 土 場 好美
， 杉浦良道

山口 昌夫 川 ハ 加賀八 幡温泉病馳

勝木道夫 く声域病矧

荒井利春 く金沢 美術工芸対

22 ． 家庭復帰 困難 な入 院 リ ハ ビ リ テ
ー

シ ョ ン患者の退

院前家庭訪問指導

0 宮坂高 史
，
炭谷 秀子

，
坪田静子

三 ツ 井武生
，
北尾 武 ， 小澤眞二

く国療北潟病院1

第1 5 会場 形成 外科分 科会

第38 回 日本形成外科学会中部支部北陸地方会

1 ．
マ イ ク ロ コ ン ピ ュ

ー タ ー

を利用 した 患者管理

0 池 田和 隆 く能登 総合形劇

安 田幸雄 く金沢医大形動

2 ． 当科 に お け る Ti s s u e e x p a n d e r 使用 症例 の検討

0 林 洋司，
野 田博 司 く浅 ノ川総合形動

3 ． ウ ィ ル ス 感染 を合併 し た乳児重 症熱傷例

0 赤羽 紀子
，

上 茂 く富山県中形動

島津保生 く金沢医大形動

4 ． 錘体外路性不 髄運動 を伴 っ た 重 症熱傷例

0 島津保生 ， 中林仲之
，
安田幸雄

塚 田貞夫 く金沢医大形動

5 ． リ ン パ 節外性悪 性 リ ン パ 腰の 2 例

0 山口 博 ， 長谷 田 泰男 く厚生連高岡形成J

6 ． h t r a n e u r a lip o m a の 2 例

0 町野 重日乱 太 田真人
，

L山本iE樹

く石川県中形成1

小島正 嗣く金沢翻

7 ． 皮膚混 合腫瘍1 1例 の 検討

0 岩脇理 阻 置塩長政 く富山市民形跡

8 ． 腱鞘由来巨細胞腰例の検討
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0 平敷貴也 ， 桜井伴子 ， 塚 田貞夫

く金沢医大形成1

9 ． 偽性正 中裂例

0 原 陽 一 郎 ， 桜井伴子
，
谷 口 和佳枝

川上 重彦 ， 塚田貞夫 く金沢 医大形成ン

10 ． 第工 号第工1 鯉 弓症候群 に 対 する 顎 移動術 の 検討

0 谷 口和佳枝 ， 川上 重彦， 塚田 貞夫

く金沢 医大形成1

11 ． 当科で み ら れ た先天 性頸療例の 検討

0 亀井康 二
． 井手 裕 く砺 波総合形成1

12 ． 難治性潰瘍と し て長期間加療を 受け て い た 皮膚療

の 治療経験

0 長石 京子 ， 平本道 昭， 西端和哉

大井克之 く大阪府済生会中津形成1

13 ． オ ー トバ イ 事放 に よ る 舟状骨骨折例

0 太田 真人
，
町野重 昭， 山本正 樹

く石 川県中形成J

14 ， 稀な M P 関節 ロ ッ キ ン グ症例

0 北 山吉明 く金沢市I

15 ． 過去1 年間の 手外傷例 の 検討

0 岡田 忠彦
， 荒井正 雄 く福井 県立形成1

16 ． 最近3 年間に お け る切 断指例の 受 傷機転調査

0 川 中隆雄 ， 石 倉直敬
，
吉川秀昭

上 野輝 夫， 塚 田貞夫 く金沢医大形成I

第16 会場 泌 尿 器 科分 科会

第353 回 日本泌 尿器科学会北陸地 方会

症例報告

座長 亀田 健 一 く小 松市民I

l ． ハ イパ ー

サ ー ミア が 有効で あ っ た後腹膜腱悪 性線

推性組織球腫の 1 例

0 森下 裕志
， 内藤克輔 ， 久住治男

く金大ン

長野賢 一

く公 立 松任石川中央1

宮城徹 三 郎 く石 川 県立 中央ン

2 ■ 石灰 化を伴 っ た単純性 腎襲胞の 1 例

0 新 田政博， 小泉久志 く黒 部市民J

3 ． 石灰 化を伴 っ た単純性 腎嚢胞の 1 例

0 里 見定信
， 藤内靖 書 ， 永川 修

岩崎雅志
，
酒本 護

， 石 川成 明

布施 秀樹， 片山 喬 く富 山医薬大ナ

4 ． ヨ ー ド過敏症 の 乳 診 断に 苦慮 した 出血 性腎裏腹

の 1 例

0 香久山明 ， 下 在和 ， 田 中連朗

鈴 木孝治 ， 津川龍三 く金沢医 村

5 ． 腎線推腰 の 1 例

0 庄 田鹿中 く北陸病院I

竹内伸夫
． 西野知 一

く同 内科I

大川光央 く金大1

野々村昭孝 く同 病 鹿部1

6 ． 顕微鏡的腎腺腫 を伴 っ た多房性脳胞状腎細胞癌の

1 例

0 西野昭夫 ， 亀 田健 一 く小松 市民I

岡田仁克 く金大第 1 病理I

座長 長谷川真常 く長谷川病院I

7 ． 腎悪性 リ ン パ 腫 の 1 例

0 萩中隆博 ， 酒井 晃く富山赤十字I

魚津幸蔵 ， 関川 博 く同 外科1

小西秀男 く同 放射線科I

楠 憲夫 く同 内科1

8 ． 巨大尿管結石 の 1 例

0 小林徹治 ， 島田 宏 一

郎 く福井県立J

菅田敏明 く福井済生会I

9 ． 集学的治療 に よ り完全寛解 を見 た浸潤性膀胱癌の

1 例

0 木戸智正
， 木村仁美， 長谷川真常

く長谷川病院1

内藤克輔 く金大I

奥村昌央 く富山医薬大ン

神田 静人 ， 加藤正 博く富山市民1

杉原政美， 野島浩司 く同 放射線科1

高柳 芦立 く同 研究検査料1

1 0 ． 尿道尖 圭 コ ン ジ ロ ー ム の 1 例

0 平野 章治， 川口 正 一

， 美川郁夫

く厚 生連 高岡1

増田 信二 く同 病 理 科1

1 1 ． 尿道尖圭 コ ン ジ ロ ー ム の 1 例

0 守山典宏 ， 秋野裕 信， 中村直博

三 輪吉司， 佐藤
一

博 ， 河原 優

蟹本雄右
， 岡田 謙

一

郎 く福井医大う

12 ． 両側精管無形成の 1 例

0 中村直博
， 磯松幸成 ， 藤田 知洋

塚 晴俊 ， 鈴木裕志
，
西淵繁夫

蟹本雄右 ， 岡田 謙 一 郎 く福井 医大う

座 長 蟹本雄右 く福井 医大I

13 ． 当院に お け る桂 皮的腎切 石 術の 成績

－fl u sh ．

u p 法 を中JL 一 に
－

0 宮崎公臣 ， 押野 谷事之 輔 ，
天 野俊康

藤 田幸雄 く藤 田記念J

1 4 ． 無力 テ ー テ ル 尿管皮膚療 術の 臨床成績

0 勝見哲郎 一 村山和 夫く国立金沢ナ

宮崎公 臣， 藤 田幸雄 く藤 田記念1
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1 5 ． 膀胱 陸療 ． 尿管腹療 に 対す る手術経験

0 村山和夫
，
勝見哲郎 く国立金沢1

16 ． 頭部外傷後遺症 と し て の 排 尿障害

0 上 木 修 ， 久住治男 く金大1

長野賢 一 く公立 松任石川中央ナ

泉田 重雄 膚 山県高志 リ ハ ビリ テ
ー シ ョ ンン

座長 石川成明 く富山医薬大1

17 ． 尿失禁 に 対す る肛 門電気刺激療法の 経験

0 横山 修 く公立加 賀中央一

宮崎公 臣 ． 藤田 幸雄 く藤田 記念1

石 田武之 ， 南後 修 く金大1

18 ． 尿道ス テ ン トの 臨床的検 討

0 奥村昌央 ， 十 二 町明
，

坂 井健彦

高峰利充 ， 風間泰蔵 ，
寺田 為義

布施秀樹 ， 片山 喬 く宮山医薬 対

19 ． 慢性前立 腺炎患者か ら の分離細 菌の 検討

0 菅 田敏明
，

小 松和人 く福井済生 会ン

新 田政博 く黒部市民1

特 別講演

座長 久住治男 く金大1

痛の 拡大 郭清手 術

一 挙癌 を 中心 に 一

宮崎逸夫 く金大第 2 外科I

第17 会場
臨床病 理 分科会

第18 会場

第16 回 北陸臨床病理 集散会

当番幹事 谷島清郎 く金沢大 医療短大ン

A 会場

座長 高柳 甲立 く富 山市民病 院う

A l ． 前立腺腫瘍 に お ける レ ク チ ン 組織化学検査の 有

用性の 検討

0 前川秀樹
，
森 正 樹 ， 今村好章

黒 田 満彦 く福井医大検査部1

今回我 々 は レ ク チ ン 組 織化 学 を 前 立腺組 織 に 応用

し
，

そ の 良悪性鑑別の 有 肝性に つ い て検 討し た ■

症例 は腺痛22 例 ， 前立腺肥 大症17 例，
正 常前立腺組

織 3 例 でホ ル マ リ ン 固定の パ ラ フ ィ ン 包埋 切片 を用 い

た ． レ ク チ ン は
，

ビオ チ ン 標識 P N A
，
U E A －1

，
M P A

，

S T A
，
D B A の 5 種類く25 JL gl m ll を 使用 した －

P N A は
，
腺病 の全例で 強陽性で

， 前立腺 肥大症 で

は 殆 ど陰性で あ っ た こ と か ら ， 前立 腺腫瘍 の 良悪 性鑑

別の
一 つ の補助 手段 と し て 有用 で あ る と 思わ れ た －

U E A － 1 と M P A に つ い て は
，
腺病 の 殆 どが 陽性 を示

した が
， 前立 腺肥大症で も半数近 くが 陽性 を示 した ．

U E A －1 の 前立腺癌 に 対 する 特異性 を 示 す 報告が みら

れ る が
， 今回の 検討で は特異性は 認 め られ な か っ た ．

S T A と D B A に つ い て は
，
陽性 を 示 す 症例 は腺軌 前

立腺肥大症 と も に 半数以 下で
，
特 に 前立 腺癌に 対する

特異性 は認 め
．
ら れ な か っ た －

A 2 ． 当院に お ける 乳切 材料 の 取 り 扱い

0 渡辺 駿七 郎 ，
川畑 圭子

，Jl 仲 剛

尾崎 聴 ， 富田 小夜子
， 南比呂志

く国立金沢病 院研究検査料

津 田宏信洞 外科

近 年 ， 我国 に お け る乳癌 を と り ま く状況 に変化がみ

ら れ
， 病 理側 に 提 出 さ れ る 乳腺 外科病 理 材 料自体に

も
，

また
，

そ れ ら の 病理側で の取 り 扱い 方に も 変化が

み られ る よう に な っ て き た ． こ れ ら の 変化のう ち
， 病

理 側 と の関連 で は 以 下 の こ と が
．

よ り密 接 に 関係す

る ． 即 ち
，
くD 術前確定診 断法 と し ての 細胞診 く特に 穿

刺 吸引細胞診う の普及
， 母乳痛手術 の 縮小化 ， 特に 乳

房温存療 法の 開始
， 母乳癌組織 か ら の E R 及 び P gR

等の 測定の
一 般化 ， な どで あ る ． こ れ ら の乳癌をとり

まく 最近の 状況の 変化の 中で
， 当病 理 で は こ こ 5 年間

に 約300 例 の 乳切材料の 乳腺全判標本 を作製し てき た ．

乳癌 を と り ま く状況 の変化 に ふ れ
，

そ の変化の 中で，

乳切材料 を どう取 り扱 っ て い るの か
， 自施設に お ける

経験 を紹 介 した ． 併 せ て ， 非温存術例 の 乳腺全割標本

に よ っ て 得た 若干 の 結果 も述 べ た ． こ れ ら の結果が本

邦 に お ける適 切な 乳房温 存療 法確立 の た め の基礎研究

の
一 助 に な れ ば幸い と 考 えて い る ．

A 3 ． 当院 に お け る乳腺細胞診の 現況

0 尾崎 聡 ， 川畑圭子 ，
川 中 剛

富 田 小夜子 ， 南比 呂志 ， 渡辺 麒七郎

く国立 金沢 病院研究検査料

津 田宏侶く同 外科

過去 7 年 間 く1 98 4 旬 1 9 抑 ，
当院 で 行わ れ てき た乳腺

細胞診の 現況 に つ い て報告 した ．

乳癌検査 と し て の 乳腺細胞診 は増加傾向 に あり ， 反

面 ， 乳腺生検 は減 少傾 向に あ る ．

乳癌手術例 の術 前確 定診 断法 と し て細胞診が単独で

用 い ら れ る 症 例は 平均60 ％を 占め
，

年 々増加傾向にあ

り
，
昨年 一 年間 で は80 ％に も な っ て い る ．

当院 に お ける 乳腺穿刺細胞 診の 正 診率は78 ． 6％，
乳

腺分泌物細胞診で は50 ． 0 ％で あ り件数の 比 率で は通年

3 こ 1 か ら 4 こ 1 と な っ て い る ． 分 泌物 細胞診は感

軋 精度 と も穿刺細胞診 に 劣 り ， 両者 は性格を異にし

た検査 法と い え る ．
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乳腺細胞診は 生検 に 比 べ 患者 に 与 え る 苦痛 が 少 な

く ， 手が る に行 え る検査 で あ り
， 今後 と も件 数の増加

が予想され る ．

A 4 ． 呼吸 器細胞診 に お ける 陽性率 の検討

0 島崎栄 一

， 今村伸 一

，
山岸智子

野崎志げ子 ， 砂 田智子 ， 高柳声立

く富 山市民病 院中央研究検査 部ナ

原発性肺癌切除例1 10 例 く扁平上 皮癌49 例 ， 腺病4 3

例， 大細胞癌 6 例 ， 小 紙胸痛 4 例
， 腺 扁平 上 皮癌 8

彿 に お ける呼吸器細胞診の 陽性率 を評価 し
．

そ の 有

用性に つ い て考察 した ．

細胞診陽性率は1 10 例 の 切 除肺癌 に 対 し91 例 ，
8 3 ％

で
， 検査法別 に み る と 喀疾51 ％ ， 気管支擦過 ． 吸引材

料67 ％ ，
肺穿刺細胞診 で は19 例 中17 例 ，

8 9 ％と 高率で

あっ た ． 癌 の発生部位別 陽性率 は中心 型 で は 良い が 末

治型では低率 で あ っ た ． し か し
， 末相性腫瘍 に は肺 穿

刺細胞診の 検出率が高 く ト 腫 瘍径に 関係な く 極め て有

効であ っ た ． 病理 病期 と の 関連で は 進行度と 陽性率 に

は平行性はみ ら れ な い も のの
， 上皮内癌 や 早期扁平上

皮癌の 陽性率は 高く
， 特 に 嗜癖検査 は有 用 と い え る ．

組織塾別陽性率 は扁平上 皮癌で96 ％ ， 腺癌 は67 ％と他

に比べ 低率で あ っ た ．

更に優れ た細胞診成績 を得る に は気管 支吸 引標本の

作製技術の 向上 と疑陽性例の 十分な追跡 を心が け る こ

とによ り可能と考 え られ た ．

座長 藤 田 信一
一

く金沢大学1

A 5 ． 肝疾患に お ける ClO O － 3 抗体測定系の 不
一

致例

に つ い ての 検討

0 高岡幸子 仁 小西 査子 ， 浅香敏之

く国 立 金沢病 院研究検査 料1

HC V ． C l OO － 3 抗体測定系の E LI S A 法 と E n 法の 不

一

致例 に つ い て検 討． 仁方法と対象コ H C V 抗体 測定 二

ClOO ．3 抗体は E LIS A 法 け
－ ソナ と EIA 法 げ イ ナ

ポ ッ ト巨剰定
，
追加試験 に M B A テ ス トくカ イ ロ ンI を

実施 ． 第二 世代抗体 く以 下 2 n dJ は P H A げ イ ナ ポ ッ

トI ， G O R 抗体は E LIS A く特殊 免疫1 で 測定 ． 対象

は
， 健常者122 8 例 と各種肝疾患157 例 ． L成績コ 0 不

一

致率二健常者群0 ． 2 ％ ， 肝疾患群8 ． 6 ％ ． 肝癌25 例 中2

例8 ％
， 肝硬変32 例中 5 例1 2 ． 5 ％は す べ て E L工S A 陽

性 ． 慢性肝炎77 例中2 例 は E LIS A
，

4 例は E王A 陽 性

で計7 ．8 ％ ． e 不 一

致 は C ．0 ．I 3 ． 6 以 下に 存在 ． 砂肝疾

患群の 不
一

致で は E L IS A 陽性10 例の 5 例 は RIB A 判

定保軋 8 例が 2 n d 又 は G O R 抗体陽性 ，
E 仏 陽性4

例は 2 n d
，
G O R い ずれ か が 陽Jh ． 健常者群の 不

叫

致の

全例 ， 他 の H C V 抗体陰性． 仁ま と めコ不 二 致例 は単に

方法差 や感度差 ， 又 は非特異的反応と は言 えず
， 肝疾

患で の 多 く は抗体陽性で ある ．

A 6 ． 酵素法に よ る M o r a x e11 a c a t a r rh alis の迅速 同定

法

0 渡辺恵美子 ， 殿畑晶子
，
松 岡隆子

尾角信夫， 藤 田信 一

く金沢大検 査 掛

橋本琢磨 く同 臨床検査 医学ナ

E 目的コ M ． c at a r rh al is は
，
特異的に プチ レ ー

ト エ ス テ

ラ ー

ゼ を持つ こ と が 知 ら れ て い る ， 今 回 ， 我々 は
，

4 － m e th yl u m e b ellif e r yl b u t yl a t e を 基 質 と し た M ．

C a t ar r h al i s の 迅速同定法に つ い て検討 した の で
，

そ の

結果を 報告す る ．

仁方法コ 対 象薗株 は
，

M
． c at a rr h al i s 1 6 附 そ の 他 の

N ei s s e ri a 属33 株 ，
K ． d e n it ri fi c a n 4 株 ，

A ． c al c o a c －

e ti c u s 5 株 ，
N eis s e ri a 科以 外 の 菌3 0 株 用 い た ．

4 － m e th yl u m e b ellif e r Yl b u tyl a t e を含む デ ィ ス ク に
， 被

検菌株 2 へ 3 コ ロ ニ
ー

を塗り つ け
，

W ラ ン プ で 照射

して
， 強 い 蛍光 を示 す も の を陽性と判定 した ．

E 結果 お よ び考察コ M
． c a t a r rh al i s は

， 全 て 陽性 と な

り
，

その 他の N eis s e ri a 属 は
，
全て 陰性 とな っ た ． 本法

は
，
反応時間が30秒 と短 く ， 特異的で

，
市販 キ ッ ト

，

従来法と 比較 して も きわ めて 経済 的で あ る こ とか ら
，

日常検査 に即 した 方法で ある と思 われ る ．

A 7 ． フ ル オ ロ プ レ
ー

ト
． カ ン ジ ダの 検討

0 疋 津和美， 山崎美智子
，
寓本千春

三 浦隆史， 田中千津 ， 瀬戸康 子

く金沢医大中央臨床検査 部ラ

C an d id a al bi c a n s が 産生 す る特異 的な酵素に よ り 分

解さ れ蛍光 を発 す る蛍光 基質 4 ． メ チ ル ウ ン ベ リ フ ェ

リル ー N 一 ア セ チ ル ． P － D － ガ ラ ク トサ ミ ニ ド くM U G alI を

含む C a n d id a al b ic a n s 迅速検出用 生 培地 フ ル オ ロ プ

レ
ー

ト
． カ ン ジ ダ くメ ル ク社1 の 有用 性 に つ い て 検討

し た ．

本培地 は
， 被検菌 を接種 し37

0

C l 晩培養後 U V ラ ン

プく36 0 n r 山 下で の 蛍光の 有無を判定す る だ けで よ く ，

厚膜胞子 形 成観察 ． カ ン ジ ダ チ ェ ッ ク くヤ ト ロ ン い 発

芽 管 形 成 試験 と 比 較 し
， 操 作 が 簡 便 で

， C a n d id a

al b ic a n s に 対す る特異性 に も 優れ て い た ． ま た ， 本培

地 は
， 酵母 様真菌の 選択発育性に やや 劣り

， 緑膿菌 で

も蛍光 を発 す る 等の 問題点は あ っ たが
，
臨床材料 か ら

検出さ れ る病 原性酵母の 多く は C a n d id a albi c aJ I S で あ

り ， 本培地 を 分 離培地と して 日常検査 に 用 い れ ば
，
分

離と 同時に 本 菌に 関 して 同定も 可能 とな る た め
． 検査
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業務の省 力化 と結果報告の 迅速化 に 有用 と思わ れ る －

A 8 ． 血 液寒天培地 の比較 検討

0 山崎美智子 ， 寓本千春，
三 浦隆史

田中千津
，

疋 津和美 ， 瀬戸康子

く金沢 医大中央臨床検査 鮒

血液寒天培地 は多施設で市販 生培地が 使用 さ れ て お

り ，
その 品質管理 は メ ー カ ー に 任 され て い る ． 最近

t

当施設で 用 い て い る デ ン カ 生研 ． 血 液寒天 培地 くめ ん

羊H こ問題が ある と発表さ れ た の を機 に
，

ヒ ツ ジ血 液

寒天培地 の 比較検討 を行 っ た ． そ の 結果
，
炭酸 ガ ス 培

養時の 培地 の 異 変と St r e p t o c o c c u s p y o g e n e S の 容 血

環 に お い て他社製晶 よ り劣る こ と が 分か っ た ． こ れ を

メ ー カ
ー 側 に 指摘し ， 改良さ れ た培地で は こ れ ら は解

決され て い る ．

血液寒天培地 の 検討は
，

メ ー カ ー と当施設の 結果が

異な る場合が あ っ た り ， 同 一 ロ ッ ト で あ っ て も 繰 り返

し実験 で 必 ず し も同
一

結果 が得 ら れ な い 等 の 問題が あ

り
，
性能評価時に は条件の 厳 密な設定 と繰 り返 し実験

が 必要で あ る ． ま た
，
評価の 個人 差は無視 で き ず

，
客

観的な評価が 行え る新 しい 基 準が 必 要で あ る － 各メ
ー

カ ー は 数種棟の 血液寒天 培地 を製造 して お り
，
各培地

の特徴 をよ く把握 し， 施設の 現状 と用 途 に 応 じた 培地

を選択す べ き で ある ．

座 長 山岸高由 一金沢大学医療短大I

A 9 ． 残胃胃炎と 壬k li c o b a c t e r p yl o ri

特 に 胆汁酸と の 関係 に つ い て

0 柴 田淳子 ， 水落 富士代

く城端 厚生病院検査部1

根井仁
一

く同 内科1

早瀬 満 く金沢 医大臨床病理1

日的こ王鹿Iic o b a c t e r p yl o ri く王廿1 と 残胃胃炎と の 関係

を明ら か に す る 事を目的と した ．

対象及 び 方法 こ 平成元 年 か ら 2 年 に か け城 端厚生病

院 で 胃内視鏡検査 を施行 し た残胃胃 炎53 例 を 王茸 陽性

群11 例 と陰性群42 例に 分け
，

胃炎の 程度 を内視鏡 軋

組織学的 に ， 更に 胆汁逆流 の 頻 度 ， 胃液 内総胆汁酸濃

度 を比 較 し ，
h vitr o で 胆 嚢 内胆 汁 と 胆 汁酸 5 分画

くU D C A
，
C E C A

，
C A

，
工XI A

，
L C A l の H P の 抗 菌濃度 を

検討 した ．

結果 こ 胃液 内総胆汁酸濃度 と 内視鏡的胃炎の 程度 に

は両群 で 有意 な差 はな か っ たが
ト 胆汁逆流の 頻度は陰

性群で 有意 に 高 く ， 組織学 的胃炎の 程度 は陽性群で 有

意 に 強か っ た ． b vit r o で の H P の 発 育 は 総胆汁 酸

716 ． 2 J L gI m l U D C A 2 5 0
－

5 0 0 FL gl m l C 肛 A 1 5 6 －3
－

会

31 2 ． 5 jL gl m l C A 2
，
5 0 0

－

10
，
0 0 0 JL gノm l D C A 2 5 0 －

5 0 0 FL gl m l で 阻止 され
，

L C A で は検討 した 濃度で 阻

止 さ れ な か っ た ．

結論 ニ U 肛 A 投与で 残胃胃炎の 改善 例が あ り ，
玉野

の 上 部 消化管疾 患 へ の 関与が示 唆 され た －

A l O ． D N A ブ ロ ー プ に よ る肺炎 マ イ コ プ ラ ズマ の検

出

0 山下政宣 ， 飛田 征男 ， 森河 浄

黒 田満彦 く福井 医大検査勒

塚 田 宏 一

く同 小児科

D N A プ ロ
ー プ法 を用 い て 必 ． か 矧 附 仰 戒加 の検出を

試み
，
培養法お よ び 血清診断法と比較検討 を行 っ た ．

1 3 症例の う ち
，

M y c o ． 抗体価40 培以 上 は 5 例， 培養法

陽性 は 2 例 ，
D N A プ ロ

ー プ 法陽 性 は 1 例 と なり
，

D N A プ ロ
ー

ブ 法陽性 ，
P P L O 培養法陽性

，
M y c o 抗体

価80 倍 と成績 が
一 致 し た の は 1 例の み であ っ た ． 他の

1 例 は P P L O 培養法陽性 ，
M y c o ． 抗体価640 培となっ

た が D N A プ ロ
ー

ブ法 は陰性と な っ た ． こ の 原因とし

て
， 本 キ ッ トの 検出感度 が 10 でF Uノm l と比 較的感度

が 低い こ とが 考 え られ た ． な お
， 擦過 テ ス トで は擦過

回数 との 関係 に お い て
一

定 の 傾 向 は認 め な か っ た －

D N A プ ロ
ー ブ 法は検 出感度 が 1 0

5

C F U l m l 程度で
， そ

れ以 下 が検 出で き な い こ と
，

M を用 い て い て操作性

が や や煩 経で あ る こ と
，
価格が や や 高 い こ とな ど欠点

が あげ ら れ る が
， 特 異性 ， 迅 速性 に お い て非常 に優れ

て お り
， 特に その 検出が 最終 同定 と な りう る点で大き

な 利点が あ ると 考 えら れ た ．

A l l ． 臨床分離株の ガー ラ ク タ マ
ー ゼ産生能 に つ い て

0 飛 田征男 ， 山下政宣
，
森河 浄

黒 田 満彦 く福井医大検査鮒

臨床分離株 の ガ ー ラ ク タ マ ー ゼ 産 生能 を ，
ト リプル

針 す ェ ッ ク を用 い て検出 し
，

ディ ス ク 法 の 成績 とガ
ー

ラ ク タ マ
ー ゼ 産生 能 の 関係 に つ い て も ， 検討 を加え

た ． ガ
ー ラ ク タ マ ー ゼ産 生能 は ， 菌種 に よ り特異的なパ

タ
ー ン を示 し

，
グ ラ ム 陽 性球菌で は P C a s e の み

，
グラ

ム 陰性 梓薗 で は ，
P C a s e ． C S a s e ． C X a s e の 3 種類の

ガー ラ ク タ マ
ー ゼが 検出さ れ た ． P 5 ． 瑚 d C わ で 1 株 －

B ． f r a gili s T 3 株の 計 4 株 に C X a s e が 検出さ れた ．

デ ィ ス ク 法の 成績とガ ー ラ ク タ マ
ー ゼ 産 生能 の 関係で

は
，

E n te r o b a c te r ， S e r 7 V ti a は C S a s e 産 生 能と C EZ

の 成績 は比 較的 よ く
一 致 して い た が

， 他の 菌種では不

一 致例が 多く み られ た ． 原因と して
，
本法が 針 ラ クタ

マ
ー

ゼ高度産 生菌 の検 出が 目的 で あ る こ と か ら ，
ニ ト

ロ セ フ ィ ン法 な どと 比 べ
，
感度が 低 い こ とも

一 因と思
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われ た ． しか し
，

ト リ プ ル 周 一 チ ェ ッ ク は ガ
ー ラ ク タ

マ
ー ゼ測定法の う ち

， 唯 一 3 種類 の ガ ー ラ ク タ マ
ー

ゼ

を容易に 鑑別で きる こ と よ り
， 菌種 を 限定 す れ ば 日常

の スク リ
ー ニ ン グ に 有用 で あ り

， 抗菌剤選択 の
一 助 と

なり えると 思 われ た ．

座長 福永寿暗く金沢 医科大学I

A 12 ． 脳波分析時間の 検討

一 振幅 に つ い て －

0 宮越 基
， 浜田 敏彦 ， 久 保克美

黒 田 満彦 く福 井医大検査部1

大森 晶夫
， 村田 哲人

， 堀江 端

村 田
一 郎 ， 坪川 み ゆき

上 越野 好文

伊崎公 徳 く同 神経精神 医字数室j

いまじめ にコ 今回 わ れ わ れ は
， ト ボ ブラ フ イ を用 い た

脳波解析に 必 要な脳波 の 振幅 に お ける 最適分析時間に

つ い て 検討 した の で報 告す る ．

仁方法コ 本院神経科 ． 精神科 を受 診 した 患者22 人 ， 平

均年齢37 ． 5 才の 安静時脳波 か ら ア
ー

チ フ ァ ク トや眠気

の ない 5 秒間の 脳波 エ ポ ッ ク24 個を選 び
，

分析時間20

秒，
4 0 秒，

6 0秒 と12 0 秒 との 振幅の 相関 を比 較検 討 し

た ．

r 結果 およ び ま と めコ 周波数帯域別 で は 夕 2
，

．ぱ 1
，

ぽ 2
， 月帯域で40 秒が 最適と な っ た が

，
タ 1

，
ざ 帯域

ではさ ら に 長い 分析時間の 検討が必 要 と思 え た ． 導出

部位別では タ 1 帯域以 外で は40 秒が 最適 と な り
，

また

部位によ る 差は お 帯域以 外は な か っ た ． 脳波 パ タ ー ン

別では月 ， ぽ

＋

sl o w
，

ざ パ タ ー ン脳波 で40 秒 が 最適 と

な っ たが
，

丑
，

8 パ タ
ー ン 脳 波 で は 特 定 で き な か っ

た 一 この こ とか ら 脳波の 振幅 に つ い て 分析時間 はお お

むね40 秒で十分 で あ る と い う結果 を得た が
，
研究の 目

的や対象に よ っ て さ ら に 長 い 分析時間の 設定が 必 要な

場合もあ る こ と が 示 さ れ た ．

A 13 ． 全自動血 液 ガ ス 分 析装置 A V L 9 9 5 一 日b の 使 用経

験

0 中村 ま り子 ， 有江昌美
， 中村正 人

く金沢 医大中央臨床検査 部ナ

福永寿晴 ， 寺畑喜朔 く同 臨床病理1

大谷 信夫 く同 呼吸 器 内科1

A V L 99 5 一 口b の 基礎的検討を 行 っ た ．

拍 法コ A V L 9 9 5 一 肌 の 装置 の 安定性 を み る た め
，

p H
，
P C O 2，

P O 2 は
， 精度管理 物質 A V L C O N F I T E S T

l工I を 剛 1
， 同時再現性 く1 0 回連 紛 ， 日 内変動 く10 回さ

．

日差変動 く15 日 勒 を検 討 した ． T 馳 は精度管理 物質

Q u a n t r a で の 日差変動く1 5 日 間 を検討 した ． 患者検体

の 比 較 で は p H
，

P C O 2， P O 2 が 1し13 0 3 と
．

ま た

T H b で は 工し282 と行 っ た ．

亡結果コ い 同時再現 性 こ レ ベ ル 1 句

3 の C V は ，

各々 p H く0 ■ 0 2 4 1 ， 0 ． 0 3 0 6
，

0 ． 0 4 0 71 ，
P C O 2く0 ． 5 0

，

0 ■ 9 6
，
0 － 5 41 ，

P O 2く0 ．4 5
，
0 ． 5 1

，
0 ． 5 引 と 良好 な結果が

得 ら れ た ． 2 1 日 内変動 ニ p H く0 ． 0 2 1 8
，
0 ． 0 3 8 9

，

0 － 0 5 4り， P C O 2く0 ． 5 9
，
0 ．5 2

， 1 ． 0 0ン，
P O 2く0 ． 7 0

，
0 ． 60

，

0 － 6 7ナ 3 1 日 差変動 こ p H く0 ． 05 8 7
，

0 ． 0 6 4 6
，
0 ． 0 5 6 2 1 ，

P C O 2 く0 ． 6 6 ， 0 ． 6 0
，
0 ． 6 即，

P O 2く1 ． 0 5
，
2 ． 1 3 ， 3 ． 0 2ナ，

T f払 軋 8 4
，
0 ． 7 9 ， 1 ．0 7I ，

り 患者検体 に よ る比 較こ 各

項目に お け る相 関係数は ， p H こ 0 ． 98 3
，

P C O 2 こ 0 ． 銅8
，

P O 2 ニ 0 ． 9 9 4
，
T H b 二 0 ． 9 8 9 と 良好 で あっ たが

， P H の差

の 平均値 は A V L 9 9 5 一 肌 が
， 0 ． 0 32 5 低値 を示 した ．

A 1 4 ■ 全自動血 液ガ ス 分析装置に お ける p H の 装 置間

較差 に 関 する 検討

0 有江昌美 ， 中村ま り子
， 中村正 人

く金沢 医大中央臨床検査部1

福 永寿曙， 寺畑書弼H 同 臨床病 理I

大谷信夫 洞 呼吸 器内科1

亡目的コIL 1 3 0 3
，
A V L 9 9 5 － H b

，
S T A T p r o 用 e 5 及 び

S T A T p r ofil e 3 に つ い て p H の 装置間較差 を検討 し

た ．

亡方法 ． 結果コ 1 ． 各装置の 較正 用 緩衝液の 安定性 を

調 べ る た め
， 較正 用綾衝液 を測定直前に 満 たさ れ てい

た液 で 0 へ 1 0 ％ま で 2 ％毎に 希釈 し
， 希釈よ る 測定値

の 変化 を各装 置で 比較 し た結果
， 緩衝能 は IL 1 3 0 3 が

最 も大き く S T A T p r ofil e 5 で 小 さ か っ た ． ま た
． 希

釈率 0 く原液I の 測定値 は
， 較正 液 に 関係 なく 各装置で

一 定の 値 を示 し た ． 2 ． 血 液ガ ス 用 コ ン ト ロ
ー ル と し

て ク オ ン ト ラ
，

S T A T p r ofil e c o n t r ol
，

B l o L Xl g a s

C O n t r Ol の L E V E L l■斗 3
，

お よ び患者検体く1 00 検 体1 を

用 い
， 機種間 の 差 を検討し たが

，
コ ン ト ロ

ー ル 間 及 び

血液で 各 々 異 な っ た 傾向を 示 した ．

亡考察 ．

ま と めコ p H の 装置間較差は種 々 の 問題 点 が

あ り
， 較正 液の 綬衝能の 差や

，
血 液で の 傾向が 考慮 さ

れ た p H の 標準物質の 作製が 早急に 望 まれ る ．

座 長 新谷憲治 く富山 医科薬科大学1

A 15 ． 心 筋硬 塞 に お ける 心 室遅 延電位の 検討

J 松 F 敏昭 ，
石 田 徹 ， 榎 泰子

川 口 清美
，

石原慶子
， 山形 美津枝

高柳声 立 く富山 市民病院中央研究検査部1

心 室遅延電位 は
， 心 筋硬 塞後の 重 症 心 室性不 整脈の

予 知 に 有用 と さ れ て い る ． 今回我 々 は JL 一筋硬塞例の 心

室遅延電位 と硬基部位及 び心室性不 整脈 の 関係 に つ い
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て検討 した ．

対象及 び方法 は ， 心 筋硬 塞患 者38 例 で 硬塞部 位 を

訟 1

T ト心筋 シ ン ナ に よ り 2 群 に 分 け た ． 工 群こ 前壁中隔

壁及 び前側壁24 例 ，
H 群 二 下後壁及 び後側壁1 4例 に つ

い て
．

フ ク ダ製 V C M － 3 0 0 0 よ り V e c t r o M a g n it u d o 法

に て
． 帯域 フ ィ ル タ

ー

4 0 へ 3 00 H z
， 加算回数 は256 臥

陽性 を f － Q R S 之1 30 m s e c 又 は R M S 40 墓1 5 JL V と し

た ． 心室性不 整脈 は
．
L o w n 分類 に 準 じ た ．

結果 及 び 考察こ 工群 で29 ％
，

H 群 で は71 ％に 心 室遅

延電位 を認め た ， 計測項目で I 群 と工1 群 の 間 に 危険率

1 ％の 有意差を認 め た ． ま た 重症心 室性不整脈 は
，

工

群で25 ％
．

H 群で は42 ．8 ％に 出現し
， 陽性例で は各々

57 ％と60 ％と 高率と な っ た ． こ の 様 に 心 筋硬塞後 の 重

症心室性不 整脈の 予 知の ス ク リ
ー

ニ ン グ と し て臨床的

有用 性が高 い 検出法と 思わ れ た ，

A 1 6 ． 気道抵抗に よ る気道過敏性の 評価

0 中村正 人
， 有江昌美

，
中村ま り子

く金沢 医大 中央臨床検査 部I

福永寿晴
，

寺畑書朔 く同 臨床病理1

大谷 信夫 ， 桜井 滋 ， 岡田 恒人

向坂 書湖く同 呼 吸器 内科1

亡目的コ 安静呼吸 に近 い 呼吸で 気道抵抗 の 測定が 可能

な体 プ レ ナ ス モ グラ フ 装置 B X － 8 2 くミ ナ ト社製1 を 気

道過敏性試験 に 応用 し
，

そ の 有用 性 に つ い て 検 討 し

た ．

亡対象コ 安定期 の 気管支喘息患 者13 名， 非喘息性呼吸

器疾患患者11 名 ， 健常者1 6名 く計40 名1

亡方法コ 気道過敏性試験の 方法は 原則と して 日本 ア レ

ル ギ ー 学会吸 入 試験標準化研 究会 に よ る標 準法 に 準 じ

て施行 し
． 特殊気道 コ ン ダ ク タ ン ス く以 下 s G a w l に よ

る反応開催 を求め
，
各対象群間の S G a w に よ る 反応 開

値 を比較 し た ． ま た ， 対象の 内31 例 で s G a w に 反応開

催 に お け る と 一 秒量の 変化率 も比 較 した ．

亡結果 ． 考察コ sG a w に よ る 反 応闘値は健常者群 と 気

管支喘息群で 明瞭に 分かれ て お り気道抵抗 に よる 評価

は可能 で あ る ． 理 論的に も気道抵抗 に よ る評価 はも っ

と も適 して い る ． ま た ，
S G a w に よ る 評価 は

－

秒量 よ

り も鋭敏で あ る こ とが 示唆 さ れ
，

こ の こ と は患者 の 安

全性 の面 か らも有用 で あ る と考 えら れ た ．

A 1 7 ． 全自動体プ レ チ ス モ グラ フ 装置 B X － 9 の 開発

0 福永寿晴， 寺畑 書朔 く金沢 医大臨床病理う

桜井 滋 ， 岡田恒 人 ， 向坂 喜湖

大谷 信夫く同 呼吸器 内科1

中村正 人， 中村ま り 子 ， 有江 昌美

く同 中央臨床検査勒

安静呼吸 下 で 測 定可 能 な 体 プ レ チ ス モ グ ラ フ 装置

B X － 8 2 を1 9 8 8 年 の 操作性 に 改良を 加え た B X ．9 を開発

した ．

改良点 は以 下の 通 り で ある
， 0 演算 コ

ー プロ セ ッ サ

を実装 し た32 ビッ ト パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に よる コ

ン ト ロ
ー ル ． ユ ニ

ッ ト を開発 した ． 令カ ラ ー 表示 ， ウ

イ ン ド ウ お よ び ヘ ル プ機能 を採用 し
， 簡単な操作で正

確 に 行え る よ う に し た ． 砂測定中の 被検者の呼吸状態

等必 要な情報 は 全て グ ラ フ ィ ッ ク モ ニ タ に 表示し
． 検

査 の 流れ を的確 に 判 断出来る よう に し た ． せ全てのト

ラ ン ス ジ ュ
ー

サ の 校 正 を 自動 化 し た ． e 電子 ク ー

ラの

容 量 を倍 に す る こ と に よ り
，

ボ ッ ク ス 流量 の ドリ フト

をお さ える と 同時に ボ ッ ク ス 内の居 住性 を改善した ，

砂気道過敏性 試験の デ
ー

タ評価 プ ロ グ ラ ム を開発し薬

剤吸 入 試験に お ける 各種 測定値の 変化 を グ ラ フ ィク ス

表示 す る 事に よ り的確 に 評価 で き る よ う に した ．

B 会場

河村洋
一

く石 川県立中央病 院I

B l ．
エ ア ロ ス プ レ

ー 自動染色装置 71 0 0 A の 基礎的

検討

0 森 日登美 ， 田中房枝

く金沢 医大 中央 臨床検査翰

亡目 的コ 血 液検査 の 迅 速化 を進 め るう えで
，
染色時間

の 短縮 が 不可 欠と 考え
，

染色時間 の短 い 米国ウ エ ス コ

社製 A E R O S P R A Y S L I D E S T A I N E R 7 1 0 0 A くエ アロ

ス プ レ ー 法1 の 基礎 的検 討を 行 っ た の で 報告する0

仁方 法コ エ ア ロ ス プ レ
ー 法の 最適 条件 を決定し

，
メイ

ー グ リ ュ ン ワ ル ド ． ギ ム ザ 染色 くM G 染色1 と の 比較

お よ び異常細胞の 染色性に つ い て検討 し た ．

亡結果お よ び ま と めコ エ ア ロ ス プ レ
ー 法の ， 染色性は

M G 染色と比較 し て 多少劣 るが ， 各細 胞の 判別は容易

で ， 異常細胞 の 特徴も 明 瞭 に と ら える 辛が で き ， 日常

検査 に 導入 可能 で あ る ． メ ン テナ ン ス が 容易で操作が

簡単 で あ り ． 染色液 の 劣化が 無く 常 に 安定し た染色結

果 を 得る事が で き る ． 染色時間 は
，
約 4 分で

， 染色時

間の 大幅 な短縮 が で き る ．

本装置 は 血 液検査 の 迅 速化 に 有用 で ある ．

B 2 ． ドラ イ 方式に よ る P T
，
A P T T の 検討

0 北川明広 く浅 ノ 川総合病 院中央検査鮒

血液凝 固自動分析装置 で近年開発 さ れ た ドライ方式

の ドラ イ へ マ ト シ ス テ ム C G － 0 1 くA 8 E T 社1 を用し
1

，

P T
，
A P T T の 検討 を行 っ た ． 同時再現 性は 血祭P T で

C V 3 ． 2 へ 4 ． 1 ％ ， 全血 P T は C V 2 ． 4 ％と なり ，
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血祭 A P T T で C V l ■ 1 へ 2 ■ 8 ％ ， 全血 A P T T は

C V l ． 2 ％で あ っ た ． 全血と 血 祭の 測定値 で は P T

で全血 が若干長く な り ， A P T T で は 有 意差 が な か っ

た ． サ ン プ ル 量 に よ る 測定値 へ の 影響 は 認 め ら れ な

かっ た ． 従 来法 と の 相 関性 は P T で y ニ 0 ． 9 7 0 X ＋

1 ．1 06 ，

r ニ 0 ． 9 7 0 ，
A P T T で y ニ 0 ． 9 3 5 X ＋4 ． 2 6 1

，
r

二 0 ．9 7 8 と共 に 良好 で あ っ た ．

B 3 ． トロ ン ビ ン ． ア ン チ ト ロ ン ビ ン 川 複合体測定試

薬の 比較検討

0 鳥居 国雄
，
岡田 敏春

，
市川雅彦

黒 田満彦 く福井 医大検査部ン

凝固活性化の 指標 と な る ト ロ ン ビ ン ー ア ン チ ト ロ ン

ビ ンHI 複合体測 定用 試薬 で あ る エ ン ザ イ グ ノ ス ト

T A T キ ッ トくへ キ ス ト社 二 以 下 チ ュ
ー ブ法ナ お よ び

m T テ ス ト 仁ティ ジ ンJ く帝人社 二 以 下 ビ ー ズ法1 に

つい て検討を行 っ た ．

両者の再現性 お よ び 直線性は ほ ぼ良好 で あ り
，

ま た

ヘ モ グロ ビ ン く0 ． 8 gノdり や イ ン トラ リ ビ ッ ド く0 ． 8 ％1

を用い た溶血お よび 乳び の 影響 も認 め ら れ な か っ た ．

健常人 く25 名1 よ り求 めた 正 常範 囲は チ ュ
ー ブ法0 ． 針 －

2 ．2 n g l m トお よ び ビ ー ズ法0 ． 4 へ 2 ． O n g l m l で あり
，

両者の 間に は 良好 な 相 関 くr
こ 0 ． 9 9 8 i y

ニ 0 ． 9 7 x －

0 ．4釣 が得 られ た ． ま た t o t al － F D P け ユ
ー

プ 法 r ニ

0 ．6 98 ニ ビ ー ズ法 r こ 0 ． 58 31 ，
D ダイ マ

ー

くチ ュ
ー

ブ法

r こ 0 ． 65 5 ニ ビ ー ズ 法 r こ 0 ． 7 6 2I ，
P工C け ユ

ー

プ 法 r

ニ 0 ．8 4 8 ニ ビ ー

ズ 法 r こ 0 ． 9 0即 とい ずれ も 有意 な 正 の

相関が認め られ た ． ま た D工C 患者く17 名I で の 測定値 は

両試薬とも 全例異常値 を示 した ． 以 上 の 結果か ら ， 両

試薬は D工C の診断な どに 有用 な検査法 で あ る と 思わ

れた ．

B 4 ． 1 0 年後に 悪 性 リ ン パ 腫が 発生 した 自己 免疫性溶

血 性貧血 の 1 例

0 西方節子 ， 高橋繁子 ． 坂倉 力

吉 田喜代美 く国立 金沢病 院研究検査 料1

河村洋 一 く石 川 県立 中央病院血 液免疫内 科

症例は28 才女性 ． 昭 和55 年高度貧血 に て 自 己免疫性

溶血性貧血 似 下 A IH AJ と診断さ れ
， 以 後 ス テ ロ イ ド

ホル モ ン に よる 治療を 受 けて い た ． 平成 2 年10 月左 頬

都塵脹出現 ，
1 2月 生検 に て悪性 リ ン パ 腫 俳 ホ ジ キ ン

，

混合型， B 細胞 勤 と 診断さ れ た ． くC S m 診断時 に は

ク ー

ム ス試験 は陰性化 し
，
溶血 を示 す 所見も 消失 して

いた ．

自己免疫疾患等の 長期 に わた る 免疫不全の 経過 の 中
では

， 悪性腫瘍 と く に 悪 性 リ ン パ腫 を合併 す る確率が

高く ． ま た合併 に 伴 い
， 自己 免疫疾患の 臨床症 状の 改

善 や血清反 応の 弱陽性化あ る い は陰性化の 見ら れ る こ

と が報告 され て い る ． 免疫不 全状態に あ る 患者 の 末梢

血 や骨髄標本 を観 察 す る と き に は こ れ ら を 念頭 に お

き
， 異型 リ ン パ 球や 赤芽球 の出現 ， リ ン パ 球数等 に 注

意 を払う 必要が ある ． ま た自 己抗体陰性化 が認 め られ

た場合 に は
，

悪 性リ ン パ 腰の 合併 を考慮 す る こ と も必

要 であ る ．

座長 奥村次郎 く金沢大学1

B 5 ．
パ ソ コ ン ．

ネ ッ ト ワ
ー

ク を 用 い た検査 シ ス テ ム

の 開発

0 福永寿晴 ， 山崎美智子
．

三 浦隆史

田 中 佳 ， 大森政幸 ， 土谷 勇菅

山下和 夫， 中野治美 ， 田 中房枝

く金沢医大 中央臨床検 査部1

検査情報 シ ス テ ム を構 築す る に あた り 以下 の コ ン セ

プ トに よ り開発 し た ． 0 情報 げ 一

夕ンの
一

元 管理 こ 全

て の 情報 は統 一 さ れ た形 式 で フ ァ イ ル さ れ
，
全 て の

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン か ら ア ク セ ス で き る ． 砂安全性 ．

信頼性 こ セ キ ュ リ テ ィ く不正 な アク セ ス や デ
ー

タ の 変

造防止I 機能お よ び障害対策機能 を有す る ． 命 マ ン ．

マ シ ー ン イ ン タ
ー

フ ェ
ー

ス ニ ト レ ー ニ ン グ お よ び マ

ニ ュ ア ル の 必要が な く応答性が 高い ． ゆ経済性 ニ コ ス

ト パ フ ォ
ー

マ ン ス が 高い ． くを自主開発が 可能 ．

こ れ ら を実現 す る た め に
， 0 パ ソ コ ン を中心と し た

分散処理 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム
， e 専用 サ

ー

バ マ シ ー

ン くN F 4 0 0
，

N et F R A M E 社1 を 使 用 す る ， G 1 0 S こ

M S ． D O S お よ び U N I X
， 砂言語 こ C 言語 ， Ql ネ ッ ト

ワ ー

ク O S こ N e t w a r e
， e ネ ッ ト ワ ー ク こE T H E R N E T

u O M b pil ， 6 1 デ
ー

タ ベ ー ス ニR D B くB － T r e el か ら成 る シ

ス テ ム を構築 した ．

本シ ス テ ム は従来 の1ノ4 の 価格 で 開発 コ ン セ プ ト を

ほ ぼ満足 し て い る ．

B 6 ． ノ ー

ト型 パ ソ コ ン を用 い た 白血球分類器 の 開発

0 三 浦隆史 ，
田中房枝 ， 森 日登 美

山下和夫 ， 福永寿暗

く金沢医大中央臨床検査部1

小 型 軽量で 高性能な ノ ー

ト型 パ ソ コ ン を用 い て
， 末

輸血 液像 ， 網状赤血 球 な どの 用 手法デ
ー

タ の 入 力 を補

助す る鏡検 入 力 シ ス テ ム を自 主開発 し た の で 報 告す

る ．

本 シ ス テ ム は
，
広 い ス ペ ー ス を必要と し ない た め ，

顕微鏡の 側 に 置 い て使用 で き る ． 検体 の 検査状況 を表

示 さ せ
， 任意 の 検体 を選 ん で 検 査 で き る ． 鏡検 時 に



1 0 4 8

は
，
患者情報 ， 血球計数デ

ー

タ ， 血 球計数お よ び血液

像デ
ー

タ の 前回傭が 参照 で き ， 専用 の ワ ー ク シ ー トを

必 要と しな い ． さ ら に
， 鏡検時 に こ れ ら の デ

ー

タ が参

照 でき るた め
， 精度 の 向上 が 見込 ま れ る ． カ ウ ン タ機

能 は ， 検査技師自ら が こ の シ ス テム の開発 に 従事 した

た め
， 個々 の 使用者 の 要望が 充分 に 反映さ れ て お り，

操作性 が高 い
． こ の様 に 本 シ ス テ ム は ， 多機能で 市販

の 白血球分類器 に比 べ て コ ス ト パ ホ ー マ ン ス が 高く 用

手法デ
ー

タ の入 力 に 有用 で あ る ．

B 7 ． オ ー ダ リ ン グ シ ス テ ム に よ る細菌検査業務 の 評

価

一 等入後 1 年 を経過 し て －

0 大門長男
，
坂 本純 子 ， 松 田正 毅

桜 川信 男く宮山医薬大検査部ン

近年
，
診療情報 の

一

元 管理 と 医事業務 を始め と す る

各種業務の 有機 的結合 を図る た め
，

オ
ー

ダリ ン グ シ ス

テ ム を導入 す る 施設 が 増加 し て い る ． 本 院 に お い て

も ，
そ の

一

環と して細菌検査業務が199 0 年 3 月か ら稼

働し
， 以来 1 年余り を経た こ とか ら評呵を試 みた ．

シ ス テ ム の 稼働に よ り
，
報告 の迅 速化 ， 培地 へ の属

性 ， 検査材料名 等の記入 の 省力化 ， 検査結果検索 の省

力化
，
結核菌検査の定期観察 一 覧出力， 提 出検査材料

の 把握が 可能 にな る な ど
， 従来 の シ ス テ ム に 比較 して

省力化， 迅速化 ， 精度 の 向上 を 図る こ と が 出来た ．

一 方， 細菌検査業務 に お い て 重要な疫 学統 計に つ い

て は病院の事情で ペ ン チ イ ン グ で ある こ と ， 現 シ ス テ

ム で は図形の 入 力が 出来な い こ とや
．
端末か らの ワ ー

プ ロ 入 力は 繁雑 であ る こ とか ら コ メ ン トの 入 力 は減少

す る な どの 課題 が認 め られ た ． しか し ， 本 シ ス テ ム の

稼働 に よ り従来 に比 べ て診療 に 対 す る寄与が 増 し た と

考 えて い る ．

座長 橋本琢磨 く金沢大学1

B 8 ． B C A 2 2 5 測定系の検討 と 各種 乳癌 マ
ー カ ー

と の

比較

0 唐木清利
，
中川志津子 ， 小 西杢子

く国立金沢病 院研究検査料1

津田宏信 く同 外科1

小西二 三 男 く金沢 医大第 1 病 理1

ヒ ト乳癌培養細胞由来の モ ノ ク ロ ナ
ー ル 抗体 で認識

さ れ る B C A 2 2 5 の E L IS A キ ッ トくK ． ア ツ セ イ ニ ク ラ

レ1 の 基礎 的検討 と乳癌の 診断 マ
ー カ ー

と し て の 意義

に つ い て検討 し た ． 亡対象コ 妊婦32例 ． 乳腺症18 例 ． 乳

腺良性腫瘍11 例 ． 乳 癌術 前1 9 例 ． 乳癌 術後 経過 観察

371 例 亡成績コ Q 直線性 二3 ． 3 旬 5 0 0 Uノm l
，
地帯 現象 に

よ る 偽 陰性 は 5
，
5 0 0 Uノm l ま で 認 め ず ， 母再 現性こ

B C A 平均6 ． 8 9 － 2 8 ． 4 ． 1 6 7 ■ 1 ． 3 5 6 － 7 U l m l に 対し
，

C V は4 ． 4 ． 2 ． 2 ． 4 ． 7
．

5 ． 2 ％， 砂 3 検 体と 3 濃度の標

準液 を用 い て の添加 回収 率は92 ■ 3 へ 9 3 ．7 ％
， ゆ29過以

上 の妊婦 で は 高値 を 示 す傾 向あ り ， e 術前 の乳癌では

C A 1 5 － 3 と同 じく ，
3 例15 ． 8 ％の 陽性率で C E A 5 ．3％

よ り 高い が
， 乳腺 症 3 例 ， 良性 腫瘍 2 例 も 高値 であ

り ，
C A 1 5 －3 や C E A よ り特異性 に 劣 る

， 61術後乳癌例

で は
，
B C A は C A 1 5 －3 と 同等 に 早 く 出現 了両者の コ ン

ビ ネ
ー シ ョ ン ア ッ セ イ は ，

C A 1 5 －3 と C E A や B C A と

C E A の 組合せ よ り陽性率が 高く 有効 な術 後管理 マ
ー

カ
ー

と な り得 るo

B 9 ． 全 自 動 EIA 測 定 装 置 A I A ． 1 2 00 に よ る

b s ul立1 測定 の検 討

0 鮎 川知 子
， 西部万 千子 ， 千田靖子

山森住江
，

川 井 清 く金沢大検査新

橋本琢磨 く同 臨床検査医判

亡目的コ 血中イ ン シ ュ リ ン く工Rp 測定 は
，

R工A 法に変

わ り高感度で 非放射性の EI A 法が 開発 さ れ 自動化が

可能 と な っ た ． 今 回， 全自動 E IA 装 置 A IA －1 2 00 く東

ソ ー 1 を用 い 工則 測定を検 討 した ．

亡結果コ 患者血清 を用 い 再現性 を検討 し たと ころ
， 同

時 ． 日差再現性 は
，

C V 2 ． 5 〆
－ 5 ． 7

，
1 ． 6 － v 8 ．5 ％と良好

で あっ た ． 希 釈試験で は ， 3 0 0ノノ Uノm l ま で 良好 な直線

性が 得 ら れ た ． 共存物 質の影響 は ど リ ル ビン で はみら

れ な か っ た が
， 脂質で は低値 を示 した ．

ヘ モ グロ ビン

を血 清に 添加 しす ぐ測定 した場合 R工A 法くA b ピ ー ス

イ ン シ ュ リ ン
，

栄研1 で は殆 ど彩響は み ら れ な か っ た

が
，

A I A 法で は 100 m gl dl の 添加 で低 下傾 向が みられ

工m 濃度が 高 くな る に 従い 低下は 強く な っ た ． R 仏 法

との 相関 は ， 全体 で は r ニ 0 ． 9 9 7
，

y こ 1 ． 3 3 x －6 ．4 6

で あっ たが
，
2 0 J L U l m l 以下で は RI A 法 に比 べ 低く，

2 叫 Uノm l 以上 で は高く 測定さ れ た ． 正常 参考値は n

ニ 5 7 で 13 ． 6 メJ Uノm l 以 下 で あ っ た ■

B l O ． 生化学 的性状 よ り み た ア エ ロ ビ ッ ク的お よびア

ネ ロ ビ ッ ク 的 ト レ ー ニ ン グ効 果の 評価

0 野 手良 臥 奥 田 忠行 ，
桑原卓美

谷み ね 子 ， 細 谷孝子
，

濱井由紀子

松田 正 毅 ，
新谷憲治， 桜川信男

く宵 山医薬大検査鮒

梅野 克 身 く同 第1 生動

宮城匡子
，
和 田 攻 ， 麻 野 井英次 く同 第2 内剛

長距離 ラ ン ナ
ー

を対 象と し て
，

ト レ
ー

ニ ン グ効果を

呼気 ガ ス と血液 生化 学 か ら評価 し た ． 対 象お よ び方



法二 対象は 6 人 く男 5 人 女 1 人
，
平均30 ． 1 歳 い レ ー

ニ ング法は
，

汀く短距離 を 全速力の 約70 ％ で 走る1 の ア

ネ ロ ビ ッ ク くA 叩 と L S D く長距離 を マ イ ペ ー ス で 走

るンの ア エ ロ ビッ ク 仏 即 で あ る ． 方法 は A N を 2 回

後 A E を
，

その 後 A N を実施 した ． 測定 は エ ル ゴ メ
ー

タ
一 連動試験 に よ り行 っ た ． 結 果 二 酸 素摂取 量 くV oカ

は ，
3 回 目 の A N で V o 卯 aj t が 上 昇 し た ， A T

くAn a e r ob ic th r e s h oldl は A E で上 昇 し た － ト リ グ リセ

ライ ド は
，

A E が A N よ り低値
，

A E は V 。2 m a X 6 0 ％

まで A N は30 ％程 まで 減少 し以 後上 昇 し た ． 呼吸 商

くRQI は A E が0 ． 70
，
A N が0 ．8 0 で あ っ た ． 乳酸と カ リ

ウム で は
，
両方と も類似 し た変化 を示 した ． C P K は

，

4 00r UノL 以上 で障害が 認め ら れ た ．

座長 長谷川俊雄 く福 井医科大学I

座長 馬渡 一 浩 く金沢大学医療短大1

B ll ． 日立715 0 に よ る無希釈ア ポ リ ボ 蛋 白測 定の 基礎

的検討

0 中 ロ 茂樹． 長原三 輝雄 ， 堀 田 宏

笹島正
一

く金沢大検査部1

橋本琢磨 く同 臨床検査医学1

ア ポ蛋白の測定 は希釈法 を用 い
，

日立715 0 に て測定

してい るが
， 多数検体 を処理 す る 日常検査 で は

， 迅速

性や希釈誤差 な どの 問題か ら無希釈法 の開発が 望 まれ

る ． 今臥 標準物質の 希釈系列 を変 え て無希釈測定が

可能か検討し た ．

3 種類の コ ン ト ロ
ー ル 血 清 を用 い た 同時 再現性 の

C V は
， 3 ％以下 で ， 目差再現性に お い て も

，
4 ％ 以

下と良好で あ っ た ． 共 存物質 に よる 影響 は
，

ヘ モ グロ

ビ ンで は
，

ア ポC 工工で 26 0 m gノdl 以 上 で 若干低下 が み

られた ． 乳 ビで は ア ポ C H
，

E で 負の 影響が 顕著に み

られた ． 直線性は 希釈 測 定 の 50 ％程 度 し か 得 ら れ な

かっ た ． 希釈法と の 相 関は
，
直線性の 得 られ た 範囲で

相関計数 r ニ 0 ．9 5 へ

0 ． 9 9 と良好で あ っ た ．

今後 ， 直線性 の 改善及 び
， 乳 ビの 影響 の 回避 に つ い

て更に 検討 を進 め る必 要が ある ．

B 12 ■ 尿中微量 ア ル ブ ミ ン の ス ク リ ー ニ ン グ試薬 の 評

価

0 泉 敦
， 杉本英 弘， 橋本儀

一

森河 浄 ， 黒 田満彦 く福井医大検査部ナ

尿中微量 ア ル ブ ミ ン くM A Ul 定 性法 で あ る ア ル ブ

シュ アくエ ー

ザ イ1 お よ び ミク ロ プ ミ ン チ ス トくエ
ー

ム

スユに つ い て検討 した ，

測定感度は共 に 約 30 m g ハ と試験紙法 の 約10 倍の 感

度を有して お り
， 尿蛋白陰性 の糖尿病患者 を ス ク リ ー

1 04 9

ニ ン グ し た結果
，
25 へ 4 4 ％に 潜在性 の 腎症 が 発 見 さ

れ
， 糖尿病性腎症の 早期発見 に は十分な感度 で あ る と

思 われ た ． ま た
， 両試薬 と も容易 に 短時間で判定が 可

能 で あ り
， 再現性 に 優れ る こ とか ら， 集団検診 な ど に

お け る M A U ス ク リ ー ニ ン グ用 試薬と し て 実用 性が 高

い と思 わ れ た ． 両者の 比較で は
， 経済性 に つ い て は ミ

ク ロ プ ミ ン 法 に 利点が あ るの で
一

次ス ク リ ー ニ ン グ用

に
，

ア ル プ シ ュ ア法は ア ル カ リ尿 ． グロ ブ リ ン 尿 ，
プ

ロ ゾ ー ン 現象の 影響 を受 け る可能性は少 なく
， 特異性

に 優れ てt l る の で
，

一 次 ス ク リ
ー ニ ン グで 陽性 を呈 し

たも の の 確認法と し て用 い る こ と に よ り ， そ れ ぞ れ の

利点 を生か す こ と が で き るも の と 思 われ る ．

B 1 3 ． 尿中低 濃度蛋白定量に お け る測定方法間差 と蛋

白組成 に つ い て

0 前越 大 ， 川端 薫，
玉 田外書子

安藤幸子 ， 宮本智子
，

小 西奮子

く国立金沢病院研 究検査 料ン

E 目 的 と 方法ユ 尿 蛋 白 定 量 3 法 一 帖 喝 S b u ry Cl a rk

くK CI 法
，
P y r o g a r oll R e d くP Rl 法 ，

C B B － G 2 5 0 くC Bl

の 蛋白組成 に 対 す る反 応性を 実験 ，
夫々 の 特異性 と 感

度 に つ い て検討 1 材料コ50 m gld l に 調整し た A lb く静

注用 A lb 二 L A 2 00 0 測定I と Ig G くH BI G こ B N 封 と プ ー

ル 全血清 げ ユ
ー

レ ッ ト音割 及 び 1 －30 m gノdl の 蛋 白

尿83 例 ． 亡結果コ 0 希釈試験 と 再現性 か ら感 度 は K C

法 10 m g ld l P R 法 3 m gノdl C B 法 3 m gノdl ， Q I K C 法は

A lb を 3 倍 ，
P R 法と C B 法の 標 準物質 Alb を2 ．3 と

2 ． 8 倍高値 に 測定 ． 高い Alb 特異性 を有 し
， 低蛋 白尿

を高く 測定す る の で 実質的な 感度は 4 －3 m gノdl と考

え られ た ． 侵P R 法 は全血 清をや や 低め84 ％に 測 定
，

C B 法は Alb 特 異性 を有す る の み で は なく他 の 蛋 白も

平均 的 に 検 出 可能
， ゆ Alb を標 準物 質 に す る 方が

Alb 特異性が 増 し感度も 高い
． 61 1 －30 m gl dlくP Rl 蛋

白尿の 測定値 と 高感 度免疫 測定 の Alb
，

a l M G
， P 2

M G と は相関性くr ニ 0 ． 7 6 ， 0 ．8 4
， 0 ． 5即 が あ り

，
2

－

3 m gノdl ま で の 測定値は 信頼性 と臨床的意義が あ る と

考え ら れ た ．

B 14 ． ド ライ ケ ミ ス トリ
ー

くエ ク タ ケム 70 0 X Rl に よ

る ア ン モ ニ ア測定の 基礎 的検討

0 田 中佐知子 ， 井村敏雄 ， 泉 敦

加納 章弘， 長谷川 俊雄
，
森河 浄

黒 田 満彦 く福井医大検 査部I

エ クタ ケ ム 70 0 X R の ア ン モ ニ ア測定 に は ， 標 準法

であ る酵素法と の 測定値 の不
一

致な どが 問題と な っ て

い た ． 最近
，

コ ダ ッ ク 社 か ら 問題点 を 改善 す る た め



1 0 5 0

キ ャ リ プ レ ー

タ と測定 レ ベ ル の 変更が 行わ れ た ． そ こ

で我々 は新測定 レ ベ ル に お ける ア ン モ ニ ア測定の 基礎

的検討 を行 っ た ．

試料 に は ，
E D T A －2 K 加 血祭 を用 い た ． 測定原葦削ま ，

ア ン モ ニ ア ガ ス と プ ロ ム フ ェ ノ ー ル ブ ル ー

を 反 応 さ

せ
， 生成 した 青色色素 を 600 0 n m で反射測光 し て

， ア

ン モ ニ ア濃度 を求め る ． 測定時 間は ， 約 5 分で あ る ．

直線 性． 再現性 と も に 良好 な 結 果 が 得 ら れ た ． ま

た
， 他法 と の 相 関 で は ， 特 に 酵 素法 と の 間 に r ニ

0 ． 錮8 ，
y ニ 0 ． 9 8 x ＋8 ． 13 と 有意 な 相 関関係 が 認 め ら

れ た ． 健常者と肝疾患患者で の ア ン モ ニ ア レ ベ ル は
，

肝疾患患者で有意 に 高値と な っ た ． 以上
， 本法は 簡便

で迅速 に結果が得 られ る の で
， 特に 重症肝疾患患者の

管理 に 有用と 思われ た ．

B 15 ． 血 清網走量法 の ミ ク ロ ス ケ ー ル 化

0 本間啓子 ， 馬渡
一

浩 ， 杉谷加代

山岸高 由
，
谷 島清郎

く金沢大医療短大ナ

血 清鋼の 測定 は
， 従来 バ ソ ク プ ロ イ ン を キ レ

ー

ト試

薬と して用 い る L a n d e r s
－ Z a k 法 くバ ソ ク プ ロ イ ン 法1

が
，

主 と して利用さ れ て き た ． しか し，
こ の 方法で は

検体と して 2 m l とい う多量の血 清 を 必要 と す る 欠 点

が あ る ． そ こで
， 今回 ， 血 清鋼測定 に 必要な 血清量 の

ミ ク ロ ス ケ ー ル 化 に つ い て シ ー ユ ー テ ス ト ワ コ
ー

く和

光純薬1 を用 い て 検討 した ． 特 に
，

い 除 タ ン パ ク操作

く遠心分離1 に お け る検体の ロ ス を減 らす こ と が で きな

い か
，

2 う 比 色定量時 の セ ル 内液量 を ど こ ま で 減 らす

こ と が可能か
，

の 2 点 に つ い て基礎 的検討 を 行っ た ．

その 結果， 除 タ ン パ ク に 必 要な遠 心 時間は ミ ク ロ 遠心

機の 利用に よ り ， 3 分間 く1 万 回 転I で 良 い こ と が わ

か っ た ． ま た ， 比色用 に ミ ク ロ セ ル や 特殊ブ ラ ッ ク セ

ル を用 い る と
， 血 清量が 0 ． 3 句 0 ． 2 m l で再 現性 の よ い

測定 が可能で あっ た ． さ ら に
，

マ イ ク ロ プ レ ー

ト を使

う と
，
測定に 必要な 血清量 は 0 ． 1 m l まで に 減 らす こ と

が 可能であ っ た ．

座長 黒 田満彦 く福井医科大学1

B 1 6 ． 最近経験 した シ ス チ ン尿 症の 1 症例

0 二 木敏彦 ， 油野友 二
． 山本 豊

く金沢 赤十字病院 中央検査部I

入道秀樹 く同 小児科1

今回我々 は 先天性 の尿細管吸収障害で あ る シ ス テ ン

尿症 を経験 した ． しか し
，
尿沈液 中シ ス チ ン 結晶量 が

短期間 に 著 しく 変動 した た め
， そ の変動の 原因 を中心

に 検討 した ．

会

症例 ニ45 才
， 女性 ，

1 99 1 年 3 月 5 日子 宮筋腫の ため

子 宮摘 出 ．

方 法こ シ ス チ ン 結晶量 の 変動 因子 と さ れ る尿比重

く尿 の 濃 紺 ，
尿 p H

，
蛋白 ． メ チ オ ニ ン の 摂取量 ， 薬剤

な ど を レ ト ロ ス ペ ク テ ィ ブに 検討 し
， さ ら に 尿中アミ

ノ 酸分析 をお こ な っ た ． 結果 こ こ れ らの 因子 は今回の

著 しい 変動の 原因 と して は考 え られ な か っ た ． 又
， 尿

中 ア ミ ノ 酸分析の 結果 よ り
，

シ ス チ ン 結晶の量 にかか

わ らず多 くの シ ス チ ン が 尿中 に 排泄 され て い た ． 従っ

て
，

シ ス テ ン を溶存 させ るた めの 別の 因子 の 存在が推

定 さ れ たが ，
こ れ を 明 ら か に す る こ と は で き なか っ

た ．

B 1 7 ． レ
ー

ト法 を用 い た N A G 活性測 定試薬の基礎的

検討

0 中明美佐枝 ，
長 原三 輝雄， 堀田 宏

笹 島正
一

く金沢大検査軌

橋本琢磨 く同 臨床検査医勒

今 回我 々 は ，
N A G 活性測定法 に お ける エ ン ドポイ

ン ト法 と レ ー

ト法 に つ い て 日立705 を 用 い て基礎的検

討 を 行っ た の で報 告す る ． 再現性 で は
， 高濃度 ． 中濃

度 ． 低濃 度に お い て検討 した と こ ろ c ． v ． は 5 ％程度

と な り ，
レ ー ト法に お ける低濃度 の 同時再現性及び日

差 再 現性 の C ．
V

． は エ ン ド法 の2 ． 5 7 ％ か ら0 ． 0 5 ％ ，

5 ． 3 7 ％か ら3 ． 2 2 ％と な り良好な 結果を 得た ． 直線性で

は ，
レ ー

ト法 は150 UノL ま で しか な い が 100 U 几 を超

え る検体 は稀で あ り ， 成 人正 常値 は 7 UノL 以下である

の で 日常検査 に は問題 は ない と思わ れ る ． 両測定法に

お け る相関 は r ニ 0 ． 9 6 4 と良好 で あ っ た ． 共存物質の

影響 の検討 で は
，

エ ン ド ポイ ン ト 法 は 蛋白 で 0 ． 4 4 gノ

d l か ら
， 溶血 ヘ モ グ ロ ビ ン は高濃度 に な る と影響を受

け た が
，

レ ー

ト法で は 蛋白は 2 ． 2 g 佃1
， 溶血 ヘ モ グロ

ビ ン は 45 0 m gノdl ま で 受 け なく な っ た ． 以 上 の 結果よ

り ，
レ

ー

ト法 に お け る N A G 活性測 定は エ ン ド ポイン

ト法よ りす ぐれ て い る と 思 わ れ る ．

B 1 8 ． レ ク チ ン 沈澱法 に よ る 骨型ア ル カ リ性 ホ ス フ ァ

タ
ー

ゼ測定 の 検討

0 加納章弘 ， 井村敏雄 ，
祖父江富由貴

田 中佐知 子 ， 長谷 川俊雄， 森河 浄

黒 田 満彦 く福井医大検査鮒

レ ク チ ン くW G AI を 用 い た沈澱 法 に よ る骨型アルカ

リ性 ホ ス フ ァ タ
ー

ゼ くA L Pl の 迅 速測定 に つ い て検討

を 行 っ た ．

W G A 沈澱法は ，
B M Y の アイ ソ A L P 測定試薬を用

い
，
試料 と W G A を等量混和 し ， 室温で30 分間反応さ



せ たの ち ．
1 0 0 0 0 G

，
2 ． 5 分間遠心 し

，
上 清の A L P 活性

を C O B A S F A R A II で 測定 した ． 骨型 A L P 活性は ，

次式よ り求め た ．

骨型 A L P 活性 くm 川 二

1 ． 1 1 8 X 総 A L P 活性 －

2 ． 3 5 X 上 清の 活性

再現性，
直線性は

，
良好な結果が 得 られ た ． 共存物

質の遊離型 ビ リル ビ ン
， 抱合型 ビ リ ル ビ ン

，
ア ス コ ル

ビン 酸
，
乳 び ， グ ル コ

ー ス な ど の 影 響 は 認 め ら れ な

か っ た 了 溶血 で は
， 総 A L P 活性 に 負の 影響が あ っ た

が
，
骨型 A L P 活性 に は認め ら れ な か っ た ． レ ク チ ン

酎口電気泳動法と の相 関で は
，

r 二 0 ． 9 7 2 ， y ニ 0 ． 9 8

X ＋1 ． 錮 と有意な相関関係が 認 めら れ た ． 以 上 ， 本法

は
， 電気泳動法に 比 べ 操作性が 簡便 で あ り ，

一 度に 多

検体の 迅速測定が可能 で あ っ た ．

8 19 ． じ ん肺患者の 血 中工V 型 コ ラ ー

ゲ ン と 川型 プ ロ コ

ラ
ー

ゲ ン ペ プ チ ド くP l工貯ン の検 討

0 石 倉宗浩
，
小嶋 修 ， 高橋繁夫

く富山労災病院検 査料J

柴 田和彦
，
野田 八 嗣 く同 内科

太田 五 六 く同 病埋ン

拍 的コ工V 型コ ラ ー ゲ ン と P工肝 の じ ん肺 に お ける 意

義に つ い て検討 した ．

亡対象と方法コ 対象は 当院の じ ん肺患者52 名で
， 年 令

は63 ． 1 士5 ． 3 才 ， す べ て 男性 ． 工V 型 コ ラ ー ゲ ン は

DP C 社の キ ッ ト を用い
，

則A 二 抗体法で N 末端の 7

S 部分を測定 し
，

P王工IP は固相法くR M A 射 で 測定し

た ．

亡結果と 考察コ じ ん肺 患者の 血 判 V 型 コ ラ ー

ゲ ン と

PIIrP は
．

そ れ ぞれ 4 ． 9 1 士0 ． 8 2 く2 ． 4 へ 6 ． 5ナ n gl m l
，

0 ．5 84 士0 － 1 4 5 く0 ． 3 9 旬 1 ． 101 Uノm l で
，

か ソ トオ フ値 を

各々6 ． 0 ， 0 ． 8 と し た と き の 陽 性 率 は そ れ ぞ れ4 ノ5 2

く7 ■7 ％1 ，
5ノ4 3 く1 1 ． 6 ％1 に 過 ぎなか っ た ． 工V 型 コ ラ ー ゲ

ンと P工貯 の 間 に は 相関が認 め られ な か っ た ． 線維増

殖性変化が 強い X 線病型 4 型 と 1 へ 3 型 の 比 較 で は
，

押型 コ ラ ー ゲ ンが4 ． 8 1 士0 ． 8 3 v s 5 ． 1 1 士 0 ． 7 7
，
P l工IP が

0 ．55 4 士0 ． 10 3 v s O ． 6 5 3 士0 ．2 0 1 で P 工肝 に 有意善が 認

められ た ■ こ れ らの 結果か ら 両指標 は積極的 に は じん

肺の 線推化 マ
ー

カ ー と し て 有用 と は考 え難 か っ た ．

第1 9 会場 整 形外科分 科会

第1 20 回 北陸整形外科集談会

A
．

一

般演題

座 長 沢 口 毅

1 ． 指間部 に 発 生し た gl o m u s 腫 瘍 の 1 例

1 0 51

0 中村 宏， 平野典和 ， 松野 博明

山本直也
，
酒井清司く富山医薬大整外I

2 ． 膝関節に 発 生し た血管腫 の 1 例

0 津畑 修 ， 岡田正 人
， 道下正 光

西島裕 一

郎 く金医大整外1

3 ■ 深膝 義教帯部 に 発 生 し た b u r s al o st e c xI h o n d r o m
－

a t o si s の 1 例

0 宮崎俊聴 ， 南里 泰弘く厚生 連滑川病院整 鮒

4 ． 半月板真贋 くm e ni s c u s g a n gli o nl の 2 症例

0 関戸弘 通 ， 山田 均
， 北野 悟

伊 藤俊 一

， 岡 田 知佐子 く高岡市民病院整外I

5 ． 外傷性膝 内障 に お ける M Rl の検 討

0 津保雅彦 ， 仲井間憲成， 西川 浩

玉 野健
一

く黒 部市民病 院盤外1

6 ． 化膿性膝関節炎に 対 する 鏡視下手術 の 治療経験

0 萩原修平 ， 澤田 米造
，
金相浩 一

横浜安生 く横浜栄共済病院 整外さ

座長 松本忠美

7 ． C u ff t e ar a rth r o p a th y に 対し て 人 工有閑節置換術

を行 っ た 1 例

0 水野 勝則， 下崎英 二
， 仲 克巳

富田勝郎く金大整外ン

8 ． 手関節外傷 に お ける 関節造影の経験

0 三 秋 宏く三 秋整外1

加藤 日出治く加藤整外1

福田 喜難 く福田 整外1

9 ． B a t e m a 血 型 人 工骨頭 の in n e r b e a ri n g 破損 の 1 例

0 松田英三
， 北野 善行， 横川明 男

片山 元
， 相木 一 秀 t砺 波総合病 院整外1

10 － カ ン ジ タ菌 に よ る化膿性股 関節炎の 1 例

0 越 田昌宏 ， 谷 口 充 －

， 道下 正 光

西 島裕一
一 郎 く金医大整外1

11 ， E o s in o p h uic F a s ciiti s の 経験

コ太 田 悟 ， 松本忠美， 勝木保夫

西野 暢 く金大 整 外1

座 長 梅田 真一
一 郎

12 ． 神経根症 状 を伴 う腰椎分離症

J 赤川 節 二
， 手井喜久 男， 増 山 茂

沢 口 毅． 毛 利良彦 く富山市民病 院整外1

1 3 ． 頸 椎脊柱管拡大術の 治療成績

0 滝野哲也 ， 山田 浩
， 島 巌

国下正 英， 竹内尚人 ， 青山和裕

く石 川 県立 中央病院整外1

1 4 ． 当初歩行が 可能 で あ っ た 高齢者の 第11 胸椎脱臼骨

折の 1 例

0 中谷 聡
，

一

前久芳 ， 米澤幸平



1 05 2

酒井康 一 郎 く国立 金沢 病院整外I

15 ． m m b b ell 型 を呈 した腰椎邪悪 性 リ ン パ 腫の 1 例

0 堀井秀
一

，
加藤義治， 市村和徳

坂 口 華宗， 飯田唯史 く富山医薬大整外1

川 口 誠 く同 第 2 病理1

1 6 ． カイ ロ プ ラ ク ティ ッ ク デ完全麻療と な っ た 馬尾腫

癖型 ep e n d ym O m a の 1 例

0 横山光輝
，
長 田茂樹 ， 中橋謙次

高橋啓介
．
富田 勝郎 く金大整外一

生 方 彰 く城 北病 院整外1

17 ． 難治性足部潰瘍 を繰り返 し た 脊髄脂肪腫 の 1 例

0 古瀬 久裕 ． 樋口 雅章 ，
岩井義信

橋本 二 美男 ， 藤田 国政 ， 小 林 尚史

く富 山県立 中央病院整外1

18 ． 石川 県に お け る側湾癌 検診

－ 9 年間の結果 －

0 大成永人 ． 高橋啓介 ， 長田 茂樹

中橋謙次
， 前沢靖久

．
鳥畠康充

宮田 勝郎 く金大整外ナ

川原範夫 く金沢市立病 院整外I

島 巌 く石川 県立 中央病院整外1

B ． 日本整形 外科学会教育研修 講演

座長 富田 勝郎 く金大1

F 慢性 関節 リ ウ マ チ に 対す る 薬物療法の 最近の 動向J

田 中清介 く近畿 大学 医学部1

第20 会場 臨床 口 腔外科分 科会

第11 回 臨床口腔外 科分科会

一 般演題

座長 坂 下英明 く石 川 県中1

1 ． 当科に お ける M RS A 感染 の 検討

0 米森 誠 ， 河内昭人 ， 美濃千嘉子

寺 島龍 一

， 岩井正 行 ，
古田 勲

く富山医薬大1

2 ． 頚部結核性 リ ン パ 節炎の 1 例

0 宮田 勝
，
宮 本日 出， 坂下英明

車谷 宏 く石 川県立中病1

3 ． 横 隔に 波及 した重篤な顎顔 面蜂 寓織 炎の 1 例

0 斎藤 輸 ，
岩佐昌典

．
林 解平

石 井保雄 く福井医大J

4 ． 歯性病巣感染の 3 例

一

腰 集反応 を用 い て の解析 一

中新敏彦 伽 賀八 幡温泉病院ナ

座長 船本長
一

朗 く金沢医大 ． 口外1

5 ． S E Q C T に よ る下顎 骨骨塩畳

0 玉 井 学 ， 石井保雄 偏 井医村

6 ． 2 0 ． M e t h yl c h o r a n th r e n e に よ り誘発 し た 腫瘍培養

細胞の 増殖抑制 に 関す る 実験 的研究

－

グリ チ ル リ チ ン に 対す る 反 応 に つ い て －

0 鈴木
一

，
塩 田 覚

，
立浦 秀丸

上 田由美 ， 船本長 一 朗 ， 高沢 一 長

大平 三 四郎 く金沢 医大 ． 口州

7 ． 顎 関節 円板培養細胞 の増殖 に 関す る実験的研究

－

コ ハ ク 酸プ レ ド ニ ゾロ ン添加の反応に つ いて
－

0 上 田 由美
，
塩 田 覚 ，

松井勇樹

船 本長 一

朗 ，
大 平三 四郎 ， 高沢 一

良

九良賀野進 く金沢 医大 ． 口州

若手 研 究者講演

座長 山本悦秀

トロ腔粘膜癌 の浸 潤機序 に 関す る 研究J

熊谷茂宏 く金沢大学講師

座長 香林正 治 く金沢医大 ． 矯正1

8 ． 片側性曖 筋肥大症 の 1 例

0 中川典孝 ， 稲垣 慶子 ， 朝倉慎 一 郎

佐 渡忠 司， 永森 司 ， 岩井正行

古田 勲 く富山医薬対

9 ． 外科矯正 を行 っ た 下顎 前突症 の 2 例

0 勝田 誠
，

香林 正 治， 出村 昇

中川 真 ， 須佐美隆三 く金沢医大 ． 矯正1

10 ． 開曖症 に 関 す る外科的矯正 手術

0 足立 尚， 佐 々木真 一

く福井県立病院1

角谷慶範 く郡立 高島病院1

座長 岩井正 行 く富山医薬大1

11 ． 高齢 者に 見ら れ た下顎骨 中心 性粘表皮癌の 1 例

0 斎 木康正 ， 室木俊美 ，
山本悦秀

く金沢カ

1 2 ． 顎下部 に 見ら れ た 悪性リ ン パ 腫 の 1 例

0 滝野 隆久
，
熊 谷茂 宏， 室木俊美

山本悦秀く金沢対

13 ， 口 腔 と 甲状腺 に 見 ら れた 重 複癌の 1 例

0 隅山鏑徳 ， 室木俊美 ，
山本悦秀

く金沢対

藤元 栄輔 く公立能 登総合病院I

座長 室 木俊美 く金沢大1

1 4 ． ジ フ ェ ニ ル ヒ ダ ン トイ ン に よ る歯 肉増殖症 の2 例

0 中沖 一

人 ， 奥 田 泰生 ，
山内浅則

杉本裕 史， 岩井 正行 ，
古田 勲

く富山医薬対

15 ． 末梢性顔面神経麻痔の 2 例

0 宮本 日出
，
宮田 勝，

坂 下英明

く石川県立中風



甘 管外 ，
腺体外 に 逸 出した 顎下脾唾 石 の 2 症例

0 日尾 清史， 森 和久 く高 岡市民病院I

座長 林 解平く福井医大I

17 ． 当科 に お け る最近 1 年 間の 入院患 者の 臨床統計的

観察

0 森 和久 ， 日尾清史 く高岡市民病 院I

18 ． 当科 に お ける 顎変形症手術症例 の 臨床統計的観察

1053

0 室木俊美 ， 斎木康正 ， 山本悦秀

く金沢大1

19 ． 最近 5 年間に 経験 し た1 2 9 症例 の 顎顔 面骨 骨折 の

統計的観察

0 坂 下英明
，
宮本 日出， 宮田 勝

く石川県立中病1

東野純也 く東野 病院I


